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（
埼
玉
県
秩
父
市
）

　

秩
父
の
総
社
、
秩
父
神
社
の
例
大
祭
。
京
都
の
祇
園

祭
、飛
騨
の
高
山
祭
と
と
も
に
「
日
本
三
大
曳
山
祭
り
」

に
数
え
ら
れ
、
毎
年
、
12
月
2
、
3
の
両
日
に
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
祭
り
は
江
戸
中
期
、
秩
父
神
社
に
立
っ
た

絹
織
物
の
市
、「
絹
大
市
」（
き
ぬ
の
た
か
ま
ち
）
の
経

済
的
な
発
展
と
共
に
、盛
大
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
、
日
本
を
代
表
す
る
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
祭
礼
当
日
は
絢
爛
豪
華
な
２
台
の

笠
鉾
と
４
台
の
屋
台
が
曳
行
さ
れ
ま
す
。 

ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
3
日
の
夜
で
、
最
大
20
ト
ン
も
あ
る
屋
台
・
笠

鉾
を
引
き
、お
旅
所
へ
の
急
な
団
子
坂
（
だ
ん
ご
ざ
か
）

を
上
る
様
子
は
大
迫
力
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
は
、
秩
父
34
ヶ
所

観
音
霊
場
の
午
歳
総
開
帳
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

普
段
は
、
秘
仏
と
し
て
お
逗
子
（
ず
し
）
の
扉
は
閉

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
総
開
帳
で
は
、
こ
の
ご
本
尊
様
の

お
逗
子
の
扉
が
開
か
れ
、
観
音
様
の
慈
悲
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
12
年
に
一
度
の
こ
の

機
会
に
秩
父
へ
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
埼
玉
県
産
業
労
働
部
観
光
課
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４
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（
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供
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埼
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表
紙

秩
父
夜
祭

　

  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
は
最
近
注
目
を
集
め
て
い
る
古
民
家
の
再
生

を
め
ぐ
る
各
地
の
動
き
を
特
集
し
ま
し
た
。
か
つ
て
全

国
各
地
に
広
範
に
存
在
し
て
い
た
歴
史
あ
る
古
い
民
家

は
都
市
化
の
波
で
減
少
し
、
残
っ
た
と
し
て
も
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
た
な
地
域
資
源
と

し
て
見
直
さ
れ
、
見
事
に
再
生
し
、
風
情
あ
る
佇
ま
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
暮
ら
す
都
市
住
民
に
と
っ
て
は

こ
う
し
た
古
民
家
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
、
不
思
議

な
魅
力
に
富
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
関
係

者
の
努
力
で
再
生
さ
れ
た
古
民
家
は
観
光
資
源
と
し

て
、
あ
る
い
は
移
住
者
用
の
住
宅
や
都
市
と
地
域
住
民

の
交
流
拠
点
な
ど
と
し
て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
特
集
事
例
を
拝
見
し
て
も
興
味
深
い
様
々
な

活
用
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
、
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
と
こ
ろ
で
今
回
の
事
例
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

か
つ
て
私
が
子
供
の
こ
ろ
、
通
学
で
歩
い
て
い
た
の
は

宿
場
町
で
し
た
。
毎
日
の
行
き
帰
り
に
目
に
す
る
古
い

家
並
み
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
田
舎
の
集
落
そ

の
も
の
で
し
た
が
、
ど
こ
か
穏
や
か
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
後
年
、
重
伝

建
地
区
に
選
定
さ
れ
、
今
で
は
観
光
客
が
訪
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
部
の
住
宅
は
観
光
客
が

ち
ょ
っ
と
休
憩
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
に
改
装
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
古
民
家
に
限
ら
ず
、
地
域
活
性

化
の
た
め
の
資
源
は
、
見
渡
せ
ば
身
近
に
数
多
く
存
在

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

（
堀
）

【
1
月
号
予
告
】

特
集
＝ 「
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
」 

（仮）
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沖縄の優位性、
潜在力の発揮に向けて

沖縄県知事 ● 仲井眞弘多

　

沖
縄
県
は
、
本
土
か
ら
遠
隔
地
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、
お
お
よ

そ
本
州
の
３
分
の
２
に
匹
敵
す
る
広
大
な
海
域
に
沖
縄
本
島
を
除

く
39
の
有
人
離
島
が
存
在
し
、
我
が
国
の
領
空
、
領
海
、
排
他
的

経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
の
保
全
な
ど
国
家
的
利
益
の
確
保
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
亜
熱
帯
海
洋
性
気
候
の
も

と
、
年
間
を
通
し
て
温
暖
な
気
候
で
あ
り
、
青
い
空
、
透
明
度
の

高
い
海
、
珊
瑚
礁
に
囲
ま
れ
た
海
岸
線
に
は
白
い
砂
浜
が
広
が
る

ほ
か
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
活
空
間
、
先
祖
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
祭
事
、
伝
統
的
な
工
芸
、
芸
能
な
ど
島
々
で
異
な
る
魅
力
や

資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
島
々
に
魅
了
さ

れ
国
内
外
か
ら
沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
は
、
上
半
期
と
し
て
は
過

去
最
高
の
３
３
８
万
人
と
な
り
、
今
年
度
の
目
標
値
６
３
０
万
人

を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。

  

現
在
、
沖
縄
県
は
我
が
国
で
も
人
口
増
加
が
続
く
数
少
な
い
地

域
で
あ
る
も
の
の
、
特
に
離
島
に
お
い
て
は
、
若
年
者
の
慢
性
的

な
流
出
に
伴
う
人
口
減
少
等
、
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
全
体
で
も
生
産
年
齢
人
口
は
平
成
27
年

頃
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
市
町
村
、
民
間
事
業
者
等
と
連
携
・
協

働
し
て
、
移
住
関
連
情
報
の
提
供
及
び
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
や

就
業
・
起
業
支
援
等
を
実
施
し
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
出
産
・
子
育
て
と
就
労
の
両
立
な
ど
子
を
産
み
・

育
て
る
環
境
の
充
実
を
図
り
、
持
続
的
人
口
増
加
施
策
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
特
に
離
島
に
お
け
る
定
住
条
件
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
交
通
・
生
活
コ
ス
ト
等
の
低
減
に
よ
る
住
民
負
担
の
軽
減
、

本
島
の
高
校
に
進
学
す
る
際
の
学
生
寮
・
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備
、
公
営

住
宅
な
ど
の
生
活
環
境
基
盤
整
備
な
ど
、
住
環
境
や
生
活
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、長
ら
く
長
寿
日
本
一
と
言
わ
れ
て
き
た
沖
縄
県
で
す
が
、

平
成
22
年
の
全
国
順
位
は
男
性
が
30
位
、
女
性
が
３
位
と
長
寿
県

の
地
位
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
一
の
長
寿
県
の
復
活
を
目
指
し
、
食
生
活
改

善
推
進
員
等
の
育
成
・
活
用
に
よ
る
生
活
習
慣
病
等
の
改
善
促
進

の
ほ
か
、
地
域
密
着
型
の
社
会
体
育
活
動
等
に
よ
り
、
県
民
一
人

ひ
と
り
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、健
康
的
な
生
活
習
慣
を
実
践
し
、

健
康
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
基
地
問
題
で
は
、
平
成
18
年
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委

員
会
に
お
い
て
返
還
合
意
さ
れ
た
、
沖
縄
本
島
中
南
部
都
市
圏
に

存
す
る
嘉
手
納
飛
行
場
よ
り
南
の
６
施
設
１
０
０
０
㌶
〜
１
５
０

０
㌶
の
着
実
な
返
還
実
行
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
て
い
き
ま

す
。
約
１
１
７
万
人
の
人
口
規
模
を
誇
る
中
南
部
都
市
圏
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
駐
留
軍
用
地
跡
地
は
、
沖
縄
の
新
た
な
発
展
の
た

め
の
貴
重
な
空
間
で
あ
り
、
都
市
構
造
の
歪
み
を
是
正
し
、
県
土

構
造
の
再
編
に
も
つ
な
が
る
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
沖
縄
県
は
、
か
つ
て
の
琉
球
王

国
の
時
代
に
お
い
て
は
、
日
本
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等
と

の
交
易
・
交
流
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
本
県
は
、
こ
の
よ
う
な

地
理
的
、
歴
史
的
特
長
を
発
揮
し
、
沖
縄
振
興
の
み
な
ら
ず
、
日

本
経
済
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
際
交
流
・
物
流
拠
点
の
形
成
に
不
可
欠
な
那
覇

空
港
第
二
滑
走
路
の
整
備
や
、
那
覇
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用

開
始
に
向
け
た
諸
条
件
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、臨
空
・

臨
港
型
産
業
の
集
積
を
図
り
、
国
際
物
流
拠
点
を
形
成
し
て
参
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

高
等
教
育
機
関
な
ど
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
研
究
開
発
成
果
等
を
活

用
し
て
、
新
事
業
・
新
産
業
を
創
出
す
る
「
知
的
・
産
業
ク
ラ
ス

タ
ー
」
の
形
成
な
ど
、
沖
縄
の
優
位
性
・
潜
在
力
を
活
か
し
た
施

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
県
政
を
預
か
る
知
事
と
し
て
、
日
本
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
の
気
概
を
持
ち
、
県
民
が
望
む
沖
縄
の
将
来
像
・
夢
の
実
現

に
向
け
、
県
民
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
得
な
が
ら
、
沖

縄
振
興
の
取
組
を
し
っ
か
り
と
軌
道
に
乗
せ
、
加
速
し
て
い
く
た

め
、
不
退
転
の
覚
悟
を
持
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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古民家を活用したまちづくり古民家を活用したまちづくり

茨城県が手掛けた古民家レストラン「幸久庵」。２カ
月の営業で約2,800人が訪れ、予想以上の実績だった
 ● 茨城県（p12-13）

築100年の古民家の再生作業。丁寧に床板張り
をする様子
 ● 千葉県大多喜町（p14-15）

「古民家付き農園corot」の古民家。昔ながら
の農家の暮らしが体験でき、好評だ
 ● 埼玉県所沢市（p16-17）

「うだつの上がる町並み」。美濃市の“顔”とし
て観光資源になっている
 ● 岐阜県美濃市（p18-19）

北陸地方の伝統的建築様式で建てられた古民家
を見学する住民ら
 ● 北海道厚真町（p8-9）

古民家に集う会のメンバーら。後ろに見えるの
が築150年の「石秀庵」
 ● 秋田県湯沢市（p10-11）
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古民家を活用したマルシェの様子。アットホー
ムな雰囲気が人気を博している
 ● 徳島県三好市（p30-31）

熊川宿の町並み。古民家が軒を連ね、歴史的な景観
が維持されている
 ● 福井県若狭町（p20-21）

学生と地域住民の交流拠点「コ・ワーキングカ
フェ」。古民家の納屋を改修した
 ● 福岡県糸島市（p32-33）

篠山市福住の歴史的町並み。住民主導で古民家
などの活用が行われている
 ● 兵庫県篠山市（p24-25）

古民家再生のモデルハウス「田楽庵」。田舎暮
らしの体験施設にもなっている
 ● 山口県山口市（p28-29）

普段使いの茶碗を持ち寄って催される熊谷家住
宅（重文）での「雑もの茶会」
 ● 島根県大田市（p26-27）

民宿に利用されている再生古民家。赤瓦屋根が
渡名喜村の古民家の特徴だ
 ● 沖縄県渡名喜村（p34-35）

地域住民と共に進めた再生プロジェクトでよみが
えった町会所
 ● 京都市（p22-23）

002-003　グラビア.indd   3002-003　グラビア.indd   3 2013/11/15   11:01:462013/11/15   11:01:46



　

古
民
家
の
定
義
は
曖
昧
で
あ
る
。
通
常
は
戦
前
の
も
の

で
、
日
本
の
伝
統
的
工
法
を
用
い
て
住
居
と
し
て
建
て
ら

れ
た
建
物
を
言
う
こ
と
が
多
い
。
最
近
は
登
録
有
形
文
化

財
（
建
造
物
）
の
「
原
則
と
し
て
建
設
後
50
年
を
経
過
し

た
も
の
」
と
言
う
登
録
基
準
に
あ
わ
せ
て
、
築
50
年
を
経

た
も
の
と
定
義
す
る
人
も
い
る
。

　

ま
た
、
古
民
家
は
町
家
、
農
家
、
武
家
住
宅
な
ど
用
途

に
よ
っ
て
造
り
が
全
く
異
な
り
、
建
築
年
代
、
地
域
、
気

候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
、
そ
の
形
態
、
構
造
、
意
匠
な
ど

極
め
て
多
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
古
民
家
の
多
様
性
に
、

古
民
家
の
規
模
、
立
地
、
傷
み
具
合
、
所
有
者
の
意
向
や

財
力
な
ど
様
々
な
要
素
を
反
映
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
活

用
計
画
の
あ
り
方
も
多
様
で
あ
る
。
１
０
０
棟
の
古
民
家

が
あ
れ
ば
１
０
０
通
り
の
活
用
計
画
が
あ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
あ
る
。
文
化
財
と
し
て
の
正
当
性
に
配
慮

し
な
が
ら
、
様
々
な
条
件
を
勘
案
し
た
多
様
な
活
用
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
特
集
は
「
古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
が

テ
ー
マ
で
あ
る
。
裏
を
返
し
て
み
る
と
「
古
民
家
が
利
用

さ
れ
て
い
な
い
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
古
民
家
は
気
密

性
が
悪
く
空
調
が
効
き
に
く
い
こ
と
、
台
所
が
土
間
で

あ
っ
た
り
、
水
回
り
が
昔
の
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
生
活
に

不
便
な
点
が
多
々
あ
り
、
空
き
家
に
な
り
や
す
い
。
一
方

で
、
古
民
家
は
内
外
観
に
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ

れ
、
内
部
の
吹
き
抜
け
た
土
間
空
間
や
古
材
の
ぬ
く
も
り

な
ど
が
人
々
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。
古
民
家
の
こ
う

し
た
長
短
を
現
代
の
生
活
・
行
動
様
式
と
上
手
く
す
り
あ

わ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１
．
古
民
家
を
取
り
ま
く
現
状

　

平
成
20
年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

20
年
10
月
１
日
現
在
に
お
け
る
全
国
の
総
住
宅
数
は
５
７

５
９
万
戸
、
総
世
帯
数
は
４
９
９
９
万
世
帯
で
、
住
宅
数

が
世
帯
数
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
空
き
家
率
（
総
住

宅
数
に
占
め
る
空
き
家
の
割
合
）は
、昭
和
33
年
に
は
２
％

台
で
あ
っ
た
の
が
右
肩
上
が
り
に
増
え
続
け
、
平
成
10
年

に
11
・
５
％
と
な
り
、
平
成
20
年
に
は
13
・
１
％
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
人
口
減
少
に
と
も
な
い
、
空
き
家
の
増

加
傾
向
は
明
ら
か
で
あ
る
。
現
代
的
な
生
活
環
境
と
し
て

は
や
や
難
の
あ
る
古
民
家
が
空
き
家
に
な
り
や
す
い
面
は

否
め
な
い
。

　

地
域
別
に
見
て
も
、
古
民
家
を
取
り
ま
く
現
状
は
厳
し

い
。
そ
れ
は
都
市
部
に
お
い
て
も
、
農
山
漁
村
な
ど
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
都
市
部
に
お
け
る
古
民
家
は
開
発

圧
力
に
押
さ
れ
、
次
々
と
解
体
さ
れ
て
い
る
。
平
成
24
年

に
大
阪
府
は
指
定
文
化
財
で
あ
っ
た
「
渡
辺
家
」
の
文
化

財
指
定
を
解
除
し
、
結
果
と
し
て
「
渡
辺
家
」
が
解
体
さ

れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。
所
有
者
が
都
市

部
に
あ
る
古
民
家
の
敷
地
の
相
続
税
負
担
に
耐
え
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
て
も
解

体
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、
文
化
財
と
し
て
指
定

も
登
録
も
さ
れ
て
い
な
い
古
民
家
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
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特集 古民家を活用したまちづくり

　

一
方
で
農
山
漁
村
な
ど
に
お
い
て
も
古
民
家
を
取
り
ま

く
現
状
は
厳
し
い
。
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
と
し
て

い
る
滋
賀
県
の
山
間
地
域
に
は
、
廃
村
や
高
度
過
疎
集
落

が
散
在
す
る
。
豪
壮
な
古
民
家
が
放
置
さ
れ
、
静
か
に
自

然
に
帰
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
る
（
写
真
参

照
）。

　

平
成
19
年
か
ら
彦
根
市
男
鬼
（
お
お
り
）
町
の
廃
村
に

お
い
て
、
放
置
さ
れ
て
い
た
茅
葺
き
の
古
民
家
の
屋
根
の

葺
き
替
え
を
毎
年
の
よ
う
に
行
い
、
そ
の
活
用
を
試
み
て

き
た
（
注
１
）。
し
か
し
、
旧
住
民
の
世
代
交
代
や
交
通

ア
ク
セ
ス
の
悪
さ
か
ら
、
活
用
は
お
ろ
か
廃
村
と
な
っ
た

山
村
の
集
落
景
観
の
維
持
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
も
古
民
家
を
取
り
ま
く
状
況
は

変
わ
ら
な
い
。
少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
の
波
が
空
き
民

家
の
増
加
を
招
き
、
集
落
機
能
が
低
下
し
、
さ
ら
な
る
人

口
の
流
出
と
い
う
悪
循
環
の
中
で
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
な

く
放
置
さ
れ
る
古
民
家
は
増
え
続
け
て
い
る
。

　

筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
つ
で
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
の

高
時
川
上
流
の
４
集
落
で
は
、
空
き
家
率
が
少
な
い
集
落

で
10
％
、
多
い
集
落
で
は
34
％
に
お
よ
ぶ
。
杉
野
川
沿
い

の
集
落
で
も
、
少
な
い
集
落
で
10
％
、
多
い
集
落
で
は

33
％
に
達
し
て
い
る
。
空
き
家
の
す
べ
て
が
古
民
家
で
は

な
い
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
余
呉
型
民
家
と
呼
ば
れ
る
伝

統
的
な
民
家
が
良
く
残
っ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
空
き
家

の
う
ち
半
数
以
上
が
古
民
家
で
あ
り
、
集
落
に
よ
っ
て
は

古
民
家
が
空
き
家
の
80
％
に
も
お
よ
ぶ
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
世
帯
構
成
を
見
て
み
る
と
、
高
齢
者

１
人
世
帯
と
高
齢
者
２
人
世
帯
が
半
数
を
占
め
、
中
長
期

的
に
見
る
と
、
さ
ら
に
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
状

況
に
あ
る
。

２
． 
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
と

　
　

空
き
民
家
の
活
用

　

前
述
の
よ
う
な
人
口
減
少
は
農
山
漁
村
に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
。
日
本
の
人
口
は
１
０
０
年
で
半
減
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
50

年
後
に
８
０
０
０
万
人
く
ら
い
の
将
来
人
口
を
想
定
し
、

国
土
の
持
続
性
を
考
え
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
限
性

を
勘
案
し
た
長
期
的
な
国
土
管
理
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い

る
（
注
２
）。
経
済
成
長
を
目
指
し
て
社
会
資
本
を
量
的

に
拡
大
す
る
時
代
は
終
わ
り
、
都
市
・
農
山
漁
村
と
も
に

生
活
の
質
を
高
め
、
人
口
に
見
合
っ
た
市
街
地
の
身
の
丈

を
想
定
し
て
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ス
ト
ッ
ク
を
順
応
的
に
形
成
・

凝
集
し
、
寄
り
添
っ
て
質
の
高
い
生
活
を
送
る
た
め
の
土

地
利
用
改
革
、
い
わ
ゆ
る
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク
へ
踏
み

込
む
段
階
に
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
施
策
が
現
実
に
推
し
進
め
ら
れ
る
と
、
廃
村

や
高
度
過
疎
集
落
は
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
。
古
民
家

は
山
村
の
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
貴
重
な
要
素
で
あ

り
、
建
物
単
体
の
再
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
山
村
の
文
化

的
景
観
の
中
に
お
け
る
価
値
付
け
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
で
、
地
方
の
歴
史
・
文
化
な
ど
の
無
形
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
地
域
全
体
の
再
生
を
図
る
と
い
う
視
点
が
欠

け
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
対
し
、
既
存
の
社
会
資
本

を
活
用
し
つ
つ
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
た
め
都
市
・

農
山
漁
村
の
順
応
的
凝
集
を
図
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い

る
。

　

空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
を
活
用
せ
ず
解
体
し
、
新
た

な
建
物
を
建
て
る
こ
と
は
資
源
の
無
駄
遣
い
で
あ
り
、
ま

た
、
廃
材
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
点
か
ら
も
再
考
の
余
地

が
あ
る
。
古
民
家
は
維
持
管
理
さ
え
怠
ら
な
け
れ
ば
、
１

０
０
年
で
も
２
０
０
年
で
も
持
続
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

順
応
的
凝
集
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
だ
け
で
な
く
、
し

な
や
か
で
余
裕
の
あ
る
適
応
の
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

３
．
地
域
資
源
と
し
て
の
古
民
家

　

空
き
家
と
な
っ
た
古
民
家
は
傷
み
や
す
く
、
集
落
や
町

な
み
の
景
観
に
悪
影
響
を
あ
た
え
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
場

合
に
よ
っ
て
は
倒
壊
の
危
険
す
ら
あ
る
。
空
き
家
で
あ
る

こ
と
は
有
事
に
即
座
に
対
応
で
き
ず
、
防
犯
、
防
災
の
面

で
も
問
題
と
な
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
問
題
は
古
民
家
を

地
域
資
源
と
考
え
、
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。
も
と
も
と
古
民
家
は
ぬ
く
も
り
の
あ
る
材

料
で
構
成
さ
れ
、
空
調
に
は
適
し
て
い
な
い
が
広
々
と
し

た
大
き
な
空
間
を
も
つ
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
そ
の
地
域

の
生
活
文
化
を
現
す
も
の
で
あ
り
、
人
々
を
惹
き
つ
け
る

魅
力
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
魅
力
を
活
用
す
べ
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間

団
体
、
民
間
会
社
、
個
人
が
様
々
な
活
用
を
行
っ
て
き
た
。

活
用
を
支
援
す
る
自
治
体
も
多
く
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
立

ち
上
げ
情
報
提
供
し
た
り
、
助
成
金
制
度
を
設
け
た
り
し

て
い
る
。

　

地
元
民
の
交
流
の
場
、
福
祉
・
教
育
関
連
活
動
の
場
、

文
化
芸
術
活
動
の
場
な
ど
「
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
」
す

る
例
、
飲
食
店
、
物
販
店
な
ど
「
商
業
施
設
と
し
て
活
用
」

す
る
例
、
農
家
民
宿
、
中
長
期
滞
在
施
設
な
ど
「
田
舎
暮

ら
し
体
験
施
設
」
と
し
て
活
用
す
る
例
、
移
住
・
二
地
域

居
住
の
受
け
皿
と
し
て
の
住
宅
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
な
ど

「
住
宅
と
し
て
活
用
」
す
る
例
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
極
め

て
多
様
で
あ
る
。
多
様
な
活
用
の
可
能
性
を
も
つ
古
民
家

は
、
地
域
の
活
性
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
地
域
資

源
と
言
え
る
。

４
．
古
民
家
の
活
用

　

全
国
各
地
で
多
様
な
古
民
家
の
活
用
が
な
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
筆
者
も
滋
賀
県
湖
東
地
域
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
彦

根
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
湖
北
地
域
で
は
湖
北
古
民
家
再

生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
設
立
以
来
参
画
し
、
古
民
家
の
活
用

の
実
践
を
進
め
て
き
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
彦
根
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
16
年
か

ら
滋
賀
大
学
・
滋
賀
県
立
大
学
、
自
治
体
職
員
、
商
工
会

議
所
・
商
店
街
連
盟
の
職
員
、建
築
士
な
ど
が
幅
広
く
集
ま

り
、
町
家
居
住
等
相
談
事
業
や
空
き
町
家
の
活
用
事
業
を

行
っ
て
き
た
（http://w

w
w
.packet.ne.jp/keikan/

index.htm

）。

　

平
成
17
年
に
は
、
彦
根
城
下
の
花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店

街
で
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
江
戸
時
代
の
寺
子
屋「
力
石
」

を
借
り
て
、「
人
と
情
報
が
集
ま
り
散
ず
る
街
な
か
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
街
の
駅
を
立
ち
上

げ
た
。
中
に
は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
構
え
、
人
の
集
う
場
所

を
作
り
上
げ
た
。
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
た
商
店
街
の
有
志

が
Ｌ
Ｌ
Ｐ
（
有
限
責
任
事
業
組
合
）
を
立
ち
上
げ
、
空
き

家
を
利
用
し
て
街
の
駅
２
号
店
、
３
号
店
と
し
て
開
店

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
少
し
違
っ
た
方
法
で
地
域
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
１
参
照
）。
な
お
、
力
石

に
つ
い
て
は
耐
震
補
強
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
寄
付
を

募
り
補
強
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
第
２
回
日
本
耐
震
グ
ラ

ン
プ
リ
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

　

一
方
、
彦
根
の
足
軽
屋
敷
の
１
棟
が
売
却
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
辻
番
所
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
施
設

を
併
設
し
た
足
軽
屋
敷
で
あ
り
、
ト
ラ
ス
ト
を
立
ち
上

げ
、市
民
の
浄
財
を
募
っ
た
。最
終
的
に
は
彦
根
市
に
寄

付
金
を
委
ね
、所
有
者
か
ら
買
い
取
り
、活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。現
在
、市
指
定
文
化
財
と
し

て
解
体
修
理
中
で
あ
る
。
周
辺
に
点
在
す
る
公
開
可
能

な
数
棟
の
足
軽
屋
敷
と
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、

足
軽
組
屋
敷
を
訪
れ
る
人
々
の
ビ
ジ
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
（http://tsuji-

bansyo.seesaa.net/article/375445179.htm
l

）。

　

ま
た
、
彦
根
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
彦
根
市
に
隣
接
す

る
多
賀
町
に
お
い
て
庄
屋
屋
敷
を
譲
り
受
け
た
。
農
村

の
一
角
に
構
え
ら
れ
た
豪
邸
で
、
予
約
制
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
多
賀
ク
ラ
ブ
が
活
用
し
て
い
る

（http://w
w
w
.taga-station.com

/

）。
こ
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
今
年
の
、
第
６
回
地
産
地
消
給

食
等
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
た
。

　

一
方
、
湖
北
古
民
家
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
平
成
18
年

か
ら
滋
賀
県
立
大
学
、
自
治
体
職
員
、
建
築
士
、
不
動
産

業
者
、
学
生
、
地
元
住
民
な
ど
が
幅
広
く
集
ま
り
、
空
き

家
の
調
査
・
登
録
、
町
家
居
住
等
相
談
事
業
や
空
き
町
家

の
活
用
事
業
を
進
め
て
き
た
（
図
２
参
照
）。

　

平
成
20
年
に
は
長
浜
市
木
之
本
町
の
空
き
町
家
に
お
い
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特集 古民家を活用したまちづくり

て
、（
財
）
住
宅
生
産
振
興
財
団
と
（
財
）
ハ
ウ
ジ
ン
グ

ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
が
共
同
で
設
立
し
た
「
２
０

０
年
住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
担
い
手
事
業
」
の
支
援
を
受

け
、
町
家
の
修
繕
体
験
を
実
施
し
た
。
近
年
、
日
常
の
維

持
管
理
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
修
繕
が
工
務
店
な
ど
の
業

者
の
仕
事
と
さ
れ
、
家
と
住
み
手
の
距
離
が
遠
の
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
民
家
の
修
繕
体
験
を
通
し
、
古
民
家
を
よ

り
身
近
な
も
の
と
認
識
し
、
古
民
家
の
活
用
に
つ
な
げ
よ

う
と
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
滋
賀
県
の
内
外
か
ら
老
若

男
女
を
問
わ
ず
18
名
の
参
加
を
見
た
。
修
繕
塾
は
継
続
し

て
実
施
さ
れ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
お
り
、
ま
た
自
ら
町
家
を

改
修
し
て
活
用
し
た
人
も
い
る
。

　

平
成
21
年
に
は
湖
北
移
住
交
流
支
援
研
究
会
が
国
土
交

通
省
の
地
域
住
宅
モ
デ
ル
普
及
推
進
事
業
の
採
択
を
受

け
、「
木
之
本
町
地
域
住
宅
モ
デ
ル
普
及
推
進
事
業
（
生

活
体
験
施
設
整
備
）」
に
取
り
組
み
、
こ
の
空
き
町
家
を

改
修
し
た
。
現
在
、
湖
北
古
民
家
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

管
理
し
、「
木
之
本
の
町
家
暮
ら
し 

寺
吉
」
と
し
て
北
国

街
道
木
之
本
宿
の
町
家
暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
施
設
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
様
の
取
り
組
み
を
木
之
本
町
の
農
家
で
実
施

し
、改
修
を
行
っ
た
。「
杉
野
川
ふ
る
さ
と
の
家 

さ
き
ち
」

と
し
て
杉
野
の
山
里
の
暮
ら
し
が
体
験
で
き
る
田
舎
暮
ら

し
体
験
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　

な
お
、「
杉
野
川
ふ
る
さ
と
の
家 

さ
き
ち
」
の
改
修
は

「
建
前
の
結
（
ゆ
い
）」
で
行
わ
れ
た
。
結
と
は
集
落
の
中

で
労
働
力
を
貸
し
借
り
し
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、
茶
摘
み
、

茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
な
ど
の
作
業
を
共
同
で
実
施
す

る
も
の
だ
が
、
杉
野
地
域
で
は
家
の
建
て
前
も
こ
の
方
式

が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
「
杉
野
川
ふ
る
さ
と
の

家
」
の
改
修
工
事
は
地
元
の
人
々
と
協
働
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
古
民
家
の
再
生
に
際
し
、
結
の
新
し
い
あ
り

方
を
模
索
し
て
み
た
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
古
民
家
の
活
用
手
法
は
、
立

地
、
規
模
、
活
用
目
的
な
ど
に
よ
り
多
様
で
あ

る
。
ま
た
、
古
民
家
の
改
修
は
ま
と
ま
っ
た
金

額
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
様
々
な
補
助

制
度
を
利
用
で
き
れ
ば
良
い
が
、
補
助
金
頼
み

に
な
る
と
長
期
に
わ
た
る
持
続
可
能
性
に
不
安

が
生
じ
る
。
補
助
金
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、

活
用
に
よ
る
資
金
的
な
手
当
や
、
広
く
寄
付
を

募
る
な
ど
多
様
な
手
法
で
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

５
．
今
後
の
展
望

　

近
年
、
大
学
の
役
割
は
研
究
、
教
育
、
地
域

貢
献
と
さ
れ
、
筆
者
の
所
属
す
る
大
学
も
地
域
貢
献
に
尽

力
し
、
最
近
で
は
「
域
学
連
携
」
地
域
づ
く
り
実
証
研
究

事
業
や
、
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
個
々
の
教
員
が
研
究
・
教
育
の
延
長
で
地
域
づ
く
り

と
か
か
わ
る
の
で
は
な
く
、
大
学
の
総
合
力
を
活
か
し
た

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
地
域
課
題
と
し
て
古
民

家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
絶
好
の
課
題
で
あ
り
、
大

学
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
の
も
一
つ
の
方
策
と
考
え
ら

れ
る
。

　

同
時
に
、
場
当
た
り
的
な
古
民
家
の
保
存
・
活
用
で
は

な
く
、
文
化
財
と
し
て
の
正
当
性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
現

代
生
活
に
適
応
し
た
空
間
と
し
て
再
生
す
る
視
野
を
も
っ

た
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
古
民
家
の
活
用
に
あ
た
り
、
古
民
家
を
育
ん
で

き
た
周
囲
の
環
境
や
付
属
屋
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
裏
手
の
畑
や
、
蔵
・
灰
小
屋
・
木
小
屋
・
水
屋
な

ど
を
解
体
し
、
主
屋
だ
け
が
建
つ
状
態
で
活
用
さ
れ
て
い

る
例
が
多
い
。
古
民
家
は
周
囲
の
環
境
や
付
属
屋
と
と
も

に
年
月
を
経
て
、
文
化
的
景
観
を
構
成
し
、
地
域
の
文
化

を
体
現
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
古
民
家
の
周
辺
環
境
も

視
野
に
入
れ
た
活
用
計
画
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
注
１
） 　

男
鬼
楽
座
「
限
界
を
超
え
つ
づ
け
る
集
落
」『
近

江
楽
座
の
ス
ス
メ
』
滋
賀
県
立
大
学
近
江
楽
座
学

生
委
員
会
、
２
０
０
８
、
pp
・
22―

32

（
注
２
） 　

日
本
学
術
会
議
土
木
工
学
・
建
築
学
委
員
会
国

土
と
環
境
分
科
会
が
『
提
言　

持
続
可
能
社
会
に

お
け
る
国
土
・
地
域
の
再
生
戦
略
』
と
し
て
平
成

23
年
９
月
に
ま
と
め
て
い
る
。
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北
海
道
の
歴
史
的
建
造
物
と

厚
真
町
の
古
民
家

　

北
海
道
に
お
け
る
歴
史
的
な
建
造
物
と
し
て
は
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道
庁
旧
本
庁
舎

（
赤
レ
ン
ガ
）
を
は
じ
め
、
港
湾
都
市
と
し
て
栄
え
た
小

樽
市
や
函
館
市
な
ど
の
重
厚
な
洋
風
建
造
物
、あ
る
い
は
、

往
時
の
ニ
シ
ン
漁
の
繁
栄
を
今
日
に
伝
え
る
番・

屋・

な
ど
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
の
建
造
物
の
建
築
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
、

北
海
道
発
展
の
一
翼
を
担
っ
た
開
拓
農
民
が
中
心
と
な

り
、
歴
史
的
に
貴
重
な
数
多
く
の
建
築
が
行
わ
れ
て
い
た

事
実
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
北
海
道
に
は
、
屯
田
兵

以
外
に
約
72
万
人
が
移
住
し
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
が
農
業
に

従
事
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
移
住
者
の
多
く
は
、

新
開
地
を
求
め
て
全
道
各
地
に
移
動
し
、
未
開
地
の
開
墾

に
携
わ
っ
た
。

　

厚
真
町
へ
の
移
住
者
は
、
明
治
20
年
代
中
ご
ろ
よ
り
急

速
に
増
加
し
た
が
、
当
時
の
開
拓
者
の
住
居
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
「
掘
立
小
屋
の
土
間
に
葦
を
並
べ
、
そ
の
上
に
ム

シ
ロ
敷
き
、
入
口
に
は
ム
シ
ロ
を
吊
る
し
て
戸
の
替
わ
り

と
し
た
。」（
村
史
よ
り
抜
粋
）
よ
う
な
、
非
常
に
簡
易
で

粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
長
い
辛
苦
の
年
月
を
経
て
農
地
の
開
墾
を
進

め
、
農
家
と
し
て
の
土
台
が
少
し
ず
つ
安
定
し
て
き
た
明

治
期
後
半
か
ら
昭
和
初
期
こ
ろ
に
か
け
て
、
移
住
者
の
出

身
地
方
の
建
築
的
な
特
徴
を
も
つ
家
屋
、
い
わ
ゆ
る
「
古

民
家
」
の
建
築
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
古
民
家
が
、
１
０
０
年
以
上
の
歳
月
を
経

た
現
在
ま
で
、
北
海
道
の
厳
し
い
気
候
に
耐
え
、
今
な
お

居
住
用
の
家
屋
と
し
て
町
内
に
多
数
現
存
し
て
い
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
「
奇
跡
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
古
民
家
に
は
、
一
般
的
に
統
一
さ
れ
た
定

義
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
厚
真
町
に
お
け
る
古
民
家
は

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
家
屋
と
し
て
い
る
。

① 

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期(

戦
前
）
に
建
築
さ
れ
た
建

築
物
で
あ
る
こ
と
。

② 

伝
統
的
建
築
形
式
を
持
っ
た
建
築
物
（「
枠わ

く

の
内う

ち

」
や

「
茅か
や
ぶ
き葺
屋
根
」
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
。

③ 

居
住
用
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
（
さ
れ
て
い
た
）
建

築
物
で
あ
る
こ
と
。

④ 

専
門
家
ま
た
は
有
識
者
が
保
存･

再
生
の
必
要
性
を
認

め
た
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。

町
内
に
「
北
陸
様
式
」
の
古
民
家
16
軒
、

注
目
浴
び
る

　

実
は
つ
い
最
近
ま
で
、
厚
真
町
の
「
古
民
家
」
の
存
在

は
、
一
般
に
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ

て
世
間
か
ら
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
０
９
年
、
教
員
生
活
の
定
年
退
職
を
機

に
故
郷
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
意
し
た
本
町
出
身
者
が
、
先

代
が
１
０
０
年
以
上
守
り
続
け
て
き
た
家
屋
を
居
住
用
に

移
築
・
再
生
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
こ
の
状
況
は
一

変
し
た
。

北
海
道
厚
真
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

参
事　

●　

大
坪
秀
幸

古
民
家
再
生
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

―
地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
に
利
活
用― 1

北
海
道
厚
真
町

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

移築予定の古民家の見学会
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こ
の
家
屋
は
、
大
変
太
い
特
徴
的
な
二
重
梁
の
構
造
を

も
つ
越
前
型
民
家
（
福
井
県
）
で
、
移
築
・
再
生
工
事
に

際
し
て
は
、
古
民
家
再
生
の
促
進
や
伝
統
的
建
築
工
法
の

伝
承
な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
の
民

家
の
会
」
が
関
わ
り
、
家
屋
の
解
体
や
再
生
工
事
中
に
お

け
る
現
場
見
学
会
、
完
成
時
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
積

極
的
に
開
催
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
こ
の
移
築
・
再
生
工
事
が
縁
と
な
り
、「
北
の

民
家
の
会
」
の
理
事
長
で
札
幌
市
立
大
学
教
授
で
も
あ
る

羽
深
久
夫
先
生
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
町
内
全
域
を

対
象
に
古
民
家
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
厚
真
町
内
に
は
北

陸
３
県
（
富
山
、
石
川
、
福
井
）
の
伝
統
的
な
建
築
様
式

を
も
つ
明
治
か
ら
大
正
期
の
古
民
家
が
最
低
で
も
16
軒
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
古
民
家
の
現

存
は
、
過
去
の
道
内
に
も
例
が
な
い
、
ま
さ
に
驚
く
べ
き

出
来
事
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
元
マ
ス
コ
ミ
も
注
目
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
た
び
た
び
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で
報
道
さ

れ
た
た
め
、
厚
真
町
の
古
民
家
は
、
一
躍
世
間
の
注
目
を

浴
び
る
存
在
と
な
っ
た
。

古
民
家
再
生
推
進
協
議
会
が
発
足

　

全
町
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
古
民
家
の
実
態
は
、
所

有
者
（
居
住
者
）
の
高
齢
化
や
建
物
の
老
朽
化
が
進
み
、

既
に
空
き
家
と
し
て
放
置
さ
れ
た
物
件
も
あ
る
な
ど
、
一

刻
も
早
い
対
策
が
必
要
な
状
況
に
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
１
年
７
月
、
地
域
に
残
る
貴
重
な
古

民
家
の
保
存
や
古
民
家
を
活
用
し
た
地
域
振
興
策
に
つ
い

て
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
学
教
授
（
札
幌
市
立
大

学
羽
深
教
授
）
や
建
築
技
術
者
、
北
海
道
庁
職
員
、
古
民

家
が
多
数
残
る
地
域
の
住
民
な
ど
10
名
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
「
厚
真
町
古
民
家
再
生
推
進
協
議
会
」
が
発
足
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
約
半
年
間
に
わ
た
り
、
厚
真
町
の

古
民
家
の
現

状
や
古
民
家

保
存
の
必
要

性
、
古
民
家

の
再
生
と
そ

の
活
用
の
あ

り
方
な
ど
に

つ
い
て
協
議

を
重
ね
、
２

０
１
２
年
２

月
、「
厚
真

町
古
民
家
再

生
に
関
す
る

提
言
書
」
を

取
り
ま
と
め
、
町
長
に
提
出
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
提
言
内
容
を
尊
重
し
、
今
後
の
古
民
家

の
保
存
・
再
生
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。

古
民
家
を
移
築
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
に

　

こ
う
し
た
中
、
古
民
家
の
調
査
や
見
学
会
な
ど
で
た
び

た
び
協
力
を
お
願
い
し
て
い
た
町
民
か
ら
、
町
に
対
し
古

民
家
（
16
軒
の
う
ち
の
１
軒
）
を
寄
附
し
た
い
と
い
う
思

わ
ぬ
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
古
民
家
は
、明
治
42
年
に
建
築
さ
れ
た
「
枠
の
内
」

と
い
う
特
徴
的
な
梁
組
構
造
を
も
つ
越
中
造
民
家
（
富
山

県
）
で
、
こ
の
タ
イ
プ
の
古
民
家
は
、
現
在
町
内
で
10
軒

が
確
認
さ
れ
て
い
る
厚
真
町
を
代
表
す
る
古
民
家
で
あ

る
。

　

早
速
、
町
で
は
、
古
民
家
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、
昨

年
度（
２
０
１
２
年
度
）「
厚
真
町
古
民
家
再
生
基
本
計
画
」

を
作
成
し
、
現
在
は
、
来
年
度
（
２
０
１
４
年
度
）
の
移

築
・
再
生
工
事
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
古
民
家
は
、
里
山
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
い
う
自
然
豊
か
な
住
宅
地
の
入
り
口
部

分
に
、
新
た
な
交
流
施
設
と
し
て
移
築
・
再
生
整
備
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
の
整
備
に
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
の
導
入
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
将
来
的
に
は
、
こ
の
場
所
で
の
更
な
る
古
民
家

の
移
築
・
再
生
も
見
据
え
、
古
民
家
の
希
少
性
を
活
か
し

た
地
域
活
性
化
の
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
交
流
人
口

の
増
加
や
観
光
・
特
産
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
有
効
活
用
し
て
い

き
た
い
。

移築予定の古民家の内部。「枠の内」という
特徴的な梁組構造を持っている

移築予定地の「フォーラムビレッジ」
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旧
家
・
高
橋
家
の
住
宅
を
購
入

　

２
０
１
０
年
３
月
、
秋
田
県
湯
沢
市
で
長
い
こ
と
地
域

の
肝
煎
り
や
村
長
を
歴
任
し
た
旧
家
で
あ
る
高
橋
家
の
住

宅
が
売
り
に
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
住
宅
は
、
正
作
の
家
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
高
橋

正
作
は
、
天
保
の
大
飢
饉
（
当
時
の
秋
田
県
の
人
口
は
約

40
万
人
、
そ
の
う
ち
10
万
人
が
餓
死
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
）
の
時
、
私
財
を
な
げ
う
ち
、
村
人
５
５
０
余
人
を

飢
え
か
ら
救
い
、
１
人
の
餓
死
者
も
出
さ
な
か
っ
た
と
い

う
人
物
で
あ
る
。
住
宅
は
安
政
年
間
に
建
て
ら
れ
た
１
５

０
年
以
上
た
っ
た
家
で
あ
る
。
敷
地
面
積
は
約
９
８
０
坪

（
約
３
２
０
０
平
方
㍍
）、
建
物
の
床
面
積
は
蔵
を
含
め
約

２
０
０
坪
（
約
６
６
０
平
方
㍍
）
あ
り
、
子
孫
の
方
が
秋

田
市
で
暮
ら
し
て
い
る
た
め
維
持
に
困
り
売
り
に
出
し
た

の
だ
っ
た
。

　

新
聞
な
ど
で
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
高
橋
正
作
の
家
と
は

ど
の
よ
う
な
家
か
、
今
な
ら
見
ら
れ
る
と
思
い
見
に
行
っ

た
だ
け
だ
っ
た
が
、
買
い
に
来
た
人
達
は
、「
こ
ん
な
古

い
家
は
壊
し
て
し
ま
え
」、「
俺
は
こ
の
国
道
に
面
し
た
広

い
土
地
が
欲
し
い
ん
だ
」
な
ど
と
い
う
人
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
そ
こ
に
変
な
義
憤
を
感
じ
、
つ
い
私
が
買
う
と

言
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

お
金
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
丁
度
、
こ
の
古
民
家

が
売
り
に
出
さ
れ
た
３
月
末
で
市
役
所
の
定
年
退
職
だ
っ

た
の
で
、
そ
の
退
職
金
を
当
て
に
し
て
購
入
し
た
が
、
何

に
使
う
か
具
体
的
な
目
的
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
市

役
所
の
生
涯
学
習
関
係
の
仕
事
が
長
か
っ
た
の
で
、「
近

く
の
人
が
集
ま
れ
る
私
設
公
民
館
に
で
も
し
た
い
な
」
と

漠
然
と
考
え
て
い
た
。
初
め
は
家
の
名
前
を
「
聖
老
農
・

高
橋
正
作
の
家
石
秀
庵
」
と
名
付
け
、
囲
炉
裏
で
の
宴
会

や
、
展
示
な
ど
に
使
っ
て
い
た
。

「
古
民
家
に
集
う
会
」
発
足

　

２
０
１
１
年
、
そ
こ
に
地
元
の
町
お
こ
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
勤

め
て
い
る
鎌
田
洋
平
君
と
い
う
若
者
が
、
機
関
紙
の
取
材

に
訪
ね
て
来
た
。

　
「
買
っ
て
は
み
た
が
ど
う
使
え
ば
よ
い
か
、
維
持
費
の

捻
出
に
困
っ
て
い
る
」
と
言
っ
た
ら
、「
じ
ゃ
あ
私
を
住

ま
わ
せ
て
く
だ
さ
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
安
給
料
で
ア
パ
ー
ト
代

が
大
変
で
す
し
、
こ
こ
を
安
く
貸
し
て
く
れ
た
ら
私
も
助

か
り
ま
す
。
私
の
家
賃
で
幾
ら
か
で
も
維
持
費
に
回
せ
ま

す
よ
。
ま
た
私
も
休
み
の
日
に
は
維
持
の
た
め
手
伝
い
ま

す
」
と
言
う
の
で
、
な
る
ほ
ど
、
と
承
諾
を
し
た
。

　

こ
の
鎌
田
君
が
今
の
「
古
民
家
に
集
う
会
」
の
事
務
局

長
で
あ
る
。
彼
の
発
案
で
古
民
家
に
集
う
会
の
会
員
を
集

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
や
古
民
家
が
好
き
な
人

が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
初
め
て
の
総
会
を
２
０
１
２
年

３
月
末
に
開
き
、
会
を
発
足
。
会
の
名
称
、
目
的
、
事
業
、

役
員
な
ど
を
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

　

名
称
、
古
民
家
に
集
う
会

　

目
的
、 

地
域
の
偉
人
・
高
橋
正
作
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
古
民
家
・
石
秀
庵
を
開
放
、

個
人
、
団
体
が
集
い
、
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と

湯
沢
市
古
民
家
に
集
う
会 

副
会
長

古
民
家
石
秀
庵
庵
主

　

●　

泉　

秀
雄

旧
家
の
住
宅
を
地
域
住
民
に
開
放
、交
流
拠
点
に

―
地
元
の
偉
人
を
顕
彰
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
も―

2
秋
田
県
湯
沢
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

古民家「石秀庵」の外観。地域の人々に開放され、
様々な活動に利用されている
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事
業
、

　

①
古
民
家
生
活
・
農
作
業
体
験
事
業

　

②
高
橋
正
作
の
偉
業
伝
承
事
業

　

③
学
校
と
連
携
し
た
授
業
づ
く
り
事
業

　

④
蔵
活
用
事
業

　

⑤
地
域
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
受
け
入
れ
事
業

　

⑥
そ
の
他
、
当
会
の
目
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業

　

会
長
、　

佐
々
木　

功
（
一
級
建
築
士
）

地
元
の
偉
人
・
高
橋
正
作
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

　

こ
う
し
て
「
古
民
家
に
集
う
会
」
は
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

発
足
１
年
目
の
２
０
１
２
年
の
目
玉
事
業
は
、
高
橋
正
作

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
制
作
だ
っ
た
。

　

集
う
会
の
最
初
の
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
湯
沢
市
か
ら

補
助
金
を
も
ら
え
た
の
で
、
ま
ず
は
高
橋
正
作
を
顕
彰
す

る
た
め
、「
村
守
る
、
命
か
け
て
も―

聖
老
農
高
橋
正
作

物
語
」
と
題
し
て
２
枚
組
み
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
っ
た
。

　

１
枚
目
に
は
聖
老
農
高
橋
正
作
物
語
と
し
て
湯
沢
西
小

学
校
４
年
生
が
作
っ
た
紙
芝
居
を
地
元
の
「
Ｆ
Ｍ
ゆ
ー
と

ぴ
あ
」
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
ナ
レ
ー
ト
し
て
も
ら
い
、
収

録
す
る
と
と
も
に
、
少
し
だ
け
私
の
古
民
家
「
石
秀
庵
」

の
案
内
を
入
れ
た
。

　

２
枚
目
に
は
、「
村
守
る
命
か
け
て
も
」
と
い
う
高
橋

正
作
に
関
す
る
本
を
出
し
て
い
る
市
立
三
関
小
学
校
教

諭
・
簗
瀬
均
先
生
の
講
演
と
古
民
家
に
集
う
会
会
員
の
座

談
会
を
収
録
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
図
書
館
な
ど
に
配
布
し
た
ほ
か
、

１
組
１
０
０
０
円
で
販
売
し
、
高
橋
正
作
の
顕
彰
活
動
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

　

ま
た
地
域
の
お
母
さ
ん
方
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
古

民
家
お
掃
除
隊
」
を
結
成
し
た
。
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
は
２
カ
月
に
１
回
程
度
、２
時
間
ほ
ど
石
秀
庵
を
掃
除
。

そ
の
あ
と
、
料
理
の
講
習
会
や
包
丁
の
研
ぎ
方
教
室
、
餅

つ
き
、
農
業
体
験

な
ど
い
ろ
い
ろ
な

メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し

ん
で
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
に
一
番

人
気
が
あ
る
の
は

石
秀
庵
の
裏
の
広

い
畑
の
真
ん
中
で

の
枯
れ
枝
を
集
め

て
の
焚
き
火
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
田

舎
で
も
規
制
が
う

る
さ
く
、
な
か
な

か
焚
き
火
な
ん
か
で
き
な
い
が
、
広
い
し
、
枯
れ
枝
を
燃

や
し
栗
や
芋
を
焼
く
く
ら
い
は
で
き
る
。
お
母
さ
ん
方
に

も
好
評
だ
。

　

こ
の
ほ
か
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
、
古
民
家
に
集
う
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
女
子
大
生
の
古
民
家
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
た
。

地
域
の
人
々
の
交
流
拠
点
に

　

２
年
目
の
今
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
「
古
民
家
に

集
う
会
Ｔ
Ｖ
（
こ
み
テ
レ
）」
を
開
局
し
た
。
私
た
ち
の

年
代
で
は
思
い
も
付
か
な
い
発
想
で
あ
る
が
、
若
い
人
達

は
い
と
も
簡
単
に
テ
レ
ビ
番
組
ま
で
作
り
発
信
し
て
し
ま

う
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
で
は
高
橋
正
作
の
紹
介
、

古
民
家
に
集
う
会
の
活
動
内
容
、
ほ
か
の
古
民
家
関
係
の

団
体
と
の
交
流
の
模
様
な
ど
を
各
１
時
間
程
度
放
送
し

た
。
今
年
は
既
に
湯
沢
市
よ
り
の
補
助
分
６
回
の
放
送
が

終
了
し
て
し
ま
っ
た
が
、
補
助
外
で
も
こ
れ
か
ら
何
度
か

発
信
し
よ
う
と
張
り
切
っ
て
い
る
。
若
者
の
パ
ワ
ー
は
素

晴
ら
し
い
。
ま
た
放
送
内
容
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
も
配
信

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
古
民
家
お
掃
除
隊
の
農
作
業
体
験
、
市
民

活
動
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
、
蔵
シ
ア
タ
ー
開
設
な
ど
の
活

動
を
行
っ
た
。

　

古
民
家
に
集
う
会
で
は
、
今
後
も
優
れ
た
農
業
指
導
者

だ
っ
た
高
橋
正
作
の
偉
業
を
伝
え
な
が
ら
、
こ
の
貴
重
な

古
民
家
「
石
秀
庵
」
を
地
域
の
人
々
が
気
軽
に
集
ま
り
、

交
流
で
き
る
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

古民家に集う会のメンバーらによる座談会。左から３人
目が筆者。インターネットでも放送された

高橋正作に関する講演会の模様
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県
北
地
域
を
取
り
巻
く
環
境

　

茨
城
県
の
県
北
地
域
は
、
東
京
か
ら
１
０
０
〜
１
５
０

㌔
と
首
都
圏
の
近
郊
に
位
置
し
な
が
ら
、
里
山
の
風
景
や

変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
な
ど
の
豊
か
な
自
然
と
、
四
季

折
々
の
豊
富
な
農
林
水
産
物
に
恵
ま
れ
た
国
内
有
数
の
食

材
の
宝
庫
で
あ
る
。

　

一
方
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
東
日
本
大

震
災
や
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
事
故
の
影
響
に
よ

り
、
農
林
水
産
業
や
観
光
業
は
多
大
な
風
評
被
害
を
受
け

て
お
り
、
県
内
外
と
の
交
流
人
口
も
大
き
く
落
ち
込
む
な

ど
、
地
域
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

都
市
の
幅
広
い
世
代
を
呼
び
込
む

　

茨
城
県
で
は
、
こ
う
し
た
県
北
地
域
の
活
性
化
を
目
的

と
し
て
都
市
に
暮
ら
す
幅
広
い
世
代
の
方
々
が
、
地
域
住

民
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
安
心
・
快
適
な
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

を
楽
し
む
「
い
ば
ら
き
さ
と
や
ま
生
活
」
を
提
案
し
、
移

住
・
二
地
域
居
住
の
受
け
入
れ
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
推

進
し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20

年
度
か
ら
、
古
民
家
等
の
遊
休
施
設
と
県
北
地
域
の
豊
富

な
食
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
に
つ
い
て
、
市
町

や
民
間
企
業
と
一
緒
に
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、検
討
を
重
ね
た
結
果
、古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

古
民
家
を
レ
ス
ト
ラ
ン
に
、

予
想
上
回
る
実
績

　

初
年
度
（
平
成
21
年
度
）
の
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
と
し
て

選
定
し
た
の
は
、
常
陸
太
田
市
幸
久
地
区
に
あ
る
築
61
年

の
古
民
家
。
長
期
間
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
が
、
所
有
者

に
よ
る
定
期
的
な
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い

た
た
め
、
建
物
・
庭
園
と
も
非
常
に
良
好
な
状
態
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
古
民
家
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で

庭
園
と
食
事
を
楽
し
め
る
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
旬
菜
和
膳

幸
久
庵
」
を
開
店
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
食
品
衛
生
法
や
建
築
基
準
法
、
消
防

法
に
よ
る
許
可
手
続
き
か
ら
、
浄
化
槽
の
設
置
ま
で
、
開

店
に
向
け
た
準
備
は
多
岐
に
わ
た
り
、
古
民
家
を
飲
食
店

に
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
開
店
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
料
理
の
提
供
や
問
い

合
わ
せ
対
応
な
ど
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
で
な

い
な
ど
い
く
つ
か
の
問
題
が
発
生
し
た
が
、
改
善
を
重
ね

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
に
繋
が
る
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
う
こ
と
が
で
き

た
。

　
「
幸
久
庵
」（
客
席
数
28
席
）
は
平
成
21
年
９
月
12
日
か

ら
11
月
14
日
ま
で
57
日
間
営
業
し
、
来
店
者
は
計
２
８
０

９
名
に
上
っ
た
。
売
り
上
げ
は
５
０
０
万
円
を
超
え
、
当

初
の
事
業
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
営
業
実
績
と
な
っ
た
。

何
よ
り
も
「
幸
久
庵
」
に
惹
か
れ
静
か
な
農
村
に
多
く
の

人
が
訪
れ
、
大
き
な
賑
わ
い
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
本
事

茨
城
県
企
画
部
地
域
計
画
課
県
北
振
興
室 

係
長　

●　

塙　

淳
子

古
民
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り

―
都
市
住
民
呼
び
込
み
、
県
北
地
域
の
活
性
化
狙
う―

3
茨
城
県

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

古民家レストラン事業の実績
○平成21年度　「旬菜和膳幸久庵」
　・場　　所：常陸太田市幸久地区の古民家、築61年
　・期　　間：平成21年9月12日～11月14日（営業日数57日）
　・来店者数：2,809名（52名/日、座席数28席）
　・売り上げ：5,182千円（96千円/日、客単価1,845円）

○平成22年度　「里美の古民家」
　・場　　所： 常陸太田市里美地区の古民家「荒蒔邸」、築150年

以上
　・期　　間：平成22年９月25日～11月20日（営業日数49日）
　・来店者数：6,124名（125名/日、座席数60席）
　・売り上げ：23,809千円（486千円/日、客単価3,740円）

○平成23年度　「古民家スイーツ＆カフェ高萩茶房」
　・場　　所：高萩市、県指定文化財「穂積家住宅」、築約240年
　・期　　間：平成23年10月７日～12月４日（営業日数57日）
　・来店者数：12,635名（222名/日、座席数約50席）
　・売り上げ：22,264千円（390千円/日、客単価1,762円）
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特集 古民家を活用したまちづくり

業
の
地
域
活
性
化
へ
の
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。

「
ス
イ
ー
ツ
＆
カ
フ
ェ
」
も
開
設
、

２
カ
月
で
１
万
２
千
人

　

初
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
更
な
る
可
能
性
を
探
る
べ

く
実
施
し
た
２
年
目
は
、
客
席
を
50
席
以
上
確
保
で
き
る

十
分
な
ス
ペ
ー
ス
と
、
門
か
ら
母
屋
へ
と
続
く
広
い
庭
が

あ
り
、
敷
地
全
体
に
古
民
家
ら
し
い
趣
が
溢
れ
る
魅
力
的

な
物
件
で
あ
る
、
常
陸
太
田
市
里
美
地
区
の
「
荒
蒔
邸
」

を
選
ん
だ
。

　

ま
た
、
初
年
度
は
首
都
圏
の
料
理
人
が
地
方
に
移
住
・

出
店
す
る
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
２
年

目
か
ら
は
新
し
い
付
加
価
値
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
に
繋

げ
る
た
め
、
海
外
の
舞
台
で
活
躍
し
て
き
た
シ
ェ
フ
を
起

用
し
た
。

　

続
く
３
年
目
は
、
平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
や

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
の
影
響
も
あ

り
、
特
に
県
北
地
域
で
は
、
交
流
人
口
が
大
き
く
落
ち
込

み
、
地
域
の
活
力
低
下
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の

た
め
本
事
業
に
よ
っ
て
、
古
民
家
と
地
域
食
材
の
魅

力
を
活
用
し
、
多
く
の
方
々
を
県
北
地
域
へ
呼
び
込

み
、
安
全
で
安
心
な
県
北
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
古
民
家
ス
イ
ー
ツ
＆
カ

フ
ェ
高
萩
茶
房
」
を
開
設
し
た
。

　

舞
台
と
な
っ
た
古
民
家
は
高
萩
市
に
あ
る
県
指
定

文
化
財「
穂
積
家
住
宅
」。ま
た
、ス
イ
ー
ツ
メ
ニ
ュ
ー

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
国
内
外
で
知
名
度
の
高
い
日
本

を
代
表
す
る
パ
テ
ィ
シ
エ
、
鎧
塚
俊
彦
氏
に
打
診
し

た
と
こ
ろ
、
県
北
地
域
の
活
性
化
を
応
援
し
た
い
と

し
て
快
諾
い
た
だ
い
た
。

　

こ
う
し
た
工
夫
と
努
力
を
重
ね
た
結
果
、２
年
目
、

３
年
目
と
来
店
者
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
、「
高
萩

茶
房
」
で
は
２
カ
月
間
で
１
万
２
千
人
も
の
来
店
者

を
集
め
、地
域
に
大
き
な
賑
わ
い
を
生
む
と
と
も
に
、

文
化
財
活
用
に
よ
る
交
流
創
出
の
新
た
な
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
本
事
業
を
き
っ
か
け

に
、
地
元
高
萩
市
な
ど
県
内
外
の
自
治
体
や
企
業
が

古
民
家
や
文
化
財
な
ど
を
自
ら
積
極
的
に
活
用
す
る

活
性
化
事
業
の
検
討
が
各
地
で
始
ま
る
な
ど
、
波
及

効
果
も
現
れ
て
き
た
。

廃
校
を
活
用
し
、
新
た
な
挑
戦

　

４
年
目
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
的
に
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
廃
校
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
新
し

い
提
案
が
出
来
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
子
町
に
あ

る
「
旧
上
岡
小
学
校
」
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
た
。

　

旧
上
岡
小
学
校
は
明
治
時
代
に
建
て
ら
れ
、
平
成
13
年

に
廃
校
と
な
っ
た
木
造
校
舎
の
小
学
校
で
あ
り
、
廃
校
後

は
、
地
元
の
保
存
会
の
管
理
に
よ
り
テ
レ
ビ
や
映
画
の
ロ

ケ
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、地
域
食
材
を
活
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
を
人
気
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「A

CQ
U
A
 PA
ZZA

」

の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
日
高
良
実
氏
に
依
頼
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
売
り
上
げ
は
事
業
実
施
４

回
の
う
ち
一
番
と
な
っ
た
こ
と
に
併
せ
、
施
設
見
学
者
に

至
っ
て
は
３
万
人
を
超
え
る
な
ど
、
大
盛
況
の
う
ち
に
事

業
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
等
）
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
県
北

地
域
の
「
食
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
資
源
等
の
認
知
度

向
上
に
よ
り
、
県
北
地
域
へ
の
誘
客
や
観
光
地
へ
の
周
遊

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
こ
の
事
業

を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
が
県
内
各
地
域
に
お
い
て
展
開

さ
れ
る
な
ど
の
波
及
効
果
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
一
定
の

役
割
は
果
た
せ
た
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
県
内

各
地
域
に
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
地
元
や
民
間
を

主
体
と
し
た
事
業
の
立
ち
上
げ
を
促
し
、
地
域
の
活
性
化

に
持
続
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

高萩茶房（内部）

里美の古民家（門前） 里美の古民家（内部）

高萩茶房（外観）
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「
み
ら
い
塾
」、
テ
ー
マ
は
故
郷

　

千
葉
県
大
多
喜
町
は
東
京
か
ら
70
㌔
圏
内
と
比
較
的
近

く
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
20
年
間
、
人
口
の
自
然
減
が
毎

年
１
０
０
名
を
超
え
、
平
成
25
年
９
月
現
在
の
人
口
は
１

万
２
５
５
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
平
成
22
年
４
月

に
は
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
過
疎
化
と
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
何
と
か
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

平
成
24
年
６
月
に
地
域
振
興
を
目
指
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

大
多
喜
み
ら
い
塾
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
地
の

利
を
生
か
し
、
首
都
圏
な
ど
多
く
の
方
に
普
段
着
の
大
多

喜
町
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
故
郷
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
都
市
農
村
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
大
多
喜
町
へ
の
移
住

希
望
者
に
対
す
る
相
談
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
運
よ
く
大
多
喜
町
の
久
我
原
地
区
で

10
年
以
上
空
き
家
と
な
っ
て
い
た
築
１
０
０
年
の
古
民
家

（
床
面
積
約
50
坪
）の
提
供
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、

み
ら
い
塾
で
は
事
業
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
「
古
民

家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
位
置
づ
け
、
活
動
を
始
め
ま

し
た
。
古
民
家
を
大
多
喜
町
へ
の
移
住
希
望
者
の
体
験
宿

泊
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

古
民
家
再
生
、
参
加
者
の
自
由
な
発
想
で

　

こ
の
古
民
家
再
生
事
業
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
大
多

喜
み
ら
い
塾
」
が
古
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

た
い
方
々
を
公
募
。こ
れ
に
応
じ
た
参
加
者（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
皆
さ
ん
の
主
体
性
に
基
づ
き
、
自
由
な
発
想
や
そ

れ
ぞ
れ
の
想
い
を
生
か
し
な
が
ら
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
初
会
合
は
、
平
成
24
年
６
月
９
、
10

の
両
日
に
行
わ
れ
、
茨
城
県
や
千
葉
市
、
松
戸
市
な
ど
か

ら
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
合
で
は
、
各
参
加
者
が
古
民
家
再
生
事
業
に
か

け
る
想
い
や
こ
の
家
の
活
用
方
法
な
ど
を
話
し
合
い
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
人
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
家
」

と
し
、
具
体
的
に
は

　
（
１ 

）
誰
も
が
自
由
に
使
用
す
る
た
め
に
、
車
い
す
対

応
の
ト
イ
レ
と
お
風
呂
を
新
設
す
る
。

　
（
２
）
食
堂
は
畳
敷
き
か
ら
板
の
間
に
変
え
る
。

　
（
３
）
客
間
は
板
の
間
に
し
、
囲
炉
裏
を
設
置
す
る
。

　
（
４ 

）
古
民
家
の
改
修
作
業
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
第

１
土
曜
日
と
し
、
年
度
内
完
成
を
目
指
す
。

　
（
５ 

）
築
１
０
０
年
の
年
輪
の
重
み
を
大
切
に
し
、
極

力
こ
の
家
に
あ
る
部
材
の
再
利
用
を
行
う
。

　
（
６ 

）
生
活
用
水
は
井
戸
を
使
用
す
る
。（
し
か
し
、
検

査
の
結
果
、
飲
用
に
は
不
適
で
し
た
）

　

さ
ら
に
、
設
計
士
を
講
師
に
和
風
建
築
の
基
礎
知
識
を

学
習
し
た
う
え
、
古
民
家
の
間
取
り
を
話
し
合
い
、
平
面

図
の
作
成
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

延
べ
１
２
０
人
余
り
が
参
加
、
連
帯
感
も

　

古
民
家
再
生
の
実
作
業
は
、
参
加
者
が
協
力
し
て
平
成

24
年
７
月
か
ら
今
年
５
月
ま
で
行
い
ま
し
た
。
床
板
の
下

に
水
が
た
ま
り
、
大
黒
柱
な
ど
が
腐
っ
て
い
た
た
め
、
大

掛
か
り
な
改
修
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
作
業
に
当

た
っ
て
は
専
門
の
大
工
さ
ん
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

古
民
家
の
再
生
作
業
は
、
昨
年
６
月
の
初
会
合
の
後
、

原
則
と
し
て
毎
月
１
回
、
以
下
の
よ
う
な
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

 

平 

成
24
年
７
月
14
日　

畳
・
床
板
剥
が
し
、
恵
比
寿
・

大
黒
柱
等
の
傾
き
修
正
、
井
戸
掃
除

　

 

７ 

月
28
日　

囲
炉
裏
の
位
置
決
め
、
ビ
ニ
ー
ル
敷
に
よ

る
床
下
湿
気
対
策
、
床
板
張
り

　

９
月
１
日　

囲
炉
裏
づ
く
り
、
床
板
張
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
多
喜
み
ら
い
塾 

塾
長　

●　

上
治　

信

古
民
家
を
再
生
、体
験
宿
泊
な
ど
に
活
用

―
〝
普
段
着
〞
の
大
多
喜
を
発
信―

4
千
葉
県
大
多
喜
町

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集
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特集 古民家を活用したまちづくり

　

10
月
６
日　

床
板
張
り

　

11
月
10
日　

床
板
張
り　

　
 

12 

月
８
日　

設
計
士
が
手
掛
け
た
古
民
家
見
学
と
床
板

張
り
、
風
呂
・
ト
イ
レ
の
屋
根
作
り

　

 

平
成
25
年
１
月
12
日　

風
呂
桶
設
置
、ト
イ
レ
の
床
張
り

　

 

２ 

月
２
日　

お
風
呂
場
の
床
張
り
、
風
呂
・
ト
イ
レ
の

外
壁
張
り

　

３
月
２
日　

お
風
呂
場
の
内
外
壁
張
り
、
ト
イ
レ
作
り

　

４
月
６
日　

お
風
呂
場
・
ト
イ
レ
作
り

　

５
月
11
日　

お
風
呂
場
・
ト
イ
レ
作
り

　

参
加
者
は
各
回
と
も
10
名
前
後
で
、
全
体
で
約
80
名
、

延
べ
１
２
４
名
が
古
民
家
の
再
生
・
改
修
に
携
わ
り
ま
し

た
。
中
に
は
東
京
か
ら
足
を
運
ん
だ
方
も
い
ま
す
。
改
修

費
用
は
約
１
０
０
万
円
か
か
り
ま
し
た
が
、
改
修
作
業
に

携
わ
っ
た
方
々
に
も
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
業
の
中
で
特
に
思
い
出
深
い
こ
と
は
、
柱
を
持
ち
上

げ
る
た
め
に
使
用
す
る「
キ
リ
ン
」（
ね
じ
式
の
ジ
ャ
ッ
キ
）

が
な
か
な
か
調
達
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
柱
を
修
正
し
た

２
週
間
後
に
客
間
の
桁
を
支
え
て
い
る
柱
が
折
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
囲
炉
裏
や
床
板

張
り
な
ど
随
所
に
、
実
に
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
丁
寧
に
作

業
を
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

昨
年
６
月
か
ら
始
ま
り
、
今
年
の
５
月
に
幕
を
閉
じ
た

古
民
家
再
生
で
し
た
が
、
共
同
作
業
を
進
め
る
中
で
参
加

者
同
士
の
連
帯
感
が
生
じ
、
今
後
も
こ
う
し
た
定
期
的
な

集
ま
り
を
持
ち
た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

宿
泊
や
コ
ン
サ
ー
ト
に
活
用

　

古
民
家
の
改
修
・
再
生
が
終
わ
っ
た
５
月
下
旬
、
完
成

披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
民
家
に
住
ん
だ
代
々
の
皆
様
に
対
す
る
鎮
魂
と
新
た

な
門
出
を
祝
う
た
め
、
大
鼓
の
演
奏
を
奉
納
。
大
鼓
は
、

能
楽
囃
子
大
倉
流
の
大
倉
正
之
助
さ
ん
と
ご
門
弟
の
鼓
道

研
究
会
の
皆
様
に
奉
納
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
か
が
り
火
の
中
、
久
我
原
地
区
の

子
供
会
が
鼓
の
演
奏
を
地
元
住
民
な
ど
約
２
０
０
名
に
披

露
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
９
月
に
は
、
音
楽
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

目
指
し
て
い
る
神
奈
川
県
藤
沢
市
の
障
害
者
施
設
に
入
所

し
て
い
る
方
々
を
招
い
て
音
楽
会
を
開
き
ま
し
た
。
音
楽

会
で
は
大
多
喜
町
内
の
老
人
介
護
施
設
に
入
所
し
て
い
る

約
30
名
を
前
に
歌
な
ど
を
披
露
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
古
民
家
で
休
み
た
い
方
や
宿
泊
希
望
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
針

　

完
成
し
た
古
民
家
は
、
宿
泊
や
食
堂
な
ど
「
営
業
」
と

し
て
の
活
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
昭
和
30
年
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
静
か
な
里
山
の
集
落
の
中

で
、
た
だ
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
場
所
と
し
て
、
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
使
い
方
は
利
用
者
次
第
。

自
主
的
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

こ
の
た
め
必
要
最
小
限
の
設
備
（
お
風
呂
・
ト

イ
レ
な
ど
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
訪
れ
た
人
が
思

い
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
は
、
ノ
ー
ト
が
一
冊
置

い
て
あ
る
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
を
再
生
し

た
延
べ
１
２
４
名
の
方
々
の
想
い
が
詰
ま
っ
た
家

で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
何
も
し
な
い
こ
と
が
最
大
の
も
て
な
し
」
と

い
う
基
本
的
な
考
え
方
で
、
こ
の
家
か
ら
普
段
着

の
大
多
喜
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

柱の修復作業が終わった古民家

完成披露会で鼓を演奏する子供たち

古民家で開かれたコンサートの様子
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祖
父
母
の
家
を
受
け
継
ぎ
、
農
業
研
修

　

７
、
８
年
前
に
祖
父
母
が
他
界
し
て
私
の
母
を
含
め
3

姉
妹
が
、
埼
玉
県
所
沢
市
に
あ
る
築
約
１
０
０
年
の
古
民

家
（
建
て
坪
約
80
坪
）
と
畑
５
反
（
約
50
ア
ー
ル
）、森
林
、

竹
林
を
相
続
し
た
。

　

３
姉
妹
は
い
ず
れ
も
公
務
員
か
主
婦
で
農
家
を
継
続
す

る
の
は
困
難
な
た
め
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
に
し
て
し
ま
お
う

か
」
な
ど
色
々
な
話
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
皆
の
生
家
で

あ
り
、
私
の
祖
母
の
家
だ
。
無
く
な
る
の
は
皆
寂
し
い
。

そ
こ
で
祖
母
の
家
を
残
し
な
が
ら
事
業
を
興
す
方
法
は
な

い
か
と
考
え
た
。

　

畑
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
何
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
ま
ず

農
業
研
修
に
出
た
。
そ
こ
は
所
沢
の
中
で
も
大
変
大
き
な

農
家
で
、
私
た
ち
の
畑
の
10
倍
以
上
の
面
積
を
機
械
で
耕

し
、
た
く
さ
ん
の
人
が
働
い
て
い
た
。

　

そ
ん
な
農
園
で
研
修
を
し
て
３
日
目
。
本
当
に
農
家
は

大
変
だ
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
野
球
を
や
っ
て
い
た
の
で
少

し
は
体
力
が
続
く
か
と
思
っ
た
が
無
理
だ
っ
た
。
自
然
に

近
い
仕
事
が
い
か
に
大
変
か
、
ま
た
自
分
が
い
か
に
何
も

知
ら
な
か
っ
た
か
、
何
も
か
も
が
予
想
と
は
違
い
す
ぎ
る

現
実
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

挫
折
か
ら
発
想
の
転
換

　

生
産
農
家
は
あ
っ
さ
り
諦
め
た
。
し
か
し
、
農
業
研
修

の
中
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
野
菜
の
収
穫

や
そ
の
後
の
ご
は
ん
、
家
族
の
関
わ
り
な
ど
農
家
な
ら
で

は
の
自
然
と
調
和
し
、
和
を
重
ん
じ
る
生
活
に
心
惹
か
れ

た
。
ま
た
そ
の
中
で
、
農
家
の
〝
場
〞
と
し
て
の

価
値
も
感
じ
た
。
冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
様
々
な
行

事
で
人
を
受
け
入
れ
、
開
か
れ
た
〝
場
〞
と
し
て

の
魅
力
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
学
生
時
代
か
ら
10
年

近
く
東
京
で
暮
ら
し
、
働
い
て
い
た
私
に
は
余
計

に
そ
う
映
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
た
ど
り
着
い
た
考
え
は
「
野
菜
を
生
産

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
農
家
の
文
化
や
生
活

を
体
験
す
る
〝
場
〞
を
提
供
す
る
こ
と
な
ら
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。
私
に
は
知
識
は
な
い
が
お
客

さ
ま
と
一
緒
に
生
活
を
楽
し
む
こ
と
な
ら
出
来
る
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
先
人
た
ち
か
ら
は
笑
わ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
先
人
の
日
常
が
現
在
の
非
日
常

で
あ
り
、
現
代
人
に
と
っ
て
は
楽
し
み
に
さ
え
な
る
。
そ

ん
な
き
っ
か
け
か
ら
「
農
家
の
可
能
性
は
生
産
だ
け
で
な

く
、
現
代
人
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
ま
で
出
来
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
で
、
平
成
22
年
、
古
民
家
付

き
農
園
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
を
始
め
た
。

古
民
家
付
き
農
園
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
と
は

　

古
民
家
付
き
農
園
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
で
は
祖
父
母
か
ら
相
続

し
た
古
民
家
や
農
園
を
生
か
し
て
、
次
の
よ
う
な
４
つ
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

（
１
）
貸
し
農
園

　

こ
ち
ら
は
会
員
制
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
方
や
都
内

在
住
、
ま
た
企
業
の
方
々
な
ど
幅
広
い
利
用
者
が
あ
る
の

が
特
徴
。
ま
た
農
機
具
や
古
民
家
な
ど
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス

が
あ
る
た
め
ビ
ギ
ナ
ー
の
方
の
利
用
が
多
い
。
貸
し
農
園

も
基
本
的
に
農
園
だ
け
と
い
う
よ
り
は
生
活
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
。
収
穫
し
た
野
菜
で
囲
炉
裏
を
使
い
、
鍋
を
囲

株
式
会
社
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ 

代
表
取
締
役
社
長　

●　

峯
岸
祐
高

都
市
住
民
に
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

―
「
古
民
家
付
き
農
園
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
」― 5

埼
玉
県
所
沢
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

古民家の内部。囲炉裏が見える
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む
。
ま
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
す
る
。
栽
培
し
た
大
豆
で
味

噌
を
作
る
な
ど
畑
を
生
活
の
一
部
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

畑
作
業
を
し
て
そ
の
ま
ま
宿
泊
さ
れ
る
お
客
さ
ま
も
い

る
。

　

こ
う
し
た
貸
農
園
は
現
在
、
約
20
組
の
お
客
さ
ま
に
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
２
）
昼
間
の
体
験
利
用

　

こ
ち
ら
は
団
体
が
多
い
。
ピ
ザ
作
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
流
し
そ
う
め
ん
、
収
穫
体
験
な
ど
を
す
る
。
ま
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
会
議
や
結
婚
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。

（
３
）
宿
泊
体
験

　

昼
間
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る
方
も
多
い
。
畑
で
収
穫
体

験
を
し
、
か
ま
ど
で
ご
飯
を
炊
き
、
囲
炉
裏
で
鍋
を
つ
つ

き
、
五
右
衛
門
風
呂
で
温
ま
り
、
大
広
間
の
柔
ら
か
い
畳

で
就
寝
す
る
。
半
分
以
上
は
都
内
の
お
客
さ
ま
。
最
近
は

埼
玉
、
神
奈
川
の
お
客
さ
ま
も
多
く
な
っ
て
き
た
。
地
域

の
お
泊
り
保
育
や
父
母
会
、
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

利
用
も
。

（
４
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

平
日
の
昼
間
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ヨ
ガ
教
室
、
野
菜
の

料
理
教
室
や
昔
話
読
み
聞
か
せ
、
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
フ
ラ
ワ
ー
教
室
な
ど
。
お
客
さ
ま
は
地
域

の
方
々
。そ
の
他
不
定
期
で
ラ
イ
ブ
、イ
ベ
ン
ト
等
も
行
っ

て
い
る
。

昔
な
が
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
残
す

　
「
古
民
家
付
き
農
園
」
の
活
用
の
目
的
は
幾
つ
か
あ
る
。

　

第
１
は
昔
な
が
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
リ
ア
ル
に
残

す
こ
と
。
教
科
書
や
博
物
館
で
な
く
体
験
で
き
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
る
。
囲
炉
裏
の
あ
り
が
た
さ
は
冬
に
火
を

お
こ
し
て
み
な

い
と
わ
か
ら
な

い
。
日
向
ぼ
っ

こ
の
気
持
ち
よ

さ
、
縁
側
で
の

昼
寝
等
、
実
際

に
や
っ
て
み
る

と
本
当
の
価
値

が
わ
か
る
。

　

第
２
は
新
し

い
農
家
の
利
用

方
法
の
提
案
で

あ
る
。
生
産
だ

け
が
農
家
で
は

な
い
。
地
域
や

歴
史
に
根
ざ
し
た
農
家
自
身
の
生
活
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の

に
価
値
が
あ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

　

最
後
に
地
域
に
開
か
れ
た
〝
場
〞
と
し
て
の
可
能
性
を

追
求
す
る
こ
と
。
農
家
は
昔
、冠
婚
葬
祭
を
は
じ
め
〝
場
〞

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
。現
代
の
感
性
で
ア
レ
ン
ジ
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ブ
等
を
通
じ
て
現

代
の
開
か
れ
た
〝
場
〞
と
し
て
の
可
能
性
を
追
求
し
た
い
。

や
は
り
昔
を
重
ん
じ
る
だ
け
で
は
時
代
に
マ
ッ
チ
し
な

い
。
先
人
に
学
び
つ
つ
、
今
を
楽
し
み
た
い
。

地
域
に
喜
ば
れ
る
運
営
を

　
「
古
民
家
付
き
農
園
」
事
業
の
最
大
の
成
果
は
、
地
域

の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
だ
と
思
う
。「
あ
な

た
の
お
か
げ
で
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
楽
し
く
な
っ

た
よ
」
と
い
う
有
難
い
言
葉
を
聞
く
こ
と
も
あ
る
。
ま
た

農
園
の
利
用
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
農
的
暮
ら
し
」
を

始
め
る
た
め
都
内
か
ら
地
方
に
引
っ
越
す
お
客
さ
ま
も
増

え
て
き
て
い
る
。

　
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
は
私
を
は
じ
め
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
中
心

で
、
経
験
不
足
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
補
完
す
る
の
は
地
域

の
先
輩
と
の
繋
が
り
。事
業
開
始
か
ら
３
年
以
上
が
経
ち
、

こ
う
し
た
先
輩
と
の
距
離
が
少
し
ず
つ
近
く
な
っ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
関
係
を
大
切
に
し
、
先
人
に
学
び
続
け
た
い
。

　

ま
た
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
は
ス
タ
ッ
フ
、
お
客
さ
ま
と
い
う
垣

根
を
こ
え
て
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ
が
好
き
な
人
が
集
う
場
所
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
様
々
な
新
し
い
企
画
の
種

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
種
を
実
ら
せ
る
の
も
今
後
の

課
題
だ
と
思
う
。
今
後
も
住
宅
街
に
あ
る
都
市
近
郊
の
施

設
と
し
て
地
域
と
共
生
し
な
が
ら
古
民
家
付
き
農
園
を
運

営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

corotでのイベントの様子

古民家ではヨガ教室も開かれている
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歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
都
市

　

美
濃
市
は
、
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約

２
万
３
０
０
０
人
の
都
市
で
、
総
面
積
は
１
１
７
・
05
平

方
㌔
。
濃
尾
平
野
の
最
北
端
に
位
置
し
、
市
域
の
約
８
割

を
山
林
が
占
め
、
市
の
中
央
部
に
は
清
流
長
良
川
が
流
れ

る
自
然
豊
か
で
風
光
明
媚
な
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
１
３

０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
「
美
濃
和
紙
」
の
産
地
と

し
て
、
あ
る
い
は
江
戸
時
代
以
降
に
築
か
れ
た
商
家
群
が

「
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
」
と
し
て
知
ら
れ
る
歴
史
と

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
で
も
あ
る
。

　

中
心
市
街
地
に
残
る
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
は
、
16

世
紀
後
半
に
越
前
大
野
や
飛
騨
高
山
の
城
主
で
あ
っ
た
金

森
長
近
が
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
軍
功
で
加
封
さ
れ
た
上
有

知
（
こ
う
づ
ち
、
現
在
の
美
濃
市
一
帯
）
に
築
い
た
城
下

町
で
あ
り
、
金
森
家
没
落
後
も
長
近
が
開
い
た
上
有
知
湊

に
よ
り
、
長
良
川
の
舟
運
を
活
か
し
た
物
資
の
集
散
地
と

し
て
近
代
ま
で
繁
栄
を
続
け
た
商
家
町
で
あ
る
。

　

こ
の
町
並
み
の
象
徴
で
も
あ
る
「
う
だ
つ
」
と
は
元
来
、

火
災
時
の
類
焼
を
防
ぐ
た
め
隣
家
と
の
間
に
設
け
ら
れ
た

防
火
壁
の
こ
と
を
言
い
、
当
初
は
小
屋
根
を
付
し
た
簡
単

な
構
造
の
も
の
で
あ
っ
た
が
時
代
と
共
に
豪
華
で
立
派
な

も
の
へ
と
変
貌
し
、
富
の
象
徴
と
し
て
設
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、『
う
だ
つ
が
上
が
ら
な
い
』
の
語

源
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
だ
つ
を
上
げ
る
古
民
家
な
ど
の
家
屋
が
、
美
濃

の
町
並
み
に
は
現
在
も
19
棟
（
江
戸
時
代
中
期
か
ら
明
治

時
代
に
建
築
）
あ
り
、
う
だ
つ
以
外
に
も
様
々
な
形
態
や

意
匠
を
凝
ら
し
た
建
物
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、全
国
的
に
見
て
も
特
徴
的
な
町
並
み
で
あ
る
と
し
て
、

平
成
11
年
５
月
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選

定
さ
れ
て
い
る
。

「
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
」
を
再
生

　

し
か
し
昭
和
50
年
代
半
ば
ま
で
は
、
町
並
み
が
も
つ
魅

力
や
歴
史
的
な
価
値
は
、
住
民
を
は
じ
め
広
く
一
般
に
は

理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
化
財
と
し
て
の
認
識
は
あ
っ
た

も
の
の
、
そ
の
保
存
や
活
用
に
つ
い
て
特
段
の
動
き
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

町
並
み
の
中
に
は
、
地
区
を
分
断
す
る
都
市
計
画
道
路

が
計
画
さ
れ
、
町
並
み
を
構
成
す
る
歴
史
的
な
建
造
物
等

も
老
朽
化
が
進
み
、
電
柱
や
広
告
物
等
の
乱
立
と
あ
わ
せ

町
並
み
景
観
は
著
し
く
損
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
市
街

地
と
近
隣
都
市
を
結
ん
で
い
た
私
鉄
の
廃
線
表
明
や
高
齢

化
等
に
よ
る
商
店
街
の
衰
退
な
ど
で
、
町
並
み
の
活
力
は

確
実
に
奪
わ
れ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
を
美

濃
市
の
〝
顔
〞
と
捉
え
、
こ
れ
を
再
生
す
る
た
め
の
基
本

方
針
と
し
て
「
市
街
地
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
平
成

８
年
に
策
定
し
、
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
や
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
指
定
、
電
線
類
の
地
中
化
や
道
路
修

景
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
各
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
省

所
管
の
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
電

線
類
地
中
化
な
ど
の
道
路
整
備
に
あ
わ
せ
、
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
や
サ
イ
ン
整
備
な
ど
の
景
観
整
備
を
一
体
的
に
進

め
て
き
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
に
よ
る

整
備
が
終
わ

る
と
、
次
は

「
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事

業
」に
よ
り
、

町
並
み
を
取

り
巻
く
環
境

整
備
と
し
て

観
光
駐
車
場

や
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
な

ど
の
整
備
を

岐
阜
県
美
濃
市
建
設
部
都
市
整
備
課　

●　

早
戸
智
也

歴
史
的
建
造
物
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

―
「
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
」
を
観
光
資
源
に―

6
岐
阜
県
美
濃
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

電線類地中化などの基盤整備が行われた
町並みは多くの観光客で賑わっている
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進
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
て
、
２
つ
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
様
々
な
事

業
を
計
画
的
に
実
施
し
て
き
た
こ
と
で
、
わ
ず
か
10
年
ほ

ど
の
期
間
で
町
並
み
の
整
備
を
ほ
ぼ
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
結
果
、
衰
退
の
危
機
に
あ
っ
た
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
は
見
事
、
美
濃
市
の
顔
と
し
て
全
国
的
に
広
く

知
ら
れ
る
町
並
み
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

町
並
み
の
半
分
を
外
観
整
備

　

行
政
に
よ
る
町
並
み
整
備
が
進
む
一
方
、
住
民
も
文
化

庁
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、伝
統
的
な
建
造
物
等
の
修
理
・

修
景
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

当
初
は
個
人
の
財
産
で
あ
る
家
屋
に
対
し
て
規
制
や
制

限
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
声
も
聞
か
れ
た

が
、
地
元
有
志
ら
が
組
織
す
る
町
並
み
保
存
会
な
ど
の
献

身
的
な
活
動
や
、
見
違
え
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い
く
町

並
み
を
前
に
、
い
つ
か
ら
か
町
並
み
が
も
つ
歴
史
的
・
景

観
的
な
価
値
を
守
ろ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
り
、
地
域
住

民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

美
濃
の
町
並
み
に
は
、
歴
史
的
に
価
値
の
高
い
伝
統
的

建
造
物
な
ど
約
２
０
０
棟
の
主
屋
（
し
ゅ
お
く
）
が
あ
る

が
、
平
成
24
年
度
末
ま
で
に
、
約
１
０
０
件
の
外
観
修
景

が
行
わ
れ
て
き
た
。
伝
建
地
区
の
指
定
か
ら
わ
ず
か
な
期

間
で
、
こ
れ
だ
け
の
修
景
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
は
、
住
民

の
中
に
『
町
並
み
は
公
共
の
も
の
』
と
い
う
考
え
方
が
浸

透
し
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
飲
食
店
な
ど
多
様
な
活
用

　

町
並
み
の
中
で
歴
史
的
な
建
造
物
が
果
た
す
役
割
は
、

町
並
み
を
美
し
く
魅
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

観
光
資
源
と
し
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
部
分
も

あ
る
。

　

本
市
で
は
前
述
の
と
お
り
、
住
民
が
積
極
的
に
歴
史
的

建
造
物
等
の
修
理
・
修
景
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
そ

の
保
存
と
活
用
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
活
用
パ
タ
ー

ン
は
様
々
で
あ
る
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
す
れ
ば
、
１
つ
目
は
、
伝
建
地
区
の

修
理
・
修
景
基
準
に
基
づ
き
外
観
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
、
原
則
と
し
て
建
物
の
外
観
の
み
を
公
開
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
町
並
み
を
美
し
く
魅
せ
る
た
め
の
最
も
基
本

的
な
保
存
と
活
用
の
姿
で
あ
る
。

　

２
つ
目
は
、
通
り
に
面
し
た
古
民
家
の
軒
先
や
居
室
等

を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
的
な
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
改
修
し
、
広
く
一

般
に
開
放
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
外
観
修
景
に
あ
わ
せ

て
改
修
し
た
り
、
既
存
空
間
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
り
し

て
い
る
。
写
真
や
絵
画
な
ど
の
展
示
に
用
い
た
り
、
町
並

み
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
る
雛
人
形
展
な
ど
で
用
い
た

り
と
、
町
並
み
に
賑
わ
い
を
生
み
、
観
光
客
が
訪
れ
る
魅

力
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

３
つ
目
は
、
飲
食
店
や
土
産
物
販
売
な
ど
新
た
な
商
い

等
を
す
る
た
め
に
建
物
全
体
を
整
備
し
て
い
る
も
の
で
、

建
物
内
部
は
往
時
の
姿
で
復
元
し
た
り
現
代
風
に
ア
レ
ン

ジ
し
た
り
様
々
で
あ
る
。古
民
家
な
ど
一
般
住
宅
の
ほ
か
、

空
き
家
や
空
き
店
舗
を
活
用
す
る
場
合
も
あ
り
、
地
域
の

空
洞
化
対
策
に
も
貢
献
し
て
い
る
。
最
近
で
は
、
商
い
等

の
ほ
か
大
学
生
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ
れ

る
も
の
も
あ
り
、
い
ず
れ
も
町
並
み
の
活
性
化
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。

市
民
と
行
政
、
一
丸
で
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ら
活
用
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
住
民
が
町

並
み
に
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
き
た
町
並
み
整
備
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
が
よ
り
一
層
輝
き
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
市
民
と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

毎年春に開催される「うだつの町家のおひ
な様」。軒先には雛人形が展示される

喫茶店として活用されている町家。屋根の
両側には「うだつ」が上がっている
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歴
史
と
自
然
に
恵
ま
れ
た
若
狭
町

　

若
狭
町
は
、
福
井
県
南
西
部
の
若
狭
地
方
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
人
口
約
１
万
６
千
人
の
町
で
す
。
北
は
日
本

海
、
南
は
滋
賀
県
に
面
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
熊
川
宿

を
は
じ
め
、
縄
文
時
代
の
鳥
浜
貝
塚
、
若
狭
の
首
長
墓
と

い
わ
れ
る
古
墳
群
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
三

方
五
湖
、
名
水
百
選
の
瓜
割
の
滝
な
ど
が
あ
り
、
数
多
く

の
歴
史
遺
産
と
自
然
遺
産
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
最
近
で

は
三
方
五
湖
の
ひ
と
つ
水
月
湖
の
湖
底
堆
積
物
で
あ
る
年

縞
（
ね
ん
こ
う
）
が
、
地
質
学
年
代
の
世
界
標
準
と
な
っ

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

鯖
街
道
と
熊
川
宿

　

小
浜
か
ら
京
都
を
む
す
ぶ
若
狭
街
道
は
、
古
く
か
ら
日

本
海
の
海
産
物
を
都
に
運
ぶ
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
中
で
も
「
鯖
」
が
京
都
の
人
々
に
と
っ
て
大
衆
魚
と

し
て
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
、
こ
の
街
道
が

「
鯖
街
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

熊
川
は
、も
と
は
40
戸
ほ
ど
の
小
さ
な
寒
村
で
し
た
が
、

天
正
17
年
（
１
５
８
９
年
）
小
浜
城
主
浅
野
長
政
が
、
軍

事
上
、
交
通
上
、
重
要
な
場
所
で
あ
る
と
し
て
、
諸
役
免

除
の
布
告
を
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
０
戸
を
超
え
る

宿
場
町
へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
並
み
保
存
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

　

大
正
時
代
に
国
鉄
小
浜
線
が
開
通
し
て
、
物
流
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
終
え
た
熊
川
で
し
た
が
、
昭
和
50
年
、
福

井
大
学
の
福
井
宇
洋
先
生
に
よ
っ
て
町
並
み
の
価
値
が
見

出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
福
井
大
学
に
よ
る
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
対
策
調
査
な
ど
を
経
て
、
平
成
８
年
に
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
山

並
み
を
背
景
に
幅
広
い
街
道
に
そ
っ
て
さ
わ
や
か
に
水
音

を
た
て
て
流
れ
る
前
川
と
、
平
入
り
と
妻
入
り
の
建
物
が

混
在
し
変
化
に
富
ん
だ
家
並
み
が
評
価
さ
れ
た
の
で
す
。

　

平
成
７
年
に「
若
狭
熊
川
宿
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
」

（
熊
川
の
住

民
で
構
成
）

が
発
足
す
る

と
、
ま
ち
づ

く
り
の
活
動

が
大
き
く
進

展
し
ま
す
。

　

河
合
健
一

会
長
は
、
い

わ
ゆ
る
観
光

地
化
で
は
な

く
、
こ
こ
に

住
民
が
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
選
定
後
は
、
こ
の
目
標
を
見
据
え
な
が
ら
、

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
着
実
に
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
美
化
活
動
、
広
報
誌
の
発
行
、
工
芸
品
の
開

発
、
語
り
部
の
養
成
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
そ
の
活

動
は
多
彩
で
す
。

　

平
成
10
年
に
は
、
京
都
か
ら
伝
わ
っ
た
「
て
っ
せ
ん
踊

り
」
を
80
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
「
熊
川
宿
伝
統
芸
能
保
存

会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
は
、
白
石
神
社
の

山
車
と
見
送
り
幕
を
40
年
ぶ
り
に
復
元
さ
せ
ま
し
た
。
民

家
の
修
理
事
業
が
始
ま
る
と
技
術
者
が
集
ま
り
「
熊
川
宿

町
並
み
保
存
伝
統
技
術
研
究
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
平

成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
秋
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
「
熊
川
い
っ

ぷ
く
時
代
村
」
は
、
若
手
を
中
心
と
し
た
実
行
委
員
会
が

盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
様
々
な
ハ
ー
ド
事
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
民

家
の
修
理
事
業
は
こ
れ
ま
で
約
90
棟
が
完
了
し
ま
し
た
。

資
料
館
、
旧
逸
見
勘
兵
衛
家
の
整
備
、
道
の
駅
「
若
狭
熊

福
井
県
若
狭
町
歴
史
文
化
課
主
査
・
学
芸
員　

●　

岡
本
潔
和

古
民
家
で
よ
み
が
え
る
宿
場
町

―
交
流
と
移
住
を
進
め
る
熊
川
宿
の
取
り
組
み―

7
福
井
県
若
狭
町

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

古民家の保存修理の様子
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特集 古民家を活用したまちづくり

川
宿
」
の
整
備
、中
ノ
町
の
景
観
整
備
（
電
線
の
地
中
化
、

前
川
の
石
積
み
護
岸
、
地
道
風
舗
装
等
）、
下
ノ
町
と
上

ノ
町
の
景
観
整
備
（
電
柱
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、
前
川
の
石

積
み
護
岸
、
地
道
風
舗
装
等
）、
熊
川
番
所
の
復
原
整
備
、

観
光
駐
車
場
と
バ
ス
停
留
所
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

再
生
し
た
古
民
家
を
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
に

　

築
約
１
５
０
年
の
旧
逸
見
勘
兵
衛
家
は
、
熊
川
宿
の
中

心
部
、
街
道
を
横
切
る
河
内
川
の
橋
の
た
も
と
に
あ
り
ま

す
。
逸
見
勘
兵
衛
は
問
屋
や
造
り
酒
屋
を
営
み
、
村
長
を

務
め
た
人
物
で
す
。
や
が
て
由
緒
あ
る
こ
の
家
が
空
き
家

に
な
り
、
平
成
５
年
の
冬
に
は
、
と
う
と
う
外
壁
に
大
き

な
穴
が
開
き
、
取
り
壊
し
の
危
機
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
町
が
所
有
者
か
ら
寄
付
を
受
け
修
理
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
修
理
の
設
計
は
全
国
各
地
で
民
家
再
生

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
建
築
家
吉
田
桂
二
先
生
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
ま
た
東
京
大
学
の
西
村
幸
夫
先
生
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
、
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
暮
ら
す
た
め

の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
改
修
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
、
自
分
た
ち
の
手
で
観
光
客
の
休
憩
所
を
つ

く
り
た
い
と
い
う
あ
る
主
婦
の
ひ
と
言
が
逸
見
家
を
新
た

な
活
用
に
導
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
賛
同
し
た
有

志
が
集
ま
り
、
翌
年
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
型
経
済
活

動
と
来
訪
者
と
の
交
流
を
め
ざ
す
「
熊
川
宿
お
も
て
な
し

の
会
」
が
民
間
の
有
志
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
来
、
土
日
と
祝
日
の
み
旧
逸
見
家
の
土
間
部
分
を
喫

茶
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
し
、
特
産
の
葛
を
使
っ
た
葛
よ

う
か
ん
を
看
板
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。
葛

よ
う
か
ん
は
、
京
都
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
元
和
菓
子
職

人
の
発
案
に
よ
る
一
品
で
す
。
ま
た
平
成
21
年
５
月
か
ら

は
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活
用
も
始
め
ま
し
た
。
食
事
は
熊

川
で
取
れ
た
米
や
新
鮮

な
野
菜
を
用
い
た
田
舎

料
理
で
す
。
木
工
、
陶

芸
な
ど
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
豊
富
に
そ
ろ

え
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

空
き
家
へ
の

移
住
を
進
め
る

　

熊
川
宿
で
は
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
年
々
古

い
民
家
な
ど
を
中
心
に

空
き
家
が
増
加
し
、
そ

の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
の
調
査
で

は
40
件
の
空
き
家
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
は
町
と
協
働
で
対
策
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
23
年
か
ら
２
年
に
わ
た
り
、
立
命
館
大
学
政
策
科

学
部
の
高
村
学
人
教
授
と
学
生
が
加
わ
り
、
移
住
者
受
け

入
れ
の
し
く
み
の
提
案
や
所
有
者
の
意
識
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
に
は
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
に
空
き
家
対
策
部
会
が
設
置
さ
れ
、「
熊
川
宿
の

空
き
家
を
活
か
し
た
移
住
推
進
事
業
」
と
し
て
、
先
進
地

視
察
（
奈
良
県
橿
原
市
今
井
町
）、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
移
住
希
望
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
熊
川
宿
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
の
作
成
、
そ
し
て
、
実

際
に
空
き
家
を
紹
介
す
る
「
熊
川
宿
住
ま
い
探
し
ま
ち
歩

き
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

熊
川
で
の
暮
ら
し
に
少
な
か
ら
ず
不
安
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
は
、
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
制
度
（
伝
建
制
度
）
な
ど
の
情
報
提
供
、
移
住
前
後
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

伝
建
地
区
を
未
来
に
つ
な
ぐ

　

伝
建
地
区
で
は
、住
民
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い
け
る
か
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
古
民
家
を
活
か
す
こ
と
で
き
る
か
、

住
民
が
町
に
誇
り
を
持
て
る
か
が
、
そ
の
将
来
を
決
め
る

と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
伝
建
地
区
熊
川
宿
を
未
来
に

つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
か
を

自
分
自
身
に
問
い
か
け
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「おもてなしの会」のメンバーら。後ろが旧逸見勘兵衛家

移住希望者らへの空き家の紹介
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町
会
所
の
再
生
事
例

　

平
成
22
年
秋
、
京
都
市
街
地
三
条
通
に
面
し
た
町
会
所

（
町
家
）
が
再
生
さ
れ
た
。
町
内
の
寄
り
合
い
、
な
か
で

も
地
蔵
盆
に
は
欠
か
せ
な
い
場
所
で
あ
る
。

　

そ
の
数
年
前
に
借
り
主
が
亡
く
な
り
、町
内
に
託
さ
れ
、

「
き
ち
ん
と
改
修
し
て
人
が
行
き
交
う
場
所
に
し
た
い
」

と
い
う
相
談
が
京
町
家
再
生
研
究
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
の

が
事
の
発
端
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
町
内
の
予
算
は
潤
沢
で
は
な
い
。
そ
こ
に
ア

メ
リ
カ
に
あ
る
ワ
ー
ル
ド
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
財
団
か
ら
「
ド

ナ
ー
（
資
金
提
供
者
）
の
考
え
に
合
え
ば
資
金
が
出
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
い
う
話
が
来
た
。
平
成
20
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
京
町
家
再
生
研
究

会
が
参
加
し
た
際
、
つ
な
が
り
の
で
き
た
財
団
で
あ
る
。

幸
運
に
も
ド
ナ
ー
に
よ
る
資
金
提
供
が
実
現
し
、
町
会
所

の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
き
く
動
き
だ
す
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
町
内
の
人
々
も
一
緒
に
、

設
計
士
の
描
い
た
図
面
を
囲
み
、
議
論
し
な
が
ら
、
ふ
さ

わ
し
い
改
修
を
検
討
し
た
。
平
成
22
年
６
月
に
始
ま
っ
た

実
際
の
改
修
工
事
で
は
、
大
学
生
や
専
門
家
を
招
い
て
見

学
会
を
行
い
、
伝
統
工
法
に
し
っ
か
り
と
ふ
れ
て
も
ら
う

機
会
を
提
供
し
た
。
ま
た
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
実
施
し
、
土
壁
塗
り
を
経
験
す
る
な
ど
次

世
代
の
教
育
の
役
割
も
果
た
し
た
。

　

当
初
は
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
た
れ
な
か
っ
た
地
域
住
民

も
い
た
が
、
こ
う
し
た
改
修
の
過
程
が
目
の
前
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
意
識
が
変
化
し
て
い
っ
た
。

改
修
工
事
が
完
成
し
た
後
は
「
せ
っ
か
く
き
れ
い
な
町
家

に
な
っ
た
の
だ
か
ら
」
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
祇
園

祭
に
は
屏
風
を
出
し
て
飾
っ
た
り
、
お
茶
の
お
稽
古
を

行
っ
た
り
、
つ
い
に
は
京
町
家
再
生
研
究
会
の
創
立
20
周

年
記
念
事
業
大
茶
会
の
茶
席
の
一
つ
と
し
て
、
50
代
〜
60

代
の
お
じ
さ
ま
た
ち
が
亭
主
（
茶
会
で
茶
事
を
主
催
す
る

人
）
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
こ
の
町
家
は
再
生
研
究
会
の
関
連
組
織
の
本
部

と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
同
研
究
会
の
打
ち
合
わ
せ
や

京
町
家
の
所
有
者
な
ど
と
の
相
談
に
応
じ
る
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
言
わ
ば
地
域
と
会
が
連
携
を
深
め
る
場
所
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

　

京
町
家
再
生
の
成
功
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど

お
手
本
に
な
る
よ
う
な
す
て
き
な
話
は
な
い
。
だ
が
、
最

初
か
ら
こ
の
よ
う
な
結
果
を
も
と
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
き
始
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
ワ
ー
ル
ド
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

財
団
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ド
と
対
象
町
家
の
出
会
い
は
「
タ

イ
ミ
ン
グ
の
問
題
」
で
あ
り
、
資
金
の
提
供
者
も
当
初
は

こ
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意
識
の
変
化
も
意
図
し
た
も
の

で
は
な
い
。

　

最
初
の
相
談
が
当
研
究
会
に
持
ち
込
ま
れ
て
か
ら
２
年

以
上
経
過
し
て
、
よ
う
や
く
町
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
現
し
て
お
り
、
そ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
様
々

な
議
論
、
軋
轢
（
あ
つ
れ
き
）
や
あ
き
ら
め
も
あ
っ
た
。

む
し
ろ
再
生
へ
至
る
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
、
町
家
の
魅

力
を
再
確
認
し
、
自
分
た
ち
の
未
来
を
見
据
え
る
道
筋
と

な
っ
て
い
る
。
町
家
再
生
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
そ
こ
か

ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

町
家
存
続
に
危
機
感
、再
生
研
究
会
が
発
足

　

平
成
４
年
に
京
町
家
再
生
研
究
会
が
発
足
し
て
20
年
が

過
ぎ
、
研
究
会
が
手
掛
け
た
再
生
事
例
の
中
に
は
注
目
を

浴
び
た
も
の
も
多
い
。

　

会
が
発
足
し
た
当
時
は
大
型
町
家
や
路
地
家
屋
の
一
群

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
時
代

で
あ
っ
た
。
由
緒
あ
る
立
派
な
商
家
も
取
り
壊
さ
れ
る
。

普
通
に
暮
ら
し
な
が
ら
、
相
続
や
周
辺
環
境
の
悪
化
に
悩

む
住
民
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を
覚
え
た

有
志
が
集
ま
り
、「
ひ
と
つ
で
も
多
く
町
家
を
残
し
た
い
」

特
定
非
営
利
活
動
法
人
京
町
家
再
生
研
究
会 

事
務
局
長　

●　

丹
羽
結
花

貴
重
な
京
町
家
を
再
生
、現
代
に
生
か
す

―
居
住
者
の
思
い
を
原
点
に―

8
京
都
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集
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特集 古民家を活用したまちづくり

と
い
う
思
い
か
ら
こ
の
会
は
発
足
し
た
。

　

初
代
会
長
に
就
任
し
た
望
月
秀
祐
氏
は
京
都
市
都
市
計

画
局
長
を
務
め
た
経
験
も
あ
り
、
自
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
て
、
設
計
、
施
工
な
ど
の
建
築
関
係
者
、
大
学

の
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
税
務
や
財
務
の
専
門
家
に
も

声
を
か
け
、
持
ち
込
ま
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
方
面
に
支
援
を
あ
お
い
だ
。
物
的
、
資
金
的
支

援
で
は
な
く
、
知
的
な
助
言
や
技
術
的
な
協
力
で
あ
る
。

　

研
究
会
と
い
う
名
称
に
も
具
体
的
な
町
家
再
生
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
一
つ
ず
つ
行
っ
て
い
く
と
い

う
意
思
が
表
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
専
門
家
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
図
面
を
囲
ん
で
議
論
し
、
最
適
な
方

法
を
検
討
す
る
と
い
う
や
り
方
は
当
初
か
ら
の
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
と
意
識
の
変
化
に
こ
そ
町
家
再
生

の
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
単
な
る
老
朽
家
屋
と
思
わ

れ
て
い
た
も
の
が
、
元
々
の
価
値
を
見
い
だ
さ
れ
、
現
代

に
お
け
る
新
し
い
魅
力
を
発
揮
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
バ

ラ
ン
ス
が
よ
い
と
き
、
再
生
さ
れ
た
町
家
は
美
し
く
、
現

代
に
再
び
生
き
て
い
く
力
を
得
る
。

町
家
を
現
代
に
生
か
す
形
を
模
索

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
生
ま
れ
た
初
期
の
再
生

事
例
は
現
代
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま

れ
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
だ
っ
た
。
あ
る
再
生
事

例
で
は
、
２
階
の
明
る
い
ガ
ラ
ス
窓
、
漆
喰
壁
の
明
る
い

室
内
に
並
ぶ
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
が
町
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
大

き
く
変
え
た
。
表
屋
の
テ
ナ
ン
ト
も
従
来
の
呉
服
関
係
で

は
な
く
、若
者
向
き
の
ケ
ー
キ
と
パ
ス
タ
の
店
舗
が
入
り
、

若
い
職
人
さ
ん
た
ち
の
姿
が
表
通
り
か
ら
見
え
る
。

　

と
こ
ろ
が「
お
し
ゃ
れ
な
再
生
」と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
似
た
よ
う
な
改
修
が
次
々
と
現
れ
た
。
今

で
は
町
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
が
、そ
れ
ら
の
多
く
は
活
用
が
目
的
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

本
来
の
町
家
再
生
と
は
、
そ
の
町
家
や
家
族
に
ふ
さ
わ

し
い
、現
代
に
生
き
る
形
を
模
索
し
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

前
述
の
初
期
の
再
生
事
例
も
相
談
か
ら
完
成
ま
で
３
年
か

か
っ
た
。
し
か
も
そ
の
後
も
家
族
の
事
情
や
商
売
の
関
係

か
ら
、
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
、
使
用
方
法
は
そ
の
都
度
見

直
さ
れ
た
。
再
生
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
経
済
優
先

の
安
易
な
改
修
が
増
え
、
本
来
の
意
義
が
見
過
ご
さ
れ
、

表
面
的
な
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
大
変
残
念

な
こ
と
で
あ
り
、
近
年
は
、
生
活
の
場
と
し
て
の
町
家
の

価
値
観
が
薄
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
危
機
感
を
強
く
感
じ

て
い
る
。

居
住
者
の
思
い
大
切
に

　

今
、
こ
の
町
家
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
、
実
態
を
知
り
、

一
つ
で
も
町
家
を
残
す
た
め
の
手
だ
て
を
探
る
。
こ
う
い

う
地
道
な
積
み
重
ね
が
活
動
の
基
本
で
あ
る
。
個
別
の
事

情
を
抱
え
た
町
家
を
一
括
し
て
な
お
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
同
じ
パ
タ
ー
ン
で
効
率

的
に
再
生
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
い
。

万
能
薬
や
天
才
的
な
医
者
は
必
要
な
い
。

原
点
で
あ
る
居
住
者
の
思
い
、
そ
こ
に
あ

る
町
家
の
存
続
を
第
一
と
考
え
る
こ
と
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

　
「
京
都
で
暮
ら
す
な
ら
ば
町
家
」
と
い

う
選
択
肢
が
普
通
に
あ
る
よ
う
な
時
代
、

自
分
の
「
か
さ
」
に
あ
っ
た
町
家
に
住
み
、

そ
し
て
住
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
時
代
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
、
今
日
も

議
論
を
繰
り
返
し
、
悩
み
な
が
ら
、
私
た

ち
は
町
家
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

町会所の改修工事の現場見学会

京町家再生研究会創立20周年記念事業の様子。
再生された町会所の２階で

京町家再生研究会の例会の模様

022-023　事例８.indd   23022-023　事例８.indd   23 2013/11/13   13:10:552013/11/13   13:10:55



2013・12月号 24

福
住
の
概
要

　

兵
庫
県
篠
山
市
福
住
の
町
並
み
は
、
人
口
約
４
万
４
０

０
０
人
の
同
市
の
東
端
に
位
置
し
、
篠
山
盆
地
を
東
西
に

横
切
る
か
つ
て
の
西
京
街
道
（
京
街
道
）
と
籾
井
川
が
平

行
し
て
走
る
よ
う
に
な
る
あ
た
り
か
ら
広
が
る
。
そ
の
周

囲
は
緑
豊
か
な
丹
波
の
山
々
が
と
り
囲
み
、
四
季
折
々
の

表
情
を
見
せ
る
。

　

街
道
沿
い
に
は
、
一
里
塚
や
道
標
、
常
夜
灯
篭
な
ど
の

歴
史
的
環
境
を
形
成
す
る
工
作
物
等
が
点
在
す
る
ほ
か
、

籾
井
川
の
水
害
対
策
の
た
め
の
石
積
み
の
上
に
た
つ
土
塀

と
土
蔵
の
連
続
が
、
背
後
の
農
地
や
山
並
み
と
調
和
し
て

い
る
。
ま
た
、
住
吉
神
社
の
祭
礼
や
キ
ツ
ネ
カ
エ
リ
な
ど

の
民
俗
芸
能
や
年
中
行
事
が
、
地
域
住
民
に
よ
り
大
切
に

継
承
さ
れ
て
い
る
。

貴
重
な
歴
史
的
町
並
み
、

重
伝
建
地
区
に
選
定

　

江
戸
時
代
、
篠
山
藩
は
「
福
住
村
」
を
宿
駅
に
指
定
し

繁
栄
す
る
。
福
住
は
、
京
、
大
坂
と
の
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、
宿
場
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た
わ
け
だ
が
、
街
道
に

沿
っ
て
東
（
京
方
面
）
に
は
農
村
集
落
が
連
な
る
町
並
み

を
形
成
し
て
お
り
、
宿
場
町
と
農
村
集
落
の
２
つ
の
歴
史

的
景
観
が
一
つ
の
街
道
に
沿
っ
て
連
続
す
る
、
全
国
的
に

も
非
常
に
貴
重
な
町
並
み
が
残
る
。

　

明
治
維
新
に
伴
う
宿
駅
制
度
の
廃
止
に
よ
り
、
旅
籠
や

商
店
は
徐
々
に
廃
業
し
、
そ
れ
以
降
、
福
住
の
経
済
は
沈

滞
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
が
近
代
化
の

影
響
を
う
け
ず
歴
史
的
な
町
並
み
を
残
す
要
因
と
な
っ
て

い
る
。

　

平
成
17
年
ご
ろ
か
ら
、
地
域
の
資
産
の
活
用
を
テ
ー
マ

に
住
民
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
数
度
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
た
が
、
こ
の
中
で
、「
福
住
の
歴
史
的
な
町
並
み
は

住
民
に
と
っ
て
大
切
な
資
産
で
あ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
起
点
と
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

ま
た
篠
山
市
教
育
委
員
会
が
平
成
19
年
か
ら
２
年
間
か
け

て
実
施
し
た
「
福
住
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調

査
」
に
よ
り
、
福
住
の
町
並
み
の
歴
史
と
特
質
が
明
ら
か

に
な
り
、
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
住
民
の
認
識
は
さ
ら
に

深
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
て
平
成
24
年
12
月
、
福
住
か
ら
西
野
々
に
わ
た

る
西
京
街
道
に
沿
っ
た
約
３
・
２
㌔
の
エ
リ
ア
が
国
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

歴
史
的
建
物
を
活
用
、

イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
も

　

こ
の
保
存
地
区
選
定
に
先
駆
け
、
平
成
22
年
か
ら
は
歴

史
的
建
造
物
の
空
き
家
活
用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

第
１
弾
と
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
の
初
め
に
建
て
ら
れ

た
古
民
家
。
も
と
も
と
産
婆
業
が
営
ま
れ
て
い
た
空
き
家

を
住
民
が
中
心
と
な
り
、利
用
計
画
を
立
て
て
改
修
し
た
。

現
在
、「
さ
ん
ば
家
ひ
ぐ
ち
」
と
し
て
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
な
建
物
の
活
用

に
あ
た
り
、
他
の
候
補
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
）
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
き
家
を
選
ん
だ
こ
と
が
、

そ
の
後
の
福
住
の
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
に
弾
み
を
つ
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
２
件
目
の
古
民
家
の
改
修
が
行
わ
れ

た
。
改
修
は
店
内
の
内
装
を
中
心
に
行
い
、
現
在
、
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
営
業
し
て
い
る
。
建
物
の
所

有
者
と
利
用
者
双
方
の
考
え
を
中
間
支
援
団
体
が
整
理

し
、資
金
の
問
題
か
ら
改
修
の
内
容
な
ど
の
調
整
を
行
う
。

い
わ
ゆ
る
サ
ブ
リ
ー
ス
と
い
う
事
業
ス
キ
ー
ム
で
、
建
造

物
の
再
活
用
を
行
う
も
の
で
あ
る
（
関
連
図
参
照
）。

　

ま
た
、
平
成
25
年
3
月
に
は
、
か
つ
て
銀
行
や
郵
便
局

と
し
て
利
用
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物
を
改
修
し
、
お
試
し

住
宅「
わ
だ
家
」と
銘
打
っ
て
、田
舎
暮
ら
し
の
希
望
者
を

対
象
に
、１
カ
月
単
位
で
賃
貸
事
業
を
行
っ
て
い
る
。１
階

と
２
階
を
シ
ェ
ア
し
て
２
世
帯
が
同
時
に
使
用
可
能
で
、

共
用
ス
ペ
ー
ス
に
は
地
域
住
民
と
の
交
流
を
目
的
に
ピ
ザ

篠
山
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
・
文
化
財
課 

課
長
補
佐　

●　

村
上
由
樹

歴
史
的
建
物
を
レ
ス
ト
ラ
ン
や
交
流
の
場
に

―
篠
山
市
福
住
、
住
民
主
導
で
空
き
家
活
用―

9
兵
庫
県
篠
山
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
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釜
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー

ス
等
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
３
件
の
歴
史
的
建

造
物
の
活
用
事
例
は
、
県
や

市
の
空
き
家
活
用
事
業
等
の

補
助
金
を
利
用
し
た
。

　

個
人
の
資
金
で
工
房
、
簡

易
宿
泊
所
、
飲
食
店
を
開
業

す
る
な
ど
、
補
助
金
を
受
け

な
い
空
き
家
へ
の
移
住
も
含

め
る
と
他
に
８
件
の
活
用
事

例
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
事
例
は
必
ず
し
も
保
存
地

区
内
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

周
辺
部
で
行
わ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
地
域
全
体

で
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。

他
地
域
に
刺
激
受
け
、

住
民
の
取
り
組
み
が
実
る

　

篠
山
市
福
住
で
古
民
家
な
ど
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
が

進
ん
で
い
る
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
。

　

平
成
16
年
、
市
内
で
は
初
め
て
篠
山
の
城
下
町
が
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、
平
成
20
年
度

か
ら
22
年
度
に
か
け
て
、「
篠
山
市
歴
史
文
化
基
本
構
想
」

が
策
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
基
本
構
想
で
は
、市
域
全
体
で
歴
史
文
化
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
方
向
性
を
示
し
、各
地
域
で
活
発
に

歴
史
的
資
産
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、住
民
主
体
で
そ
の
活
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
う
し
た
中
、
市
内
の
民
間

団
体
が
事
業
主
体
と
な
り
、平
成
21
年
か
ら
積
極
的
に
市

内
の
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
や
再
生
の
中
間
支
援
を
行
う

取
り
組
み
を
開
始
し
た
。サ
ブ
リ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
ス
キ
ー
ム
を

駆
使
し
、次
々

と
活
用
と
再
生

事
業
を
実
現
し

て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
う
し
た
事

業
に
よ
っ
て
変

わ
り
ゆ
く
町
並

み
を
目
の
当
た

り
に
し
た
福
住

の
人
々
は
、
空

き
家
活
用
の
イ

メ
ー
ジ
を
描
く

こ
と
が
で
き
、
空
き
家
と
な
っ
た
歴
史
的
建
造
物
の
所
有

者
に
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
く
こ
と
で
複
数
の
歴
史
的
建

造
物
の
活
用
へ
の
協
力
を
と
り
つ
け
る
。
中
間
支
援
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、そ
し
て
行
政
と
密
接
に
連
携
を
と
り
、利
活
用
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
な
が
ら
使
用
さ
れ
て
い
な
い
歴
史
的

建
造
物
の
活
用
を
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
福
住
で
歴
史
的

な
建
物
の
活
用
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
の
は
、
そ
う
し
た

ひ
た
む
き
な
住
民
の
取
り
組
み
が
実
っ
た
結
果
と
い
え
る
。

福
住
の
今
後

　

文
化
財
や
伝
建
地
区
に
関
し
「
保
存
」
と
「
活
用
」
の

両
面
か
ら
様
々
な
考
え
方
が
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
文
化

財
や
建
造
物
等
の
保
存
の
措
置
を
と
り
、
活
用
へ
と
結
び

付
け
て
い
く
の
が
い
わ
ば
筋
道
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
福

住
の
場
合
、
こ
れ
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
保
存
地
区
選

定
に
先
行
し
て
住
民
主
導
で
歴
史
的
建
造
物
の
利
活
用
が

ス
タ
ー
ト
し
、
今
後
も
し
ば
ら
く
こ
う
し
た
状
況
は
続
く

と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
最
近
で
は
福
住
の
町
並
み
を
見
学
に
来
る
人
が

増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
約
30
名
が
名
乗
り
を
上

げ
、
福
住
の
案
内
人
と
な
る
た
め
研
鑽
を
積
む
な
ど
、
地

域
が
一
体
と
な
り
歴
史
的
な
文
化
と
町
並
み
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
保
存
修
理
事
業
の
中
の

一
つ
に
、旅
籠
の
様
式
が
そ
の
ま
ま
残
る
空
き
家
が
あ
る
。

そ
の
家
で
生
ま
れ
育
っ
た
所
有
者
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
建
物

の
特
徴
を
活
か
し
、
開
業
す
る
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
一
つ
眠
っ
て
い
た
福
住
の
建
物
に

明
か
り
が
灯
る
。
期
待
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
し
て
待
っ
て
い

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

古民家を改修したイタリアンレストランの内部。
まちづくりについて話し合う住民ら

７月末に行われる住吉神社の水無月祭

サブリースの仕組み

所有者
中間支
援団体

事業者

10年間
無償貸与

10年後返却

・資金調達
・建物改修

・固定資産税負担

サブリース

家賃

・日常管理
・店舗経営
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大
田
市
は
、
島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
北
に
日

本
海
、
南
に
中
国
山
地
を
擁
す
る
人
口
約
３
万
８
０
０
０

人
の
都
市
で
あ
る
。
大
田
市
は
世
界
遺
産
で
あ
る
石
見
銀

山
遺
跡
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
今
年
は
出
雲
大
社
の
遷

宮
も
あ
る
な
ど
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
も
あ
る
町
並
み
保
存
地

区
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
の
固
有
性
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

暮
ら
し
の
あ
る
世
界
遺
産

　

石
見
銀
山
は
、
銀
を
通
じ
て
世
界
的
に
重
要
な
経
済
・

文
化
交
流
を
生
み
出
し
、
銀
の
生
産
か
ら
搬
出
に
至
る
銀

山
運
営
の
全
体
像
を
明
確
に
示
す
遺
跡
と
し
て
、
平
成
19

年
7
月
に
世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
。
世
界
遺
産
は
、
国

史
跡
や
重
要
文
化
財
等
か
ら
な
る
14
の
資
産
が
コ
ア
ゾ
ー

ン
（
約
５
２
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
構
成
し
、
そ
の
周
囲
に

緩
衝
地
帯
を
設
け
て
包
括
的
な
保
全
を
図
っ
て
い
る
。

　

コ
ア
ゾ
ー
ン
に
は
2
つ
の
町
並
み
保
存
地
区
が
あ
り
、

「
大
森
銀
山
地
区
」
は
昭
和
62
年
に
鉱
山
町
と
し
て
、「
温

泉
津
地
区
」
は
平
成
16
年
に
港
町
・
温
泉
町
と
し
て
、
国

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
。
両

保
存
地
区
は
、
と
も
に
高
齢
化
の
進
む
人
口
４
０
０
人
前

後
の
町
で
あ
る
が
、
本
物
の
残
る
町
並
み
の
中
で
人
々
の

暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
〝
生
き
た
文
化
財
〞
と
し
て
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
豊
富
な
財
産
を
良
好
に
維
持
し
て
お

り
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
こ
と
で
、
価
値
の
共
有
と
そ

の
持
続
的
な
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
選
定
か
ら

25
年
を
経
過
し
た
大
森
銀
山
地
区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

成
熟
に
あ
わ
せ
て
示
唆
に
富
む
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。

地
域
の
誇
り
と
し
て
の
文
化
財
保
存

　

大
森
銀
山
地
区
の
住
民
に
よ
る
文
化
財
の
保
全
活
動

は
、
大
田
市
へ
の
合
併
を
契
機
と
し
て
昭
和
32
年
に
町
内

全
戸
加
入
で
結
成
さ
れ
た
「
大
森
町
文
化
財
保
存
会
」
に

始
ま
る
。

　

昭
和
45
年
に
は
「
石
見
銀
山
遺
跡
愛
護
少
年
団
」
も
結

成
さ
れ
、
住
民
た
ち
が
協
力
し
て
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど

遺
跡
の
保
護
と
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

か
つ
て
政
治
・
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
大
森
町
の
歴
史

と
文
化
を
〝
地
域
の
誇
り
〞
と
し
て
将
来
世
代
へ
引
き
継

ご
う
と
す
る
主
体
的
な
意
識
が
高
い
。

　

町
並
み
を
歩
け
ば
、
軒
先
を
季
節
感
の
あ
る
一
輪
指
し

や
小
物
で
飾
り
、
室
外
機
や
電
気
配
線
等
を
竹
や
木
枠
で

囲
む
な
ど
、
町
並
み
景
観
へ
の
調
和
を
図
る
細
や
か
な
配

慮
が
見
ら
れ
、
来
訪
者
を
も
て
な
す
住
民
た
ち
の
心
遣
い

が
住
民
意
識
（
マ
ナ
ー
）
と
し
て
醸
成
さ
れ
て
お
り
、
世

界
遺
産
登
録
に
あ
た
っ
て
住
民
た
ち
が
定
め
た
次
の
よ
う

な
住
民
憲
章
に
そ
の
姿
勢
が
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

「
石
見
銀
山　

大
森
町
住
民
憲
章
」

　

こ
の
ま
ち
に
は
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
あ
る
か
ら
こ
そ
世
界
に
誇
れ
る
良

い
ま
ち
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
な
が
ら
人
と
の
絆
と
石

見
銀
山
を
未
来
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　

未
来
に
向
か
っ
て
私
た
ち
は

　

一
、
歴
史
と
遺
跡
、
そ
し
て
自
然
を
守
り
ま
す
。

　

一
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
町
に
し
ま
す
。

　

一
、
お
だ
や
か
さ
と
賑
わ
い
を
両
立
さ
せ
ま
す
。

大
田
市
教
育
委
員
会
教
育
部
石
見
銀
山
課 

副
主
任
技
師　

●　

小
野
将
史

「
地
域
の
宝
」
の
継
承
に
向
け
て

―
暮
ら
し
の
あ
る
世
界
遺
産
・
石
見
銀
山―

10
島
根
県
大
田
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

大田市大森銀山伝統的建造物群保存地区
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伝
統
的
建
造
物
の
保
存
と
活
用

　

大
森
銀
山
地
区
で
は
、
昭
和
62
年
の
選
定
以
降
、
継
続

的
に
保
存
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
で
は
伝
統
的
建

造
物
の
半
数
以
上
が
保
存
修
理
を
完
了
し
、
あ
わ
せ
て
店

舗
や
公
開
施
設
と
し
て
の
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

旧
大
森
区
裁
判
所
は
町
並
み
交
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

大
森
代
官
所
跡
に
建
つ
旧
邇に

摩ま

郡
役
所
は
石
見
銀
山
資
料

館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
に
寄
贈
を
受
け
た

武
家
屋
敷
や
港
湾
集
落
に
あ
る
古
民
家
は
修
理
を
行
っ
て

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
民
間
へ
の
貸
し
出
し
、
地
域

住
民
に
よ
る
管
理
運
営
に
よ
っ
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
や
飲

食
店
と
し
て
利
用
さ
れ
、
地
元
に
雇
用
を
生
み
出
し
て
い

る
。

　

ま
た
、町
並
み
で
は
カ
フ
ェ
や
雑
貨
、飲
食
店
な
ど
、地

域
固
有
の
文
化
が
醸
し
出
す
空
間
を
生
か
し
た
こ
だ
わ
り

の
店
舗
が
来
訪
者
を
迎
え
て
お
り
、
空
き
家
と
な
っ
た
伝

統
的
建
造
物
を
修
理
し
て
社
員
の
住
ま
い
と
し
て
活
用
す

る
地
元
企
業
の
取
り
組
み
も
あ
る
な
ど
、
高
齢
化
の
進
む

山
間
の
小
さ
な
町
に
も
若
者
や
家
族
の
定
住
が
進
み
、
地

域
の
担
い
手
の
育
成
と
町
の
活
気
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
温
泉
津
地
区
に
お
い
て
も
温
泉
旅
館
が
一
軒
貸

し
の
宿
の
提
供
を
始
め
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ

た
伝
統
的
建
造
物
の
利
活
用
が
進
ん
で
い
る
。

文
化
財
で
茶
会
、
教
育
に
も
活
用

　

藩
政
期
に
町
年
寄
や
代
官
所
の
御
用
達
を
務
め
る
な

ど
、
石
見
銀
山
御
料
内
で
最
も
有
力
な
商
人
の
住
宅
で

あ
っ
た
熊
谷
家
住
宅
（
重
文
）
は
、
平
成
13
年
か
ら
の
保

存
修
理
工
事
に
あ
た
っ
て
、当
初
か
ら
〝
生
か
し
て
使
う
〞

こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を
進
め
た
施
設
で
あ
り
、

平
成
23
年
度
か
ら
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
民
間

団
体
に
よ
る
積
極
的
な
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
で
あ
る
「
家
の
女
た
ち
」
は
、
修
理
工
事

に
際
し
て
家
財
整
理

の
た
め
の
パ
ー
ト
職

員
と
し
て
集
ま
っ
た

７
名
の
地
元
の
女
性

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

団
体
で
あ
る
。
女
性

た
ち
は
作
業
を
通
し

て
家
財
に
関
す
る
知

識
や
住
宅
へ
の
愛
着

を
深
め
、
今
で
は
一

般
公
開
の
管
理
と
館

内
ガ
イ
ド
を
務
め
、

季
節
に
合
わ
せ
た
し

つ
ら
え
替
え
や
生
活
感
の
あ
る
展
示
を
工
夫
し
て
好
評
を

得
て
お
り
、さ
ら
に
「
雑
も
の
茶
会
」
や
「
か
ま
ど
の
日
」

な
ど
と
い
っ
た
行
事
を
催
す
こ
と
で
、
伝
統
的
な
日
本
人

の
暮
ら
し
を
来
館
者
に
伝
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
で
は
地
域
に
残
る
生
活
道
具
や
昔
の
暮
ら
し

を
学
ぶ
た
め
に
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
昔

の
く
ら
し
体
験
学
習
」や
石
見
銀
山
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

熊
谷
家
住
宅
で
は
、
か
ま
ど
を
使
っ
た
ご
は
ん
炊
き
や

家
財
道
具
を
用
い
た
体
験
を
通
し
て
、
地
域
の
宝
と
暮
ら

し
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、
伝
統
的
建
造
物
の
保
存
修

理
で
は
、
土
壁
塗
り
の
体
験
を
通
し
て
、
文
化
財
に
触
れ

親
し
む
中
か
ら
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
引
き
継
い
で
い
く

担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
客
な
ど
に
は
石
見
銀
山
ガ
イ
ド
の
会
に
よ

る
遺
跡
の
案
内
や
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
実
施
し
て
お
り
、
多
様
な
形
で
地
域
の
宝
を
生
か

し
た
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

地
域
の
宝
の
継
承
に
む
け
て

　

以
上
の
よ
う
に
、
石
見
銀
山
で
は
遺
跡
の
中
に
あ
る
暮

ら
し
を
大
切
に
し
な
が
ら
個
性
を
魅
力
と
し
て
発
信
す
る

ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
石
見
銀
山
は
暮
ら
し

の
あ
る
世
界
遺
産
と
し
て
、
住
民
と
行
政
が
協
働
し
な
が

ら
自
ら
の
手
の
届
く
範
囲
で
地
道
に
成
長
を
重
ね
て
お

り
、
地
域
固
有
の
環
境
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
、

特
性
を
生
か
し
た
伝
統
的
建
造
物
の
活
用
を
進
め
る
魅
力

的
な
舞
台
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
価
値
を
将
来
へ
良

好
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

地域住民による町並みの清掃活動（大森銀山地区）

大森銀山地区の古民家を活用したカフェ
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「
お
ん
な
た
ち
の
古
民
家
」
誕
生

　

私
が
「
一
般
社
団
法
人
お
ん
な
た
ち
の
古
民
家
」
を
設

立
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、「
古
民
家
鑑
定
士
」

と
い
う
資
格
に
出
会
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。「
面
白
そ
う
！

受
け
て
み
た
い
」
と
直
感
的
に
思
っ
た
。

　

20
代
の
こ
ろ
、
地
域
情
報
誌
の
記
者
と
し
て
山
口
と
い

う
街
を
色
ん
な
角
度
か
ら
取
材
し
て
き
た
経
験
が
今
に
生

き
て
い
る
。
行
政
関
係
者
や
中
小
企
業
の
経
営
者
を
は
じ

め
、
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
運
営
者
、
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
わ
る
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
「
山
口
」
に

つ
い
て
真
剣
に
語
る
う
ち
に
、
自
分
の
住
む
こ
の
街
の
こ

と
を
心
か
ら
誇
り
に
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

29
歳
で
結
婚
退
職
後
、
２
０
１
０
年
12
月
に
古
民
家
鑑

定
士
の
資
格
を
取
得
。
調
べ
て
み
る
と
、
全
国
の
都
道
府

県
に
は
、
○
○
県
古
民
家
再
生
協
会
と
い
う
団
体
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
当
時
、
山
口
に
は
な
か
っ
た
た
め
、「
や
る

な
ら
一
番
目
！
」
と
決
意
。
全
国
の
協
会
の
代
表
者
は
男

性
ば
か
り
で
、
女
性
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
、
名
前
も
わ

が
ま
ま
を
言
っ
て
「（
社
）
お
ん
な
た
ち
の
古
民
家
」
に

さ
せ
て
も
ら
い
、２
０
１
１
年
３
月
に
法
人
を
設
立
し
た
。

　

し
か
し
、
古
民
家
を
再
生
す
る
に
し
て
も
、
建
築
の
経

験
が
全
く
な
い
。
今
思
え
ば
無
謀
な
挑
戦
だ
っ
た
が
、
起

業
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
私
は
、「
何
と
か
な

る
だ
ろ
う
」
と
い
う
根
拠
の
な
い
自
信
と
い
つ
も
の
勢
い

だ
け
で
立
ち
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。

古
民
家
の
魅
力
を
発
信
、

定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
に
も
就
任

　

法
人
設
立
後
、「
ま
ず
、自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？
」

と
考
え
た
が
、
そ
の
答
え
は
一
つ
だ
け
だ
っ
た
。　

　

そ
れ
は
、
20
代
で
私
が
や
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
う
、
取

材
活
動
だ
。
建
築
の
知
識
も
な
い
、
ま
し
て
や
古
民
家
の

知
識
は
鑑
定
士
の
資
格
を
と
っ
た
だ
け
と
い
う
私
が
一
番

初
め
に
や
っ
た
の
は
、
山
口
県
で
古
民
家
を
活
用
し
て
素

敵
に
暮
ら
す
人
、
古
民
家
を
再
生
し
て
お
店
を
営
む
人
た

ち
を
と
に
か
く
取
材
し
て
ま
わ
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
で
こ
そ
、ち
ょ
っ
と
し
た
〝
古
民
家
ブ
ー
ム
〞
だ
が
、

そ
の
当
時
は
ま
だ
古
民
家
と
い
え
ば
、「
暗
い
」「
寒
い
」「
怖

い
」「
た
だ
の
ぼ
ろ
い
家
」
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
古
民
家
で
素
敵
に
暮
ら
す
人

た
ち
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
古

民
家
に
対
す
る
意
識
を
「
か
っ
こ
い
い
」「
お
し
ゃ
れ
」

と
い
う
ふ
う
に
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
た
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
女
性
な
ら
で
は
の
感
覚
を
生
か
し
て
、「
古

民
家
大
好
き
女
子
部
」
と
い
う
、
古
民
家
が
大
好
き
な
女

性
が
集
ま
っ
て
楽
し
く
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
も
作
っ
た
。

古
民
家
カ
フ
ェ
に
行
っ
て
ラ
ン
チ
を
し
た
り
、
古
民
家
を

会
場
に
コ
ン
サ
ー
ト
や
料
理
教
室
を
開
い
た
り
し
て
、〝
古

民
家
好
き
の
輪
〞
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
や
様
々
な
取
材
を
通
し
て
、
県
内
各
地

の
古
民
家
を
数
多
く
見
て
回
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
、

古
民
家
に
も
色
ん
な
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

た
。
ど
ん
な
家
で
も
再
生
で
き
る
と
安
易
に
思
っ
て
い
た

が
、
実
際
は
解
体
し
た
方
が
い
い
も
の
も
多
く
、
一
概
に

す
べ
て
の
古
民
家
を
再
生
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
古
民
家
の
維
持
に
悩
む

人
た
ち
に
も
多
く
出
会
っ
た
。
ご
先
祖
様
が
建
て
た
立
派

な
家
を
壊
す
の
は
忍
び
な
い
と
い
う
気
持
ち
、
し
か
し
自

分
た
ち
は
都
会
に
出
て
い
て
帰
る
気
も
な
い
、
こ
の
ま
ま

だ
と
朽
ち
て
い
く
の
を
見
て
い
る
だ
け
、
な
ど
様
々
な
声

を
聞
い
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
古
民
家
の
記
事
を

紹
介
し
て
い
る
う
ち
に
、
都
会
か
ら
「
山
口
に
移
住
し
た

い
」「
古
民
家
で
田
舎
暮
ら
し
が
し
た
い
」
と
い
う
問
い

合
わ
せ
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
同
時
期
に
、
山
口

市
が
、
阿
東
・
徳
地
と
い
っ
た
過
疎
地
域
の
空
き
家
を
活

用
し
て
移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
事
業
を
始

め
、
私
は
古
民
家
鑑
定
士
と
い
う
立
場
と
、
情
報
発
信
力

一
般
社
団
法
人
お
ん
な
た
ち
の
古
民
家 

代
表
理
事　

●　

松
浦
奈
津
子

女
性
の
視
点
で
古
民
家
の
魅
力
を
発
信

―
山
口
市
へ
の
移
住
も
サ
ポ
ー
ト―

11
山
口
県
山
口
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
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特集 古民家を活用したまちづくり

を
買
わ
れ
て
「
山
口
市
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
任
命
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
私
た
ち
の
活
動
を
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
古
民
家
に
住
み
た

い
人
と
空
き
家
の
維
持
に
悩
む
人
た
ち
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
始
ま
っ
た
。

古
民
家
専
門
の
職
人
た
ち
と
の
出
会
い

　

起
業
３
年
目
を
迎
え
た
今
年
、
強
力
な
助
っ
人
が
仲
間

に
な
っ
た
。
マ
ッ
チ
ン
グ
を
し
て
い
く
中
で
課
題
だ
っ
た

の
が
、
古
民
家
に
住
み
た
い
人
と
家
が
見
つ
か
っ
て
も
、

手
を
入
れ
な
け
れ
ば
住
め
な
い
状
態
の
も
の
が
多
い
こ

と
、
ま
た
伝
統
工
法
で
建
て
ら
れ
た
古
民
家
の
再
生
は
難

し
く
職
人
の
熟
練
し
た
技
術
が
必
要
な
こ
と
、
し
か
し
私

に
は
建
築
の
知
識
が
乏
し
く
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
だ
。

　

そ
の
た
め
、
家
は
見
つ
か
っ
て
も
誰
に
頼
ん
で
ど
の
よ

う
に
再
生
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
躊
躇
す
る
人
も

多
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
今
年
か
ら
「
お
ん
な
た
ち
の
古

民
家
」
に
建
築
の
プ
ロ
が
加
わ
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
繋
が

り
で
、
古
民
家
を
専
門
と
す
る
職
人
さ
ん
に
も
数
多
く
出

会
う
こ
と
が
で
き
、
大
工
、
左
官
、
塗
装
職
人
な
ど
な
ど
、

最
高
の
古
民
家
専
門
チ
ー
ム
が
で
き
て
い
っ
た
。

　

今
で
は
、
家
の
状
態
や
住
む
人
の
希
望
に
よ
っ
て
、
耐

震
に
強
い
設
計
士
、
デ
ザ
イ
ン
性
重
視
で
再
生
し
た
い
人

向
け
の
設
計
士
、
熟
練
の
知
識
を
も
っ
た
大
工
な
ど
、
連

携
業
者
も
20
社
を
超
え
、
私
た
ち
が
窓
口
と
な
っ
て
施
主

さ
ん
の
希
望
を
し
っ
か
り
聞
い
て
あ
げ
な
が
ら
、
都
会
か

ら
来
た
人
た
ち
に
も
地
元
の
信
頼
で
き
る
業
者
を
紹
介
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
古
民
家
再
生
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」
誕
生

　

今
年
の
夏
に
は
、
銀
行
融
資
を
受
け
て
築
４
０
０
年
の

茅
葺
き
屋
根
の
古
民
家
を
当
法
人
で
購
入
。
屋
根
と
柱
だ

け
を
残
し
、
職
人
チ
ー
ム
で
一
か
ら
す
べ
て
再
生
し
た
。

　

そ
の
古
民
家
は
、
私
が
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動

す
る
阿
東
徳
佐
地
域
に
あ
り
、「
旧
山
見
邸　

田
楽
庵
（
で

ん
が
く
あ
ん
）」
と
命
名
し
た
。
さ
ら
に
農
家
民
宿
の
許

可
を
取
得
し
、
移
住
希
望
者
が
実
際
に
田
舎
暮
ら
し
を
体

験
で
き
る
宿
泊
施
設
と
し
て
、
ま
た
古
民
家
を
再
生
し
た

ら
ど
う
な
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
く
見
て
も
ら
え
る
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

田
楽
庵
の
名
誉
会
長
に
は
、
私
が
記
者
時
代
に
交
流
の

あ
っ
た
、
現
在
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
の
安
倍
昭
恵
さ
ん

に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
10
月
中
旬
に
は
地
元
の
方
た
ち

を
招
い
て
、
昭
恵
さ
ん
と
お
披
露
目
会
も
開
催
し
た
。

山
口
の
古
民
家
を
世
界
に
発
信

　

今
後
は
、
移
住
希
望
者
を
た
だ
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な

く
、
移
住
者
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー
、

雇
用
対
策
な
ど
も
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

田
舎
生
ま
れ
の
私
は
、
都
会
や
海
外
へ
の
憧
れ
が

強
く
、
こ
れ
ま
で
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
や
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
世
界
10
カ
国
を
旅
し
て
ま
わ
っ
た
。

そ
ん
な
私
の
今
の
夢
は
、
日
本
の
す
ば
ら
し
い
伝
統

文
化
と
技
術
の
結
晶
と
も
い
え
る
「
古
民
家
」
を
一

つ
で
も
多
く
残
し
、
海
外
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
う

こ
と
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
今
は
、
本
気

で
山
口
の
古
民
家
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

古民家カフェでランチ会

田楽庵の再生工事の様子

田楽庵のお披露目会。ファーストレディーの
安倍昭恵さん（前列中央）を囲んで記念撮影
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私
が
総
務
省
の
事
業
で
あ
る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

と
し
て
、
徳
島
県
三
好
市
に
着
任
し
た
の
は
２
０
１
１
年

８
月
。
三
好
市
は
人
口
３
万
人
弱
、
高
齢
化
率
38
％
を
超

え
る
典
型
的
な
過
疎
地
域
で
す
。
Ｊ
Ｒ
土
讃
線
の
阿
波
池

田
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
池
田
町
マ
チ
（
マ
チ
は

地
域
の
名
称
）
は
、
明
治
大
正
期
に
「
刻
み
た
ば
こ
」
で

財
を
成
し
、
う
だ
つ
の
上
が
っ
た
歴
史
あ
る
建
物
が
町
並

み
に
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
空
き
家
や
空
き
地
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
景
観
の

存
続
が
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
三
好
市
に
赴
任
し
、こ
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、

何
か
で
き
な
い
か
と
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

築
１
５
０
年
の
元
呉
服
屋
が

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に

　

ま
ず
、
地
域
の
方
に
現
状
の
話
を
聞
こ
う
と
伺
っ
た
の

が
黒
木
公
子
さ
ん
で
し
た
。
黒
木
さ
ん
は
う
だ
つ
の
残
る

町
並
み
の
「
本
町
通
り
」
で
様
々
な
ま
ち
お
こ
し
の
活
動

を
長
年
行
っ
て
い
る
方
で
す
。「
こ
の
地
域
で
町
並
み
に

関
わ
る
こ
と
を
し
た
い
」
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
見
つ
け

て
く
れ
た
の
が
元
呉
服
屋
で
、
築
１
５
０
年
弱
の
空
き
家

で
し
た
。

　

す
ぐ
に
そ
こ
に
住
ま
い
を
移
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

を
借
り
掃
除
や
簡
単
な
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

店
舗
だ
っ
た
部
分
を
２
０
１
１
年
11
月
に
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
「
ス
ペ
ー
ス
き
せ
る
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
地
域
住
民
が
気
軽
に
寄
り
合
え
る
よ
う
な
場
所
と
し

て
、
現
在
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
で
人
の
輪
が
拡
大

　

前
述
の
黒
木
さ
ん
や
地
域
住
民
の
方
た
ち
と
「
ス
ペ
ー

ス
き
せ
る
」
に
た
び
た
び
集
ま
り
、
話
を
重
ね
て
い
く
に

つ
れ
、
こ
の
う
だ
つ
の
町
並
み
に
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も

ら
い
、も
っ
と
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
い
う
意
図
で
、様
々

な
企
画
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
「
う
だ

つ
マ
ル
シ
ェ
」
で
す
。

　

２
０
１
１
年
11
月
か
ら
年
に
３
回
、
う
だ
つ
の
残
る
町

並
み
の
古
い
空
き
家
や
空
き
地
を
活
用
し
て
、
四
国
中
の

手
作
り
雑
貨
の
作
家
さ
ん
や
農
家
、
加
工
品
の
生
産
者
が

集
ま
り
、
一

日
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
懐

か
し
い
会
場

と
、
生
産
者

と
直
接
話
が

で
き
る
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
が
人

気
を
博
し
た

の
か
、
現
在

で
は
平
均
し
て
２
０
０
０
人
弱
の
来
客
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
好
市
池
田
町
は
〝
四
国
の
へ
そ
〞
と
呼
ば
れ

る
場
所
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
四
国
四
県
か
ら
出
店
者

も
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
出
店
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

２
０
１
３
年
4
月
か
ら
「
ス
ペ
ー
ス
き
せ
る
」
に
一
日
カ

フ
ェ
と
し
て
出
張
販
売
し
て
く
れ
る
方
も
出
て
き
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、「
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
の
出
店
場
所
を
確
保

す
る
た
め
に
「
本
町
通
り
」
の
家
々
の
軒
先
や
内
部
を
貸

し
出
し
て
も
ら
え
な
い
か
交
渉
し
て
回
り
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
、「
本
町
通
り
」
の
空
き
家
に
少
し
ず
つ
動
き
が
出

て
き
ま
し
た
。

空
き
蔵
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

　
「
本
町
通
り
」
に
あ
る
「
ま
ち
か
ど
資
料
館
」
は
、
旧

商
家
で
立
派
な
う
だ
つ
の
残
る
邸
宅
と
、
資
料
館
に
改
装

さ
れ
た
蔵
が
あ
り
ま
し
た
が
数
年
間
使
用
さ
れ
ず
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
２
０
１
２
年
２
月
か
ら
「
う
だ

徳
島
県
三
好
市 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

特
定
非
営
利
法
人
マ
チ
ト
ソ
ラ 

理
事　

●　

𠮷
田
絵
美

「
一
日
マ
ル
シ
ェ
」
で
交
流
の
輪
を
拡
大

―
う
だ
つ
の
町
並
み
の
古
民
家
を
活
用― 12

徳
島
県
三
好
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

「スペースきせる」は築150年弱の元呉服屋。地域
住民が気軽に集まれる場所として活用されている
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特集 古民家を活用したまちづくり

つ
マ
ル
シ
ェ
」
で
内
部
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
ず

は
収
蔵
さ
れ
て
い
た
地
域
の
伝
統
を
残
す
引
き
札
（
広
告

用
の
チ
ラ
シ
）
や
絵
葉
書
の
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、「
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
地
元
の
手
作
り
作
家

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。廃

旅
館
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に

　
「
本
町
通
り
」
に
あ
る
「
旧
政
海
旅
館
」
は
、
天
皇
陛

下
も
宿
泊
し
た
こ
と
の
あ
る
由
緒
あ
る
旅
館
で
し
た
が
、

数
年
前
に
廃
業
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
レ
ト
ロ
な
建
物
を

活
用
で
き
れ
ば
と
、「
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
の
一
環
と
し

て
２
０
１
２
年
５
月
か
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
利
用
し
始
め

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ち
ょ
う
ど
徳
島
県
が
推
進
し
て
い
る
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
の
候
補
地
と
な
り
、
２
０
１
３
年
３

月
か
ら
東
京
の
「
株
式
会
社
あ
し
た
の
チ
ー
ム
」
が
入
居

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
現
地
雇
用
の
ス

タ
ッ
フ
５
名
が
常
勤
し
て
お
り
、
閉
ま
っ
て
い
た
旅
館
に

明
か
り
が
毎
日
灯
る
よ
う
に
な
り
、
視
察
も
全
国
か
ら
多

数
訪
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
と
広
域
で
の
連
携

　

こ
う
し
た
活
動
を
積
み
重
ね
て
き
た
結
果
、
２
０
１
２

年
11
月
に
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
マ
チ

ト
ソ
ラ
」
が
地

域
住
民
の
手
で

立
ち
上
が
り
ま

し
た
。

　

三
好
市
は
、

「
マ
チ
」
と
呼

ば
れ
る
四
国
の

交
通
の
要
所
と

し
て
栄
え
た
中

心
市
街
地
の
阿

波
池
田
と
、「
ソ

ラ
」
と
呼
ば
れ

る
祖
谷
や
大
歩

危
小
歩
危
（
お

お
ぼ
け
こ
ぼ

け
）
な
ど
の
あ

る
山
間
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
古
く
か
ら
続
い

て
き
た
暮
ら
し
や
伝
統
を
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が

設
立
の
趣
旨
で
す
。「
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」の
企
画
や
、「
ソ

ラ
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
で
の
農
作
業
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
３
年
11
月

に
初
め
て
実
施
し
た
「
マ
チ
ト
ソ
ラ
芸
術
祭
」
で
は
、
東

祖
谷
に
残
る
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
落

合
集
落
と
う
だ
つ
の
町
並
み
を
つ
な
い
で
、
現
代
ア
ー
ト

の
展
示
や
電
子
音
楽
の
演
奏
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
本
人
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
で
、
そ
こ
で
暮
ら
す
方

の
日
々
に
新
し
い
出
会
い
を
も
た
ら
し
、
訪
問
者
に
も
地

域
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

　
「
古
民
家
の
活
用
」
や
「
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
は
、様
々

な
人
が
行
き
交
う
こ
と
で
、
次
の
世
代
を
担
う
若
者
た
ち

が
地
域
に
魅
力
を
感
じ
、
交
流
を
深
め
、
新
し
い
可
能
性

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
の
趣
旨
で
活
動
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
、
若

い
事
業
主
が
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
と
し
て
「
ス

ペ
ー
ス
き
せ
る
」
は
１
日
か
ら
借
り
る
こ
と
の
で
き
る

シ
ェ
ア
カ
フ
ェ
に
改
築
を
行
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
は
若
者
か
ら
見
る
と
魅
力
的
な
も
の
が
実
は
た

く
さ
ん
眠
っ
て
お
り
、新
し
い
も
の
を
作
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
魅
力
を
掘
り
起
し
、
見
せ
方
を
変
え
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
効
果
的
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
民
家

の
よ
う
に
そ
の
地
域
で
の
独
特
な
暮
ら
し
の
雰
囲
気
が
残

る
も
の
が
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
地
元
の
人
に
と
っ

て
も
誇
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

うだつの町並みの空き家などを利用した「うだつマルシェ」の様子

うだつマルシェ。１日約2,000人の来客がある
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「
糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

　

２
０
０
５
年
に
九
州
大
学
が
糸
島
半
島（
福
岡
市
西
区
、

糸
島
市
）
に
移
転
を
開
始
し
た
。
産
官
学
に
よ
る
学
術
研

究
都
市
の
実
現
に
向
け
た
企
業
誘
致
と
ま
ち
づ
く
り
が
進

む
中
で
、
こ
の
伊
都
新
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
は
学
生
を
目

当
て
に
次
々
と
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
た

が
、
価
格
帯
・
居
住
ス
タ
イ
ル
が
均
質
化
し
た
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
住
む
学
生
と
地
域
住
民
と
の
交
流

の
断
絶
が
問
題
視
さ
れ
だ
し
た
。

　

さ
ら
に
、
半
島
西
部
の
糸
島
市
で
は
、
人
口
流
出
と
少

子
高
齢
化
に
起
因
す
る
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
増
加
が
課

題
と
な
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
１
年
度
に
九
州
大
学
の
坂
井
研
究
室
が
「
糸
島

市
九
州
大
学
連
携
研
究
助
成
金
」
を
得
た
こ
と
が
契
機
と

な
り
、
糸
島
市
の
老
朽
化
し
た
戸
建
て
住
宅
等
を
対
象
と

し
、
同
市
の
地
域
特
性
に
配
慮
し
つ
つ
、
学
生
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
コ
ス
ト
等
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
居
住
環
境

を
実
現
す
る
た
め
「
糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発

足
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
建
築
、
農
学
、

経
済
等
を
学
ぶ
学
生
及
び
教
員
で
あ
り
、
学
生
が
、
教
職

員
や
専
門
家
、
行
政
、
地
元
企
業
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、

空
き
家
の
改
修
や
完
成
後
の
運
営
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
、
地
域
と
大
学
の

交
流
が
深
ま
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

地
域
に
開
か
れ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　
「
糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
最
初
に
取
り
組
ん

だ
の
は
築
約
40
年
の
店
舗
付
き
住
宅
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と

し
て
の
改
修
だ
っ
た
。

　

若
年
人
口
を
増
や
し
た
い
糸
島
市
と
、
設
計
だ
け
で
な

く
施
工･

実
現
の
機
会
を
得
た
い
と
い
う
学
生
の
希
望
が

一
致
し
、
Ｊ
Ａ
糸
島
の
協
力
を
得
て
空
き
家
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
所
有
者
を
見
つ
け
た
。

　

改
修
の
方
針
と
し
て
、
①
学
生
に
よ
る
企
画
と
設
計
、

②
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学
生
に
よ
る
施
工
、
③
糸
島
に

住
む
学
生
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
情
報
発
信―

と
い
う
３
点
を
挙
げ
、
か
つ
て
店
舗
部
分
で
あ
っ
た
土
間

を
「
ま
ち
の
縁
側
」
と
称
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
開
か
れ
た
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
を
実
現
し
た
。

　
「
ま
ち
の
縁
側
・
糸
家
」
と
名
付
け
た
こ
の
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
は
２
０
１
２
年
２
月
に
竣
工
し
、
入
居
し
た
大
学
院

生
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
住
民
と
の
食
事
会
、
地
域
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
寺
子
屋
、
英
会
話
教
室
、
地
域
の

音
楽
家
を
招
い
て
の
ラ
イ
ブ
な
ど
多
彩
な
活
用
を
進
め
て

い
る
。歴

史
あ
る
古
民
家
が
学
習
塾
に

　

第
２
弾
と
な
っ
た
の
は
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に

隣
接
す
る
築
１
３
０
年
の
古
民
家
を
学
習
塾
と
し
て
改
修

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
机
と
椅
子
が
整
然
と
並
ぶ
だ
け
の

市
街
地
の
学
習
塾
と
は
一
線
を
画
し
、
歴
史
あ
る
古
民
家

の
特
徴
を
活
か
し
た
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
学
習
塾
を
提
案
し

た
い
と
の
想
い
か
ら
、
杉
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
や
既
存
の
梁
を
活
か
し
た
吹
き
抜
け
空
間
を

つ
く
り
だ
し
た
。

　

地
元
の
建
設
会
社
と
連
携
し
、
企
画
・
設
計
・
施
工
す

べ
て
に
学
生
が
関
わ
っ
て
改
修
を
進
め
、
漆
喰
塗
り
、
家

具
作
り
、
焼
き
杉
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
積
極
的
に

開
催
し
、
多
く
の
学
生
と
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ

糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
長

（
九
州
大
学
大
学
院
人
間
環
境
学
府 

修
士
課
程
）　

●　

吉
田
健
志

学
生
主
体
で
古
民
家
を
再
生

―
地
域
と
大
学
の
連
携
促
進
を
目
指
し
て―

13
福
岡
県
糸
島
市

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表

（
九
州
大
学
新
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
推
進
室 

教
授
）　

●　

坂
井　

猛
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ジ
ェ
ク
ト
に
成
長
し
た
。
２
０
１
２
年
7
月
に
竣
工
し
、

歴
史
あ
る
古
民
家
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活
気
あ
ふ
れ
る
学

習
塾
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

学
生
と
地
域
住
民
の

「
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
」
も
整
備

　

第
３
弾
は
、
前
述
の
古
民
家
の
納
屋
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
「
長
屋
門
」
を
学
生
と
地
域
の
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
改
修
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
学
生
団
体

の
多
く
は
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
場
所
を
持
た
ず
、
ボ
ー

ド
や
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
の
な
い
空
き
教
室
な
ど
で
活
動
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
学
生
や
地
域
住
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
カ
フ
ェ
が
な
い
こ
と
も
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
元
の
商
工
連
合
会
が
ス
ポ
ン
サ
ー

と
な
っ
て
、
学
生
と
の
協
働
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、

気
軽
に
場
所
を
使
え
る
〝
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
〞
を

実
現
し
た
。

　

こ
の
コ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
カ
フ
ェ
「
が
や
が
や
門
」
は
２

０
１
２
年
12
月
に
竣
工
し
、
学
生
活
動
や
商
工
連
合
会
だ

け
で
な
く
、
地
域
交
流
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

空
き
家
改
修
の
経
験
を
活
か
し
、
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
目
指
し
た
活
動
で
あ
っ
た
。

農
園
付
き
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　

第
４
弾
は
増
改
築
が
繰
り
返
さ
れ
た
築
60
年
の
空
き
家

を
、
地
域
協
働
農
園
付
き
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
再
生
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
糸
島
市
は
農
業
振
興
に
特
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
学
生
を
含
む
若
年
層
が
農

業
に
関
心
を
持
ち
、
あ
る
い
は
農
業
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
る
プ
ラ
ス
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
は
、
私

た
ち
の
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
糸
島
な
ら
で
は
の
多
様
な

学
生
居
住
環
境
の
提
供
」
に
合
致
す
る
。

　

そ
こ
で
、〝
農
〞
を
通
じ
て
人
々
の
交
流
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
農
園
・
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
付
き
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
を
実
現
し
、
講
習
会
、
教
室
、
食
事
会
の
場
と
し
て
地

域
に
開
放
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
と
周
辺
住
民
の
交
流

を
生
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２
０
１
３
年
10
月
に

着
工
し
、
現
在
、
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
と
大
学
の
繋
が
り
を
つ
く
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

糸
島
空
き
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
古
民
家
な
ど
の
空
き

家
を
改
修
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
地
域
と
大
学
の
繋

が
り
を
生
み
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
地
域
住
民
や

地
元
企
業
、
行
政
な
ど
の
協
力
の
下
で
、
学
生
が
主
体
と

な
っ
て
空
き
家
改
修
の
企
画
・
設
計
・
施
工
・
運
営
に
関

わ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
空
き

家
の
改
修
前
、
改
修
中
、
改
修
後
の
す
べ
て
の
過
程
で
地

域
を
巻
き
込
み
、
地
域
と
大
学
の
連
携
に
よ
っ
て
、
ま
ち

の
再
生
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

　

地
域
住
民
は
学
生
と
の
交
流
を
楽
し
み
と
し
て
捉
え
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
建
築
工
事

の
プ
ロ
セ
ス
、
組
織
の
運
営
、
地
域
の

方
々
と
お
酒
を
酌
み
交
わ
す
な
か
で
の

人
生
経
験
な
ど
、
実
に
多
く
の
こ
と
を

学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。
空
き
家
の
再
生

を
通
じ
て
生
ま
れ
た
繋
が
り
に
よ
っ

て
、
地
域
と
大
学
が
お
互
い
に
良
い
影

響
を
及
ぼ
し
合
っ
て
い
る
。
学
生
は
卒

業
に
よ
っ
て
毎
年
少
し
ず
つ
入
れ
替
わ

る
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
活
動

に
関
わ
る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
有

意
義
な
場
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
強
く

願
っ
て
い
る
。

第２弾、学習塾の家具作りをする様子

シェアハウス「糸家」。地域の子供たちが学ぶ場
としても活用されている

コ・ワーキングカフェ「がやがや門」の内部。学
生活動や地域交流の場として機能している
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独
特
な
赤
瓦
屋
根
の
集
落
景
観

　

渡
名
喜
村
は
、
渡
名
喜
島
と
入
砂
島
の
２
島
か
ら
構
成

さ
れ
、
沖
縄
本
島
の
那
覇
市
の
北
西
海
上
58
㌔
の
洋
上
に

位
置
し
て
い
る
。
那
覇
か
ら
、
フ
ェ
リ
ー
で
約
２
時
間
余

り
、
周
囲
12
・
５
㌔
、
面
積
３
・
59
平
方
㌔
の
小
さ
な
島

で
、
平
成
25
年
現
在
、
４
０
０
名
余
り
の
人
々
が
暮
ら
し

て
い
る
。

　

輝
く
白
砂
の
道
と
そ
の
道
よ
り
掘
り
下
げ
ら
れ
た
屋
敷

地
、そ
こ
に
建
つ
赤
瓦
屋
根
の
住
宅
、緑
の
福
木（
ふ
く
ぎ
）

林
な
ど
渡
名
喜
島
の
集
落
は
独
特
な
景
観
を
保
っ
て
お

り
、
平
成
12
年
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
。渡
名
喜
島
の
赤
瓦
家
の
歴
史
は
古
く
、

明
治
期
に
始
ま
り
大
正
の
終
わ
り
頃
に
は
、
３
０
０
近
い

家
屋
の
９
割
を
赤
瓦
家
が
し
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
島
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
歴
史
と
豊
か
な
自
然
環
境
、
渡
名
喜
島
固
有
の
伝

統
的
な
集
落
景
観
を
今
後
も
変
わ
る
こ
と
な
く
守
り
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

古
民
家
を
利
用
し
民
宿
事
業

　

こ
う
し
た
中
で
、
村
で
は
平
成
12
年
に
米
軍
基
地
が
あ

る
市
町
村
に
対
す
る
国
の
「
島
懇
事
業
」（
米
軍
基
地
所

在
市
町
村
活
性
化
特
別
事
業
）
を
活
用
し
、
古
民
家
を
再

生
し
て
観
光
や
地
域
活
性
化
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
事
業

が
始
ま
っ
た
。
古
民
家
は
食
堂
１
棟
と
民
宿
施
設
６
棟
に

改
装
さ
れ
た
。
集
落
観
光
用
と
し
て
１
人
乗
り
の
バ
ッ
テ

リ
ー
カ
ー
10
台
が
導
入
さ
れ
た
ほ
か
、
管
理
セ
ン
タ
ー
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
２
台
、
バ
ス
１
台
が
整
備
さ
れ
た
。

　

渡
名
喜
村
で
は
平
成
19
年
２
月
、
島
民
を
対
象
に
、
こ

の
「
島
懇
事
業
」
で
整
備
し
た
再
生
古
民
家
（
食
堂
と
民

宿
６
棟
）
な
ど
を
運
営
す
る
事
業
者
を
公
募
し
た
。
手
を

上
げ
た
の
が
南
風
原
豊
氏
（
54
歳
）
だ
っ
た
。
同
氏
は
平

成
19
年
３
月
、
株
式
会
社
を
設
立
し
、
４
月
か
ら
「
民
宿

ふ
く
ぎ
」
の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

村
で
は
民
宿
ふ
く
ぎ
に
対
し
、「
若
い
人
の
雇
用
の
場

を
確
保
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
、
観
光
・
雇
用
・
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

観
光
誘
客
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア

　

と
こ
ろ
で
、
島
全
体
の
宿
泊
キ
ャ
パ
は
80
人
だ
が
、
こ

の
う
ち
「
民
宿
ふ
く
ぎ
」
の
定
員
は
６
棟
で
30
人
で
あ
る
。

事
業
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
の
「
民
宿
ふ
く
ぎ
」
の
利
用
客
数

は
、
平
成
19
年
６
０
０
人
、
20
年
１
８
０
０
人
、
24
年
に

は
２
２
０
０
人
と
順
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
損
益

分
岐
点
は
年
間
２
５
０
０
人
。
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
た
め

に
は
１
日
平
均
７
人
以
上
の
宿
泊
客
が
必
要
だ
。

　

南
風
原
氏
は
、今
後
の
誘
客
対
策
に
つ
い
て
「
冬
場
は
、

花
粉
症
対
策
で
長
期
滞
在
者
を
増
や
し
た
い
。ま
た
、様
々

な
企
画
を
考
え
て
い
く
。
例
え
ば
お
客
さ
ん
に
畑
を
提
供

し
、
体
を
動
か
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
あ
る
」
と
指
摘
。
さ
ら
に
「
渡
名
喜
の
農
作
物
は

ほ
と
ん
ど
農
薬
を
使
わ
な
い
た
め
安
全
。
ま
た
海
産
物
も

非
常
に
安
全
で
あ
る
と
い
う
強
み
を
生
か
し
た
い
。
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と
の
地
域
交
流
も
考
え
て
い
る
」
と
意

沖
縄
県
渡
名
喜
村
総
務
課
企
画
係　

●　

桃
原
礼
子

古
民
家
民
宿
で
島
の
活
性
化
目
指
す

―
観
光
客
誘
致
、
雇
用
の
場
も
確
保―

14
沖
縄
県
渡
名
喜
村

古
民
家
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

特集

渡名喜島の航空写真
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欲
的
に
話
す
。

　

ま
た
、
１
週
間
以
上
の
長
期
宿
泊
者
に
は
、
農
作
業
体

験
用
の
畑
の
ほ
か
、
収
穫
物
を
提
供
す
る
企
画
も
考
え
て

い
る
。季
節
の
野
菜
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、

収
穫
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
送
る
か
、
宿
泊
施
設
で
使
う

も
の
以
外
を
島
内
販
売
し
現
金
化
し
て
送
る
か
選
択
し
て

も
ら
う
と
い
う
。

　

野
菜
な
ど
の
成
長
の
様
子
は
ブ
ロ
グ
で
配
信
し
て
、
民

宿
利
用
者
と
継
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

自
生
し
て
い
る
薬
草
の
ニ
ガ
ナ
や
フ
ー
チ
バ
ー
の
ほ
か
、

冬
場
に
咲
く
ラ
ン
も
生
か
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
渡

名
喜
に
は
貴
重
で
身
近
な
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

海
を
体
験
交
流
に
生
か
す

　

一
方
、
渡
名
喜
と
い
え
ば
、
海
人
（
う
み
ん
ち
ゅ
）
の

島
だ
。島
の
周
囲
の
魚
影
は
驚
く
ほ
ど
濃
く
、テ
ラ
ジ
ャ
ー

や
ハ
マ
グ
リ
な
ど
の
貝
、
ア
ー
サ
な
ど
の
海
草
は
ふ
ん
だ

ん
に
あ
り
、
ま
さ
に
海
の
畑
で
あ
る
。
こ
れ
を
体
験
交
流

に
生
か
す
。

　

現
在
、「
民
宿
ふ
く
ぎ
」
で
は
、
村
や
漁
協
と
連
携
し

な
が
ら
①
海
人
体
験
②
ダ
イ
ビ
ン
グ
③
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ―

の
３
本
立
て
で
古
民
家
民
宿
と
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
考
え
て
い
る
。
海
人
体
験
で
は
、
追
い
込
み
漁
の
ほ
か

タ
コ
捕
り
や
ア
ー
サ
採
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
魚
を
手
づ

か
み
で
捕
る
体
験
を
し
て
も
ら
う
。
渡
名
喜
の
魚
影
の
濃

さ
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
す
ば
ら
し
さ
に
は
定
評
が

あ
る
。

　

ま
た
、「
観
光
・
雇
用
・
海
」
を
守
る
と
い
う
３
つ
の

視
点
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
誘
致
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
島
全
体
に
か
か
わ
る
事
業
を
行
う
た
め
、

「
民
宿
ふ
く
ぎ
」
が
中
心
と
な
り
、
行
政
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
島
民
が
潤
う
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
そ

う
な
れ
ば
「
島
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
動
く
こ
と
が
で

き
、
国
な
ど
と
も
交
渉
し
や
す
い
」
と
南
風
原
氏
は
強
調

す
る
。魅

力
あ
る
村
づ
く
り
目
指
す

　

こ
れ
ま
で
島
の
人
々
は
観
光
客
に
対
し
て
一
線
を
引
い

て
い
た
。
地
域
住
民
と
観
光
客
が
接
す
る
こ
と
は
、
あ
ま

り
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
を
変
え
る
に
は
島
の
人
だ

け
で
は
難
し
い
。
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
、
彼
ら
は
島
と
観
光
客
と
の
架
け
橋

に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
渡
名
喜
村
で
は
、古
民
家
を
活
用
し
た「
民

宿
ふ
く
ぎ
」
の
取
り
組
み
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、現
在
で
は
、

集
落
景
観
に
配
慮
し
つ
つ
、
空
き
屋
を
修
理
し
伝
統
的
な

住
宅
を
整
備
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
村
外
か
ら
移
住
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
多

く
あ
る
も
の
の
、
住
ま
い
が
確
保
出
来
な
い
た
め
に
移
住

を
断
念
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
少
し
で

も
打
開
す
る
た
め
、
島
で
暮
ら
す
意
思
の
あ
る
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
者
な
ど
誰
も
が
低
コ
ス
ト
で
利
用
出
来
る
住
宅
を

整
備
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
。

　

今
後
も
貴
重
な
自
然
環
境
や
先
人
達
が
築
い
た
歴
史
文

化
を
生
か
し
な
が
ら
、
空
き
家
の
整
備
や
観
光
誘
客
な
ど

に
取
り
組
み
、
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

食堂に改装された古民家の外観

古民家食堂の様子
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津
野
町
は
、
高
知
県
の
中
西
部
、
高
知
市
か
ら
車
で
1
時
間
ほ

ど
に
位
置
し
、
平
成
17
年
２
月
に
２
つ
の
村
が
合
併
し
誕
生
し
た

人
口
６
４
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
町
で
す
。

　

町
の
９
割
は
林
野
で
占
め
ら
れ
、
そ
の
山
々
を
源
と
す
る
日
本

最
後
の
清
流
と
呼
ば
れ
る
四
万
十
川
、
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
が
最
後

に
目
撃
さ
れ
た
新
荘
川
、
こ
の
２
つ
の
河
川
の
源
流
点
を
持
ち
、

日
本
三
大
カ
ル
ス
ト
の
ひ
と
つ
四
国
カ
ル
ス
ト
を
は
じ
め
豊
か
な

自
然
の
中
で
、
津
野
山
古
式
神
楽
、
花
取
り
踊
り
、
農
村
歌
舞
伎

な
ど
数
々
の
伝
統
文
化
の
あ
る
町
で
す
。
基
幹
産
業
は
農
林
業
で

す
が
、
過
疎
化
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
森
林
の
荒
廃
、
耕
作
放
棄

地
の
増
加
、
鳥
獣
害
な
ど
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

町
に
は
84
の
集
落
が
あ
り
、
自
治
組
織
と
し
て
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
過
疎
高
齢
化
の
波
は
少
し
ず
つ
集
落
機
能
を

低
下
さ
せ
つ
つ
あ
り
、
見
守
り
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
が

大
き
な
行
政
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
典
型
的
な
農
山

村
で
あ
り
ま
す
が
、
合
併
か
ら
9
年
、
町
民
が
一
つ
と
な
っ
て
融

合
か
ら
飛
躍
へ
向
け
て
の
大
き
な
山
を
乗
り
越
え
よ
う
と
故
郷
津

野
町
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
、
や
る
気
が
芽
生
え
は
じ
め
て
い
ま

す
。

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
で
は
、

2
期
生
（
平
成
2
年
度
）
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
燃
え
る
全
国

各
地
か
ら
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
こ
の
執
筆
の
依
頼
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て
当
時
の

写
真
を
見
ま
す
と
懐
か
し
く
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
の
交
流

会
が
い
つ
も
盛
り
上
が
り
楽
し
い
研
修
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

当
時
、
私
は
旧
葉
山
村
の
企
画
室
に
配
属
さ
れ
地
域
活
性
化
を

手
掛
け
る
組
織
の
設
立
に
携
わ
り
、
地
元
で
は
地
域
づ
く
り
サ
ー

ク
ル
の
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
が
大
き
な

刺
激
で
あ
り
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
塾
で
し
た
。

　

平
成
21
年
２
月
に
町
政
運
営
を
預
か
り
「
元
気
な
津
野
町
」
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
町
民
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

故郷への思いから

高知県津野町長　●　池田三男

就
任
当
時
は
、
合
併
４
年
の
融
合
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
で
、
ま
ず
は
町
民
の
生
の
声
を
聴
く
こ
と
を
第
一
と
し
、
１

カ
月
ほ
ど
掛
け
て
各
地
区
で
座
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
今
で
は
、
こ
の
毎
年
の
座
談
会
も
ま
ち
づ
く
り
に
町
民

が
参
加
す
る
機
会
と
も
な
っ
て
、
年
ご
と
に
そ
の
内
容
も
要
望
陳

情
の
形
か
ら
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
つ
く

ろ
う
と
す
る
動
き
が
芽
生
え
、
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
こ
と
に

繋
が
り
始
め
て
い
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、
衰
退
す
る
農
業
を
再
生
さ
せ
よ
う
と
直
販
事
業

に
よ
る
地
産
外
商
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。津
野
町
は
、

古
く
か
ら
土
佐
の
銘
茶
の
一
つ
「
六
蔵
茶
」
の
産
地
と
し
て
茶
業

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
町
で
、
今
も
豊
か
な
自
然
の
中
で
栽
培

さ
れ
て
い
る
お
茶
は
、
色
や
香
り
も
よ
く
、
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
こ
の
お
茶
を
使
っ
た
特
産
品
づ
く
り
に
取
り
組
み
、「
ほ

う
じ
茶
大
福
」を
主
力
と
す
る
加
工
品
を
昨
年
商
品
化
し
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
を
直
販
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
地
域
で
栽
培

さ
れ
る
新
鮮
な
野
菜
や
様
々
な
加
工
品
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
高
知
市
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
直
販
事
業
に
よ
る
地
産

外
商
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
競
争
が
激
化
す
る
直
販
事
業
で
、
一

定
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
町
の
大
き
な
活
性
化
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

過
疎
高
齢
化
に
対
し
て
は
、
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
を
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
の
無
料
化
、
幼
稚
園
授
業
料
の
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援
の
充

実
は
、
若
者
定
住
住
宅
分
譲
、
住
宅
取
得
奨
励
助
成
事
業
な
ど
の

若
者
定
住
の
支
援
事
業
と
合
わ
せ
、
定
住
に
繋
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
教
育
を
津
野
町
に
住
む
魅
力
の
一
つ

に
位
置
づ
け
よ
う
と
、
特
色
あ
る
教
育
を
築
き
上
げ
る
た
め
教
育

委
員
会
に
学
力
向
上
対
策
室
を
設
置
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

動
き
始
め
、
光
り
輝
き
始
め
た
津
野
町
「
清
流
と
風
と
歴
史
に

会
え
る
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
町
民
と
と
も
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

リーダー塾修了者エッセー
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三
重
県
は
、都
内
初
と
な
る
シ
ョ
ッ
プ
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
構

成
さ
れ
る
首
都
圏
営
業
拠
点
『
三
重
テ
ラ

ス
』
を
去
る
９
月
28
日
（
土
）
に
、東
京
・

日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ
の『
三

重
テ
ラ
ス
』
を
核
に
、「
食
」
や
「
観
光
」、

「
歴
史
」、「
文
化
」、「
産
業
」
な
ど
の
三

重
県
の
「
旬
」
の
魅
力
に
つ
い
て
、
今
後

強
力
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
重
と
日
本
橋
と
の
縁

　

三
重
県
は
、
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
、
20
年
に
一

度
の
「
式
年
遷
宮
」
を
迎
え
た
伊
勢
神
宮

や
平
成
26
年
に
世
界
遺
産
登
録
10
周
年
を

迎
え
る
熊
野
古
道
、
松
尾
芭
蕉
や
忍
者
の

ふ
る
さ
と
伊
賀
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

聖
地
・
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
な
ど
、
多
く
の

観
光
地
を
擁
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
橋
は
か
つ
て
多
く
の
伊
勢

商
人
の
お
店
が
軒
を
連
ね
た
場
所
で
あ

り
、
今
な
お
、
三
重
ゆ
か
り
の
企
業
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
橋
か
ら

伊
勢
神
宮
へ
の
ル
ー
ト
は
、
江
戸
時
代
の

旅
文
化
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
橋
と
い
う
地
は
歴
史
的

に
も
三
重
県
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
首
都

圏
、
さ
ら
に
は
世
界
と
つ
な
が
る
三
重
の

新
し
い
玄
関
口
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
重
の
魅
力
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

　

１
階
の
シ
ョ
ッ
プ
は
、「
本
物
志
向
」「
品

質
重
視
」「
価
値
重
視
」
を
基
本
に
、
三

重
の
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
た
食

や
伝
統
工
芸
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま

た
、伝
統
工
芸
の
良
さ
を
生
か
し
た
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
な
ど
も
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　

同
じ
フ
ロ
ア
で
展
開
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
三
重
県
の
旬
の
食
材
を
イ
タ
リ
ア
ン

ス
タ
イ
ル
で
仕
立
て
た
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
提

供
し
、
三
重
の
豊
か
な
山
の
幸
・
海
の
幸

を
ご
堪
能
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、

２
階
に
設
け

た
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
で

は
、
三
重
県

の
文
化
・
伝

統
・
風
土
な

ど
を
知
る
こ

と
の
で
き
る

場
と
し
て
企

画
展
や
セ
ミ

ナ
ー
の
ほ

か
、
三
重
県
内
の
生
産
者
と
首
都
圏
の
事

業
者
と
の
商
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
ご

用
意
し
、
三
重
へ
の
旅
の
ご
相
談
も
承
っ

て
い
ま
す
。

　

内
装
で
は
、
尾
鷲
ひ
の
き
を
使
用
し
た

什
器
を
は
じ
め
、
伊
勢
神
宮
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
木
の
格
子
天
井
、
組
子
の
天
井
照
明

や
伊
勢
形
紙
の
行
燈
、
伊
勢
木
綿
の
カ
ー

テ
ン
や
鈴
鹿
墨
染
め
の
暖
簾
、
四
日
市
萬

古
焼
や
伊
賀
焼
の
タ
イ
ル
、
伊
賀
く
み
ひ

も
の
メ
ニ
ュ
ー
ブ
ッ
ク
な
ど
、
三
重
県
が

誇
る
匠
の
技
を
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
よ
う
に

随
所
に
設
え
た
、
品
格
の
あ
る
空
間
を
演

出
し
て
い
ま
す
。

三
重
テ
ラ
ス
の
役
割

　
『
三
重
テ
ラ
ス
』
の
役
割
は
、
三
重
県

内
の
事
業
者
が
首
都
圏
で
の
販
路
拡
大
を

図
る
「
出
口
」
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ

く
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
の
方
々

が
三
重
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
「
入
り
口
」

と
し
て
三
重
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
で
あ

る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
三

重
県
ゆ
か
り
の
店
舗
や
企
業
等
と
の
連

携
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
創
出
な
ど
に
つ

な
が
る
営
業
活
動
を
総
合
的
に
進
め
、
県

内
へ
の
観
光
誘
客
や
県
産
品
の
販
路
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、『
三
重
テ
ラ
ス
』で
、三
重
の「
旬
」

の
魅
力
を
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。「
お

も
て
な
し
」
の
心
で
皆
様
の
お
越
し
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
交
通
ア
ク
セ
ス
】

　

地
下
鉄
銀
座
線
、
半
蔵
門
線
の
「
三
越

前
」
駅
に
直
結

三
重
県
の「
旬
」の
魅
力
を
発
信
！

　

〜
「
三
重
テ
ラ
ス
」
オ
ー
プ
ン
〜

アンテナ
ショップ情報

三
重
県
雇
用
経
済
部
三
重
県
営
業
本
部
担
当
課 

主
査　

●　

山
本
佳
子

１階のショップの様子

２階のイベントスペース
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は
じ
め
に

　

全
国
各
地
で
地
域
資
源
を
活
用
し
た
独

自
の
地
域
再
生
の
試
み
が
行
わ
れ
る
中
、

大
分
県
別
府
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ベ
ー
ス
の
事
業
活
動
を
基
礎
に
地
域
資
源

の
発
掘
、
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
よ
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト「
オ
ン
パ
ク（
別

府
八
湯
温
泉
泊
覧
会
）」
や
そ
の
温
泉
地

特
有
の
文
化
的
景
観
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
い
、
地
域
の
再
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
平
成
12
年
に
設
置

さ
れ
た
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ

Ｐ
Ｕ
）
は
学
生
や
教
員
の
約
半
数
が
外
国

人
で
あ
り
、
多
く
の
外
国
人
が
暮
ら
す
ま

ち
と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
さ
ら

に
近
年
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
資
源
に
創

造
性
の
あ
る
現
代
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
を
図
る
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　

実
践
塾
で
は
、
こ
の
よ
う
な
別
府
の
経

験
を
地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
「
ま
ち
づ

く
り
」、「
地
域
づ
く
り
」
と
し
て
概
念
化

し
た
「
分
散
・
体
験
型
見
本
市
」
の
活
用

に
焦
点
を
当
て
て
行
っ
た
。
ま
た
、
実
践

塾
は
、
概
念
と
実
践
を
組
み
合
わ
せ
た
講

義
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
構
成
し
、「
分

散
・
体
験
型
見
本
市
」
の
開
催
の
た
め
の

計
画
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
践
を
目
指
す
も
の

と
し
た
。
以
下
、
概
要
を
説
明
す
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
の

概
念
と
事
例

　

ま
ず
、
総
論
・
問
題
提
起
と
し
て
、
三

好
が
、
地
域
開
発
に
お
け
る
代
替
ア
プ

ロ
ー
チ
の
必
要
性
と
地
域
開
発
の
た
め
の

集
合
的
活
動
に
よ
る
組
織
的
な
付
加
価
値

創
造
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
特
に
、
別
府

オ
ン
パ
ク
、
そ
の
流
れ
を
組
む
総
社
「
み

ち
く
さ
小
道
」、
そ
し
て
「
長
崎
さ
る
く
」

の
経
験
を
踏
ま
え
た
「
分
散
・
体
験
型
見

本
市
」
の
概
念
に
つ
い
て
紹
介
し
、
そ
の

「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
活
用
可
能
性
を
強

調
し
た
。

　

分
散
・
体
験
型
見
本
市
は
、
多
様
な
地

域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
人
々
に
よ
る

小
さ
な
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
集

め
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
広
く
紹
介
す
る
事

業
で
あ
る
。イ
ベ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

と
多
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
者
と
の
適
切

な
役
割
分
担
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
の
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
活
動
を
広
く

人
々
に
周
知
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
活
動

の
促
進
に
よ
っ
て
地
域
の
活
性
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
特
別
講
師
の
浜
田
別
府
市
長
か

ら
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
行
政
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
事
例
報
告
を
い
た
だ
い

た
。
別
府
市
は
、
海
、
山
、
緑
そ
し
て
豊

か
な
温
泉
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
一
層
住
み
良
い
生

活
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
む
人

も
訪
れ
る
人
も
、
い
き
い
き
と
輝
く
、
豊

か
な
生
活
交
流
圏
の
創
造
に
努
め
て
い
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ト
ウ
・
オ
ン
パ
ク
」

の
門
脇
氏
か
ら
は
、
地
域
の
活
性
化
の
た

め
の
地
域
資
源
の
発
見
と
そ
の
多
様
な
地

域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た「
ま
ち
づ
く
り
」

の
必
要
性
と
、
地
域
の
人
が
主
役
に
な
る

場
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
起
こ
す
場
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
る
地

域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
別
府
オ
ン
パ
ク
に

つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
代
表
理
事
の
山
出
氏

か
ら
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
し
新
た
な

魅
力
を
創
出
す
る
た
め
の
、
ア
ー
ト
に

よ
っ
て
地
域
を
つ
な
げ
る
「
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｕ

　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
活
動
、
別
府
現

代
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
混
浴
温
泉
世

界
」
の
開
催
、「
ベ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
・
マ

ン
ス
」
の
開
催
等
、
ア
ー
ト
を
活
か
し
た

別
府
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
い
た

だ
い
た
。

　

さ
ら
に
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

事
務
局
次
長
の
村
田
氏
か
ら
は
、84
カ
国
・

地
域
の
学
生
が
つ
く
り
出
す
多
文
化
キ
ャ

ン
パ
ス
と
、日
本
人
・
留
学
生
入
り
交
じ
っ

て
の
課
外
活
動
、
小
中
学
校
で
の
国
際
理

解
教
室
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
地
域

交
流
等
、
別
府
市
の
文
化
の
多
様
化
に
対

す
る
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
貢
献
に
つ
い
て
紹
介
い
た

だ
い
た
。

　

い
ず
れ
も
、
多
様
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
小
さ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
と
り
ま

地
域
再
生
実
践
塾　

平
成
25
年
度
第
５
回　

大
分
県
別
府
市

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
大
学
院
教
授　

●　

三
好
皓
一

多
様
な
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り

〜 
「
分
散
・
体
験
型
見
本
市
」
に
焦
点
を
当
て
て
〜

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
再
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
再
生
実
践
塾
」
を
開
催
し
て
い
る
。
今
月
号
で
は
大

分
県
別
府
市
で
行
わ
れ
た
第
５
回
実
践
塾
の
開
催
内
容
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
三

好
皓
一
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
大
学
院
教
授
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

 

（
地
域
支
援
課
）
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と
め
、
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
す

も
の
で
あ
り
、
分
散
・
体
験
型
見
本
市
に

通
じ
る
要
素
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
と
し
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
者
は
6

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
三
好
と
「
イ

ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
」
事
務
局
長
の
岡
部

氏
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
「
分
散
・
体
験
型
見
本
市
」

に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
計
画
づ
く
り
に
つ

い
て
議
論
し
た
。

　

ま
ず
、別
府
オ
ン
パ
ク
か
ら
始
ま
る「
分

散
・
体
験
型
見
本
市
」
に
つ
い
て
、
岡
部

氏
が
タ
イ
・
ス
リ
ン
県
に
お
い
て
実
施
し

た「
ス
リ
ン
よ
い
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
事
例
を
紹
介
し
、
文
脈
の
異
な
る
と
こ

ろ
で
の
そ
の
活
用
可
能
性
と
効
果
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
事

例
と
し
て
、
別
府
鉄
輪
と
北
浜
で
「
ま
ち

あ
る
き
」
を
体
験
し
、
新
た
な
気
づ
き
の

場
と
し
て
の
「
ま
ち
あ
る
き
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
認
し
た
。

　
「
分
散
・
体
験
型
見
本
市
」
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
計
画
づ
く
り
の
作
業
は
、
グ
ル
ー

プ
・
メ
ン
バ
ー
が
特
定
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
帰
属
し
て
い
る
と
想
定
し
、
自
分

た
ち
の
体
験
を
も
と
に
議
論
し
、
今
後
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
文
脈
の
中
で
開
発
に
活
か
す
契
機

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
下
記
の
設
問
を

も
と
に
行
っ
た
。

（
１ 
）
メ
ン
バ
ー
が
知
っ
て
い
る
地
域
の

達
人
（
特
定
分
野
に
秀
で
た
人
材
）

を
20
人
〜
30
人
挙
げ
、
彼
ら
が
そ
れ

ぞ
れ
の
場
で
提
供
し
得
る
小
さ
な
体

験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
。

（
２ 

）
提
示
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か
ら

具
体
例
２
つ
を
選
択
し
、
詳
細
を
設

定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
イ
メ
ー
ジ
を

確
認
す
る
。

（
３ 

）
想
定
し
た
20
〜
30
の
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
一
定
の
期
間
に
「
分
散
・

体
験
型
見
本
市
」
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
実
施

の
た
め
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作

成
す
る
。

　

作
業
は
、
用
意
し
た
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

活
用
し
つ
つ
、
模
造
紙
に
ポ
ス
ト
イ
ッ
ト

を
使
い
行
っ
た
。
作
業
は
グ
ル
ー
プ
・
メ

ン
バ
ー
が
実
名
で
達
人
を
推
挙
し
、
議
論

が
具
体
的
に
な
る
よ
う
に
努
め
た
。
各
グ

ル
ー
プ
は
、
熱
心
に
議
論
し
、
興
味
深
い

計
画
を
策
定
し
、
結
果
を
報
告
し
た
。

お
わ
り
に

　

今
求
め
ら
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
外
部
か
ら
の
大
き
な
ハ
ー
ド
や
ソ
フ

ト
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
地

域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
、
地
域
の
人
々
に

よ
っ
て
継
続
的
に
再
現
し
得
る
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
す
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
で
あ
る
。
多
様
な
地
域
資
源
を

活
用
し
た
小
さ
な
活
動
を
多
数
集
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

の
大
き
な
力
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。
本
実
践
塾
は
そ
の
よ
う
な
思
考
へ
の

契
機
に
な
れ
ば
と
考
え
実
施
し
た
。

地域再生実践塾

フィールドワークの様子（竹瓦温泉）

参加者によるイベント計画策定のためのグループ作業

平成25年度第５回　地域再生実践塾の概要
＜日　程＞
第１日目　平成25年10月23日（水）
　Lecture 1　「総論・問題提起」 
　　　　　　主任講師： 立命館アジア太平洋大学大学院アジア

太平洋研究科　教授　三好　皓一　氏
　Lecture 2　「地域づくりのための行政の取り組み」
　　　　　　特別講師：別府市長　浜田　博　氏
　Lecture 3　「オンパク（別府八湯温泉泊覧会）について」
　　　　　　特別講師： NPO法人ハットウ・オンパク
　　　　　　　　　　　門脇　邦明　氏
　Lecture 4　 「アートを活かした別府のまちづくりについて」
　　　　　　特別講師： NPO法人BEPPU PROJECT代表理事

　山出　淳也　氏
第２日目　10月24日（木）
　Field Work 1　 「分散・体験型見本市を使ったワークショップ

の活用」　
　　　　　　特別講師：Institute for Community Design
　　　　　　　　　　　事務局長　岡部　有美子　氏
　Lecture 5　「APUと別府市の関わりについて」
　　　　　　特別講師：立命館アジア太平洋大学事務局次長
　　　　　　　　　　　村田　陽一　氏
　Field Work 2　「立命館アジア太平洋大学視察」
　Field Work 3　「鉄輪温泉街・北浜エリアまち歩き」
　Group Work 1　「視察・体験結果のとりまとめ」
　　　　　　主任講師：三好　皓一　氏
　　　　　　ファシリテーター：岡部　有美子　氏
第３日目　10月25日（金）
　Group Work 2　「グループ発表・講評」
　　　　　　主任講師：三好　皓一　氏
　Lecture 6　「総括」
　　　　　　主任講師： 三好　皓一　氏
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豊
か
な
自
然
や
「
食
」、

絶
え
な
い
観
光
客

　

和
歌
山
県
海か

い

草そ
う

郡
紀
美
野
町
は
、
和
歌

山
県
北
部
に
位
置
す
る
人
口
１
万
１
２
７

人
（
平
成
25
年
９
月
現
在
）
の
中
山
間
地

で
す
。
平
成
18
年
1
月
1
日
に
旧
野
上
町

と
旧
美
里
町
が
合
併
し
、
互
い
の
町
名
と

紀
州
の
紀
を
用
い
て
、「
紀
美
野
町
」
に

な
り
ま
し
た
。

　

高こ
う

野や

街
道
に
並
ぶ
歴
史
的
建
造
物
、
ス

ス
キ
が
生
い
茂
る
生お

石い
し

高
原
や
美
里
天
文

台
な
ど
、
歴
史
や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
個
性
豊
か
な
パ
ン
屋
、
地

元
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
、
イ

タ
リ
ア
料
理
屋
、
農
家
が
作
る
本
格
的

ジ
ェ
ラ
ー
ト
屋
、
カ
フ
ェ
を
併
設
す
る
陶

芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
食
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

関
西
都
市
圏
か
ら
１
時
間
半
程
度
と
比

較
的
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
ま
た
高
野
山
ま

で
１
時
間
程
度
の
距
離
に
あ
る
た
め
、
１

年
を
通
し
て
観
光
客
が
絶
え
ま
せ
ん
。

続
く
人
口
減
、
移
住
・
交
流
を
推
進

　

一
方
で
、
合
併
以
降
の
６
年
間
、
年
間

１
０
０
人
の
ペ
ー
ス
で
人
口
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
。
特
に
旧
美
里
地
域
の
人
口
の

減
少
が
大
き
い
た
め
、「
美
里
ふ
る
さ
と

村
」
を
拠
点
と
し
た
都
市
農
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
平
成
12
年
ご
ろ
に
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
18
年
に
は
和
歌
山
県
が

推
進
す
る
「
わ
か
や
ま
田
舎
暮
ら
し
支
援

事
業
」
の
移
住
・
交
流
に
関
わ
る
モ
デ
ル

町
に
な
り
、
役
場
内
に
移
住
相
談
か
ら
地

域
案
内
ま
で
を
行
う
一
元
的
窓
口
（
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
パ
ー
ソ
ン
）を
設
置
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
町
と
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
き
み
の
定
住
を
支
援
す
る

会
」
が
連
携
し
、
移
住
・
交
流
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
や
古
民
家
改
修
な
ど

の
田
舎
暮
ら
し
体
験
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
性
が

高
く
、
体
験
事
業
が
移
住
に
結
び
つ
い
て

い
な
い
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
原
因
を
検

討
し
た
結
果
、
空
き
家
の
提
供
元
で
あ
る

地
元
住
民
に
、「
き
み
の
定
住
を
支
援
す

る
会
」の
活
動
が
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

体
験
事
業
参
加
者
に
紀
美
野
町
で
の
実
際

の
暮
ら
し
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
が
問
題
と
し
て
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。

移
住
促
進
に
向
け
交
流
会
、

３
８
８
人
が
参
加

　

そ
こ
で
、地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の「
移

住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
支
援
事
業
」

を
活
用
し
て
、「
き
み
の
定
住
を
支
援
す

る
会
」
が
主
体
と
な
っ
て
「
ほ
ん
ま
も
ん

交
流
会
」を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
体
験
内

容
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
住
民
と
移

住
希
望
者
、
移
住
者
と
移
住
希
望
者
、
移

住
希
望
者
同
士
の
「
交
流
」
を
主
軸
に
置

（
和
歌
山
県
紀
美
野
町
）

　

移
住
・
交
流
推
進
支
援
事
業

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
」　
●　

宮
根
恭
子

　

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
地
域
活
性
化
策
の
柱

と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
移
住
・
交
流
に
よ
る
地
域
活
性

化
支
援
事
業
」と
し
て
、地
域
団
体
も
し
く
は
市
町
村
等
が
自
主
的･

主
体
的
に
実
施
す
る
、

都
市
住
民
な
ど
を
受
け
入
れ
る
事
業
を
支
援
し
て
い
る
。
今
回
は
平
成
24
年
度
に
同
事
業

を
活
用
し
た
和
歌
山
県
紀
美
野
町
の
取
り
組
み
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
き
み
の
定
住

を
支
援
す
る
会
」
の
宮
根
恭
子
氏
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

 

（
企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
課
）

地元住民との交流会の模様

移
住
促
進
に
向
け
「
ほ
ん
ま
も
ん
」
の
交
流
会

〜
紀
美
野
町
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
示
す
〜
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く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
紀

美
野
町
の
真
国
地
区
で
芸
術
を
取
り
入
れ

た
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
参
加
し
た
実
績
を

持
つ
「
移
住
者
の
母
の
会
（
ま
ま
ー
ず
）」

を
ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
、
先
輩
移
住
者
の
視

点
を
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
「
ほ
ん
ま
も
ん
交
流
会
」
で
は
、
8
つ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
合
計
28
日
間
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
大
阪
圏
内
か
ら
の
移

住
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
こ
と
を
考
慮

し
、
大
阪
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

や
関
連
公
共
施
設
、
町
近
郊
の
飲
食
店
や

タ
ウ
ン
情
報
誌
な
ど
に
広
報
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
延
べ
３
８
８
人
か
ら
参
加
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

移
住
後
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
示

　

８
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
紀
美
野
町

の
紹
介
↓
移
住
に
向
け
た
安
心
安
全
な
家

庭
菜
園
の
作
り
方
と
初
歩
的
な
家
屋
改
修

の
技
術
習
得
↓
田
舎
で
働
く
、
と
い
う
３

ス
テ
ッ
プ
を
作
り
、
定
住
後
の
生
活
の
充

実
を
意
識
し
た
情
報
提
供
を
行
い
ま
し

た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
師
に
は
地
元
住
民
を

招
き
、
直
接
移
住
希
望
者
と
話
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
地
区
の
地
元
住
民
と
移
住
希
望
者
が
交

流
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
紀
美
野
町
の
町
史
編
纂
長

や
猟
友
会
長
が
講
師
を
行
っ
た
ほ
か
、
地

域
散
策
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
区
長
に
も

協
力
を
要
請
し
て
地
区
の
回
覧
板
で
移
住

希
望
者
と
の
交
流
会
（
お
茶
会
）
を
開
催

す
る
旨
を
広
報
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
に

も
移
住
促
進
の
協
力
者
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
、「
こ
ん
な
何
も
な
い
と
こ
ろ
」
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
移
住
を
考
え
て
い

る
人
が
い
る
こ
と
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資

源
が
あ
る
こ
と
を
、
少
し
で
も
知
っ
て
い

た
だ
く
の
が
目
的
で
し
た
。
交
流
会
の
雰

囲
気
は
地
区

に
よ
っ
て
異

な
り
、
移
住

に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い

る
地
区
ほ
ど

具
体
的
な
生

活
に
関
す
る

話
と
な
り
、

セ
ミ
ナ
ー
の

よ
う
な
形
に
な
っ
た
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
紀
美
野
町
へ
移
住
後
に
起

業
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
方
や
、
地

域
に
溶
け
込
み
地
域
の
仕
事
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
方
の
講
演
会
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
組
み
込
み
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ

す
基
本
的
な
心
構
え
に
加
え
て
、
田
舎
で

起
業
す
る
う
え
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
な
ど
、
紀
美
野
町
に
定
住
さ
れ
た

方
々
に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
事
で
、
リ

ア
ル
な
紀
美
野
町
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
参
加
者
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
と
お
し
て
、

「
ま
ま
ー
ず
」
の
先
輩
移
住
者
に
気
軽
に

相
談
で
き
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
も
努
め
ま

し
た
。
移
住
希
望
者
が
先
輩
移
住
者
に
質

問
す
る
場
面
も
多
く
あ
り
、「
な
ぜ
紀
美

野
町
を
選
ん
だ
か
？
」
と
い
う
質
問
が
一

番
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。「
役
場

の
対
応
が
（
他
の
役
場
と
比
べ
て
）
一
番

親
切
だ
っ
た
か
ら
」
と
い
う
先
輩
移
住
者

の
回
答
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
パ
ー
ソ
ン
の

重
要
性
と
、
連
携
し
て
い
る
「
き
み
の
定

住
を
支
援
す
る
会
」
の
意
義
を
再
確
認
で

き
た
こ
と
も
成
果
の
ひ
と
つ
で
す
。

４
世
帯
６
名
が
移
住
決
定

　

以
上
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
結
果
、「
ほ
ん
ま
も
ん
交
流
会
」
で
初

め
て
紀
美
野
町
に
訪
れ
た
移
住
希
望
者
か

ら
、
４
世
帯
６
名
の
移
住
が
決
定
し
ま
し

た
。
移
住
を
決
め
た
方
は
「
紀
美
野
町
の

雰
囲
気
と
、
移
住
者
と
地
元
住
民
の
関
係

が
良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
移
住
後
も
細
か
い
問
題
が
起

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
き
み
の
定
住

を
支
援
す
る
会
」
で
は
そ
の
よ
う
な
場
合

の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
が
、
近
隣
住
民

の
方
に
も
困
っ
た
と
き
の
相
談
役
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
地
区
に

よ
っ
て
地
元
住
民
と
の
関
係
性
が
異
な
る

こ
と
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
地
域
に
溶
け

込
ん
で
い
く
か
は
移
住
者
の
生
活
や
考
え

方
な
ど
に
よ
る
た
め
、
答
え
は
簡
単
に
は

見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
紀
美
野
町
は
豊
か
な
自
然
と
交

通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
、
移
住
の
相
談
に

訪
れ
る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
移
住
と
な
る
と
、
賃
貸
等
が
可
能

な
空
き
家
が
不
足
し
て
い
る
ほ
か
、
賃
貸

が
可
能
で
あ
っ
て
も
大
幅
な
修
繕
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今
後
は

移
住
希
望
者
に
即
提
供
で
き
る
空
き
家
の

確
保
が
最
重
要
課
題
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
移
住
者
と
地
元
住
民
と
の

友
好
関
係
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
移
住

受
け
入
れ
態
勢
と
、
移
住
支
援
者
と
な
る

地
元
住
民
の
増
加
を
目
指
す
活
動
を
充
実

さ
せ
、
空
き
家
や
空
き
地
な
ど
地
域
資
源

の
さ
ら
な
る
活
用
へ
と
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

住民おすすめのスポットから町内を望む

先輩移住者の自宅を訪問した移住希望者ら
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京
丹
後
市
は
、
京
都
府
の
北
部
、
丹
後

半
島
に
位
置
し
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
・

若
狭
湾
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
美

し
い
海
岸
線
を
は
じ
め
、清
ら
か
な
河
川
、

緑
あ
ふ
れ
る
山
野
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
リ
ア
ス
式
海
岸
の
良
好
な

湾
や
入
江
を
通
し
て
、
古
代
か
ら
大
陸
・

朝
鮮
半
島
と
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
、
市

内
各
地
に
は
古
墳
や
遺
跡
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
も
の
づ
く
り
の
高

度
な
技
術
を
有
す
る
地
と
し
て
知
ら
れ
、

現
在
で
は
丹
後
ち
り
め
ん
の
生
産
や
農

業
、
機
械
金
属
工
業
、
観
光
産
業
が
ま
ち

の
経
済
を
支
え
て
い
る
。

　

今
回
は
京
丹
後
市
弥
栄
町
の
女
性
の
み

に
よ
る
手
づ
く
り
の
グ
ル
ー
プ
「
ウ
ィ
ン

ズ
や
さ
か
野
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
代
表

の
今
西
茅
織
さ
ん
、
役
員
の
新
谷
記
代
子

さ
ん
と
梅
田
て
る
さ
ん
の
お
話
を
基
に
紹

介
す
る
。

地
域
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

　

ウ
ィ
ン
ズ
や
さ
か
野
が
発
足
し
た
の
は

平
成
18
年
。
そ
の
き
っ
か
け
は
「
今
忘
れ

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
先
人
の
暮
ら
し
や

心
、
思
い
や
り
な
ど
を
次
の
世
代
に
受
け

継
い
で
い
き
た
い
」
と
い
う
今
西
さ
ん
の

思
い
だ
っ
た
。

　

弥
栄
町
に
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平

成
生
ま
れ
の
４
世
代
が
暮
ら
し
て
い
る
。

今
西
さ
ん
は
、
こ
の
４
つ
の
世
代
を
あ
ら

わ
す
灯
り
を
と
も
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

が
平
和
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
た
い
と
考
え

た
。
し
か
し
、
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
あ
っ
て
も
実
際
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
市
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
市

の
職
員
が
協
力
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
、
地
域
で
活
動
し
て
い
た
女
性
た
ち
に

声
を
か
け
、
ウ
ィ
ン
ズ
や
さ
か
野
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
メ
ン
バ
ー
の
募

集
に
は
２
７
０
人
が
応
じ
た
。

　

こ
う
し
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成

生
ま
れ
の
４
世
代
の
思
い
を
込
め
て
、
４

本
の
桜
の
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点

灯
し
た
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
は
今
年
で
８

年
目
を
迎
え
る
。
毎
年
趣
向
を
変
え
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。
電
力

は
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
、
環
境
保
全
や

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
も
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
の
設
備
は
京

都
府
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
て
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
点
灯
式
で
は
、
廃
食
用
油
や
廃

ガ
ラ
ス
瓶
を
利
用
し
て
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド

ル
を
点
灯
し
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
た
り
、
ぜ
ん
ざ
い
を
振
る
舞
っ
た
り
し

て
、地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

「
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」

「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る
」
と

今
西
さ
ん
た
ち
は
語
る
。
周
り
の
人
た
ち

が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
が
、
や
り
が
い
に

繋
が
っ
て
い
る
。

気
づ
き
か
ら
活
動
へ

　
「
動
い
た
ら
風
が
お
き
る
。
じ
っ
と
し

て
い
た
ら
風
は
お
き
な
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
ウ
ィ
ン
ズ
（
風
）
が
発
想
さ
れ
、「
や

さ
か
野
に
吹
く
風
、
や
さ
か
野
か
ら
吹
く

風
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
団
体
の
名
称

を
「
ウ
ィ
ン
ズ
や
さ
か
野
」
と
し
た
。「
自

ら
動
く
風
」
に
な
ろ
う
と
、
ウ
ィ
ン
ズ
や

★　団体プロフィール　★

設立年＝平成18年９月
設立・運営主体＝自主的組織
代表者＝会長　今西　茅織
構成員＝140人
〈連絡先〉
〒627-0131
　京都府京丹後市弥栄町和田野700
　電話：0772-65-2903

地域づくり団体探訪Series

ウ
ィ
ン
ズ
や
さ
か
野

京
都
府
京
丹
後
市

心
の
こ
も
っ
た
活
動
で
地
域
に
き
ず
な
を

　
　

〜
〝
さ
わ
や
か
な
風
〞
起
こ
す
、
女
性
の
会
〜

東日本大震災からの復興を願ったイルミネーション
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さ
か
野
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
皮

切
り
に
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

活
動
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
き
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。山
へ
行
く
と
、季
節
に
よ
っ

て
様
々
な
山
野
草
が
咲
い
て
い
る
。
こ
ん

な
に
き
れ
い
な
草
花
を
、「
ぜ
ひ
子
ど
も

た
ち
に
も
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
思
い
、

地
域
の
小
中
学
校
に
届
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の
豊
か
さ
や
強

さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
山

で
採
っ
て
き
た
草
花
に
名
前
と
簡
単
な
説

明
書
き
を
添
え
、
季
節
ご
と
に
届
け
て
い

る
。
特
に
先
生
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
、
う
ち
の
学
校
に
も
置
い
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
か
か
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

の
前
で
話
を
し
た
り
交
流
す
る
機
会
も
生

ま
れ
て
い
る
。

広
が
る
活
動
の
輪

　

活
動
を
始
め
て
３
年
ほ
ど
経
過
し
た
頃

か
ら
、
公
民
館
な
ど
か
ら
声
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
、
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も

運
営
側
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

弥
栄
町
の
文
化
祭
で
は
昔
の
暮
ら
し
を

紙
芝
居
で
紹
介
し
た
り
、
昔
の
お
や
つ
を

実
際
に
調
理
し
て
紹
介
し
た
り
す
る
企
画

や
、
室
内
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

な
ど
、
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
今
年

は
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
に
少
し
で
も
お
手
伝
い
で
き
れ

ば
と
、
東
北
の
物
産
等
の
販
売
や
、
東
日

本
大
震
災
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
う
な
ど
、

震
災
を
忘
れ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
た
。
東

北
の
応
援
は
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

文
化
祭
以
外
に
も
、
他
団
体
と
協
力
し

て
小
学
生
を
対
象
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

室
を
開
催
し
た
り
、
町
内
に
あ
る
蓮
池
で

お
茶
会
を
開
催
し
た
り
と
、
活
動
の
輪
を

広
げ
て
い
る
。

　

会
員
は
現
在
、
１
４
０
名
。
活
動
経
費

は
会
員
か
ら
の
会
費
で
賄
っ
て
い
る
。
す

べ
て
の
メ
ン
バ
ー
が
直
接
活
動
に
携
わ
っ

て
は
い
な
い
た
め
、
山
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
す
る
な
ど
、
会
員
同
士
の
交
流
も

図
っ
て
い
る
。

で
き
る
こ
と
を
す
る

　
「
活
動
す
る
上
で
何
か
課
題
は
あ
り
ま

す
か
」
と
筆
者
が
質
問
し
た
と
こ
ろ
、「
自

分
た
ち
が
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る

の
で
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い

う
明
る
い
答
え
が
す
ぐ
返
っ
て
き

た
。

　

活
動
が
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
市
内
外
に

ウ
ィ
ン
ズ
や
さ
か
野
の
存
在
が
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
都

府
内
の
女
性
団
体
が
「
活
動
を
間
近
で
見

て
参
考
に
し
た
い
」
と
訪
れ
た
り
、
府
内

で
開
催
さ
れ
る
市
民
団
体
に
よ
る
講
演
会

に
呼
ば
れ
た
り
す
る
な
ど
、
市
内
外
の
団

体
と
の
交
流
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
派
手
で
は
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
の

た
め
に
少
し
で
も
動
こ
う
と
し
て
い
る
団

体
だ
と
認
め
て
く
れ
て
い
る
か
な
と
感
じ

て
い
る
」
と
今
西
さ
ん
。「
周
り
の
人
た

ち
も
協
力
し
て
く
れ
る
し
、
良
い
循
環
が

で
き
て
い
る
と
思
う
」
と
い
う
。

　
「
は
り
き
っ
て
何
か
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
し
て

い
る
だ
け
。
地
域
の
こ
と
や
、
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
や
、
自
分
た
ち
仲
間
の
こ
と
を

い
つ
で
も
考
え
て
い
る
よ
と
い
う
気
持
ち

が
、
だ
ん
だ
ん
と
事
業
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
周
り
に
も
伝
わ
り
、
絆
が
し
っ
か
り
し

て
き
た
よ
う
に
思
う
」
と
今
西
さ
ん
は
語

る
。

　

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
か
、
決
し
て

大
き
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
自
分
た
ち
が
楽
し
い
と
思
う
こ
と
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
し
て
、
そ
れ

が
周
り
の
人
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
れ

ば
と
い
う
想
い
が
活
動
に
繋
が
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
さ
さ
や
か
で
地
道
で
は
あ

る
が
、
心
の
こ
も
っ
た
活
動
が
地
域
に
確

か
な
交
流
や
絆
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

 

編
集
委
員　

●　

吉
田　

真
実

● 地域づくり団体探訪

地域の文化祭で昔の暮らしや食べ物を紹介左から新谷さん、今西さん、梅田さん

蓮池でお茶会を開催
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書籍紹介

小田切　徳美　著
岩波書店（2013年8月29日発行）
定価：2,700円＋税

　農山村とは、中山間地のみではなく、離島や遠隔地の平地農村、漁村なども含めた
条件不利地域を表現する総称である。その農山村が高齢化や人口減少などにより衰退
過程にあり、過疎化する農山村という認識から生まれた「限界集落」という言葉もマ
スコミなどを通じて一般的となっている。しかし、その言葉から連想されるのは、「消
滅」である。
　その一方で、地域の強い結びつきや自立性から「農山村は存続する力を持つ」とい
う認識がある。農山村の持つ再生の力までもが消滅しているとは言えないからだ。
　現在、農山村をめぐって「消滅論」と「存続論」がある中、農山村の内外からその
地域を守り、発展させようという再生策が論じられるようになってきた。これが「農
山村再生論」である。農山村の再生にあたっては、地域住民はもちろん、何らかの形
で支援をしようと再生の現場にいるNPOや大学などの役割が大きく、そのネットワー
クは拡大しつつある。
　本書は、農山村の存続に向けた「入門テキスト」として、「理論・政策」、「実態と
それへの対策」、「再生の戦略と政策」で構成され、農山村衰退の背景を冷静に分析し、
再生のための処方箋を多面的に示している。地域問題に関心を持つ学生、地域リーダー
はもとより、地方自治体や将来を担う若者に活用していただきたい１冊である。

『農山村再生に挑む―理論から実践まで』

山下　裕子　著
学芸出版社（2013年10月１日発行）
定価：2,000円＋税

　富山県富山市の中心市街地の一等地にある「富山市まちなか賑わい広場」（愛称：
グランドプラザ）は、2007年９月に誕生した市の公共施設である。グランドプラザ
を覆うガラスの屋根は、雨や雪などから人々を守るとともに、空模様をまちなかの空
間に取り込んでいる。開業以来、年間100件以上のイベントが開催され、休日の稼働
率ほぼ100％を維持するこの広場は、いかにしてつくられたのか。この本には、その
計画・誕生の経緯、賑わい創出の仕組み、運営方法などが、市民代表として2007年
からグランドプラザ活用委員会に参加し、現在もグランドプラザの運営に携わってい
る山下裕子氏の言葉で記されている。
　「もし、いまから広場をつくるなら、中心市街地の超一等地のもともと人通りの多
い場所に、まちなか広場として整備しましょう。なぜなら、広場とは、空っぽな空間
であり、広場単体ではなかなか目的地になり得ないためです」。本書で山下氏はこう
語っている。そこに行くことが目的ではなく、その場で人とふれあい、何かをするこ
とが目的となる公共施設。市民相互の交流の拠点であり活動の場であるグランドプラ
ザは、そういう意味で大きな可能性を持った新しい形の公共施設と言えるだろう。
　グランドプラザが市民の集まる空間となり得た背景には、まさに市民と行政との協
働がある。協働への取り組みを実施しようとする方、この本を読んで実践のノウハウ
を学んでみてはいかがだろうか。

『にぎわいの場　富山グランドプラザ
 稼働率100％の公共空間のつくり方』
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「あなたが好きなまち・朝来市」
を目指して

朝来市長　●　多次勝昭

45 2013・12月号

　

朝
来
市
は
、
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
人
口
約
３
万
３

千
人
の
ま
ち
で
、
平
成
17
年
４
月
に
旧
朝
来
郡
４
町
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
海
に
流
れ
る
市
川
と
、
日
本
海
に
そ
そ
ぐ
円
山
川
の
源

流
を
発
す
る
山
々
と
、
そ
の
麓
に
広
が
る
田
園
な
ど
、
豊
か
で
美

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
歴
史
・
文
化
に
あ
ふ
れ
た
見
ど
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、

１
２
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
生
野
銀
山
や
鉱
山
に
関
す
る
近
代
化

産
業
遺
産
群
を
は
じ
め
、
近
畿
地
方
最
大
級
の
規
模
を
持
つ
円
墳

「
茶
す
り
山
古
墳
」、
美
術
館
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
作
品
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
」、
山
陰
地
方
随
一
の

規
模
を
誇
る
「
大
町
藤
公
園
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
の

が
、
国
史
跡
・
竹
田
城
跡
で
す
。

　

標
高
３
５
３
メ
ー
ト
ル
の
古
城
山
山
頂
に
築
か
れ
た
偉
容
は
、

別
名
・
虎
臥
城
と
も
呼
ば
れ
、
日
本
屈
指
の
現
存
す
る
総
石
垣
の

山
城
遺
構
と
し
て
、
平
成
18
年
に
は
日
本
１
０
０
名
城
に
選
定
さ

れ
、
そ
の
後
、
秋
の
雲
海
を
は
じ
め
と
す
る
幻
想
的
な
風
景
が
マ

ス
コ
ミ
な
ど
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
爆
発
的
な
人

気
を
集
め
て
お
り
、
平
成
17
年
に
は
１
万
２
千
人
ほ
ど
で
あ
っ
た

訪
問
者
数
が
24
年
度
に
は
24
万
人
近
く
ま
で
の
伸
び
を
見
せ
て
お

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
急
増
す
る
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
竹
田
城
跡
の
み
に
立
ち
寄
る
観
光
客
に
少
し
で
も
長

く
滞
在
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
風
情
あ
る
竹
田
の
城

下
町
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
11
月
10
日
に
は
、
造
り

酒
屋
の
建
物
を
改
築
し
た
「
た
け
だ
城
下
町
交
流
館
」
を
核
施
設

と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
増
え
続
け
る
観
光
客
に
よ
る
影
響
と
し
て
、
駐
車
場
不

足
に
よ
る
渋
滞
と
そ
の
対
応
、
ト
イ
レ
な
ど
の
関
連
施
設
の
整
備

と
維
持
管
理
、
ま
た
、
入
城
者
増
加
に
よ
る
影
響
か
ら
石
垣
に
崩

落
の
懸
念
が
出
る
な
ど
の
弊
害
も
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
解
消

の
経
費
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
10
月
か
ら
は
１
人

３
０
０
円
の
観
覧
料
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
史
跡

保
存
と
観
光
と
が
両
立
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
５
月
の
市
長
就
任
以
来
、
私
は
「
対
話
を
基
調
と
し

た
心
優
し
い
温
も
り
の
市
政
の
実
現
」
へ
向
け
、「
健
康
づ
く
り

と
医
療
体
制
の
充
実
」「
支
所
機
能
の
充
実
と
地
域
協
働
」「
子
育

て
支
援
な
ど
の
人
口
対
策
」「
農
林
・
商
工
業
の
振
興
」「
行
財
政

改
革
推
進
で
市
民
満
足
度
１
０
０
％
の
実
現
」の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

だ
れ
も
が
誇
り
を
持
て
る
朝
来
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
へ
向
け
、「
あ
な
た
が
好
き
な
ま
ち
・
朝
来
市
」を
テ
ー

マ
に
、
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
第
２
次
朝
来
市
総
合
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
問
題
で
も
あ
り
、
朝
来
市
も
例
外
で
は
な
い
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
策
と
し
て
、「
朝
来
市
に
人
が
集
ま
り
、

留
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」「
若
者
世
代
を
軸
と
し
た
人
口
政
策
」
を

中
心
に
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
、
地
域
の
絆
づ
く

り
、生
涯
現
役
の
場
お
こ
し
な
ど
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
朝
来
市
に
、
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
自
然
と
歴
史
あ
ふ
れ
る
朝
来
市
に
ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

045　首長コラム.indd   45045　首長コラム.indd   45 2013/11/07   13:19:422013/11/07   13:19:42



462013・12月号北海道
平成25年度　北海道観光ポスター（公益社団法人北海道観光振興機構）

046　都道府県漫遊.indd   46046　都道府県漫遊.indd   46 2013/11/01   11:42:072013/11/01   11:42:07



47 2013・12月号

手
前
み
そ

　

で
す
が
…

福
島
県

下郷町 179

下郷町は福島県会津地方の南部に位置
し、周囲は那須山系などの山々に囲

まれ、町のほぼ中央を南西から北東に阿賀
川（大川）が貫流し、面積の約87％は森
林に覆われる緑豊かな歴史のある町です。
下郷町の観光地としては、江戸時代にタイ
ムスリップしてしまったかのような茅葺き
屋根の町並みが美しく、年間100万人が
訪れる国選定伝統的建造物群「大内宿」、
長い年月にわたり浸食・風化により塔状の
奇観を示す天然の彫刻、国指定天然記念物
「塔のへつり」、標高わずか800ｍの山に

むかしといまが出逢える場所　下郷むかしといまが出逢える場所　下郷

高山植物が群生する国指定天然記念物「中山風穴地特殊植物群落」、山深い
渓谷に包まれた湯量豊富な「湯野上温泉」などがあり、いずれも自然豊かで
心休まる場所です。
　きっと出会える。きっと見つかる。心のふるさと下郷町にぜひ一度お越し
ください。

■ 湯野上温泉　山間のなかに民宿と旅館が点在し、湯
量豊富な源泉100％の温泉

■ 中山風穴地特殊植物群落　標高わずか800ｍの山腹では、真夏でも５～10℃の冷
気が噴き出し、自生しないはずの高山植物が見られる。写真はアイヅシモツケ（左）
とオオタカネバラ

■ なかやま雪月火　毎年２月第３土曜日に開催。雪月
火とは、会津山間地ならではの「雪」と冬の夜空に
青白く輝く「月」、そして「火」は、ろうそくの灯り
を表し、約2000本の灯りが幻想的な世界をつくりだ
す（日本夜景遺産に認定）

■ 塔のへつり　100万年の歳月をかけて浸食と風化を繰り返し出来上がった見事
な景観。「へつり」とは方言で、この地方で断崖絶壁の危険な道や場所のこと
を言う

■ 大内宿雪祭り　毎年２月第２土・日曜日に開催。宿場内には雪の灯籠が並び夜は花火
の打ち上げが行われる

むかしといまが出逢える場所　下郷
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482013・12月号

　「地域づくり総務大臣表彰」や「ふるさとイベント大賞」を受賞し

た地域の活性化に励む優れた取り組みを10～15分ほどの動画にまと

め、様々な活動のヒントになるようにインターネット上で公開してい

ます。

　受賞団体の活動内容がよくわかり、関係者の生の声を聞くことがで

きる動画によって、活字だけでは知ることのできなかった活動やイベ

ントの様子も紹介されています。ぜひ地域づくりの一助としてお役立

てください。

◆今年度公開予定の動画

○平成24年度　地域づくり総務大臣表彰　27団体、３名及び表彰式

○第17回　ふるさとイベント大賞　６イベント及び表彰式

　地域活性化センターHPトップにある「地域づくりTV」（左側のバ

ナー）から視聴できます。

　また、『地域づくりTV』でも検索できますのでご覧ください。

【問い合わせ先】振興部地域支援課　TEL 03-5202-6137 

　全国地域リーダー養成塾は、様々な分野で既存の枠にとらわれない斬新かつ大胆な発想のでき

る地域のリーダーの養成を目的とした、体系的かつ効果的なカリキュラムによる研修です。

　平成元年度から開講し、24年度までに813名の感性豊かな実行力のある地域のリーダーを養

成してきました。現在、25年度の塾生が研修を行っています。

　熱意ある皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

●研修期間　　平成26年５月から平成27年１月下旬

●募集人数　　40名

●応募資格　　地方公共団体等の職員、地域づくり団体等のメンバー（募集案内参照）

●研修内容　　 地域づくりの専門家・実践家等による講義のほか、プレゼンテーション研修、ファシリテーション研修など

のグループ演習を取り入れ、実践を重視した研修を行います。

　　　　　　　 また、主任講師による少人数のゼミナール形式の講座を開講し、塾生各自が地域のテーマを見つけ、調査･研

究に取り組み、成果を修了レポートにまとめます。きめ細かい指導により、｢自ら考える力｣を養います。

●申し込み　　 募集案内及び参加申込書は、センターのホームページ（「地域づくり百科」http://www.chiiki-dukuri-

hyakka.or.jp）からダウンロードできます。

●応募方法　　平成26年１月17日（金）までに、各市区町村担当課へ応募書類を提出してください。

●問い合わせ先　　研修交流課　（電話）03-5202-6135

平成26年度全国地域リーダー養成塾
塾生の募集！

『総務大臣表彰』等受賞団体の動画公開中
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リーダー塾修了者エッセー
故郷への思いから 池田三男

アンテナショップ情報
三重県の「旬」の魅力を発信！ 山本佳子

地域再生実践塾　大分県別府市
多様な地域資源を組み合わせたまちづくり 三好皓一

移住・交流推進支援事業　和歌山県紀美野町
移住促進に向け「ほんまもん」の交流会 宮根恭子

地域づくり団体探訪　京都府京丹後市
ウィンズやさか野
心のこもった活動で地域にきずなを

レギュラーリポート

2013 -12

書籍紹介

首長の思い
「あなたが好きなまち・朝来市」を目指して
 多次勝昭（朝来市長）

センター通信

グラビア

特　集

 1 巻頭エッセー／沖縄の優位性、潜在力の発揮に向けて 仲井眞弘多（沖縄県知事）　　

　 　  古民家を活用したまちづくり
 4 基調論文  古民家の再生で地域活性化を 濱崎一志（滋賀県立大人間文化学部 教授）　　
 8 北海道厚真町　古民家再生で魅力あるまちづくり 大坪秀幸　　
 10 秋田県湯沢市　旧家の住宅を地域住民に開放、交流拠点に 泉　秀雄　　
 12 茨城県　古民家レストランで地域の賑わいづくり 塙　淳子　　
 14 千葉県大多喜町　古民家を再生、体験宿泊などに活用 上治　信　　
 16 埼玉県所沢市　都市住民に新たなライフスタイルを提案 峯岸祐高　　
 18 岐阜県美濃市　歴史的建造物を生かしたまちづくり 早戸智也　　
 20 福井県若狭町　古民家でよみがえる宿場町 岡本潔和　　
 22 京都市　貴重な京町家を再生、現代に生かす 丹羽結花　　
 24 兵庫県篠山市　歴史的建物をレストランや交流の場に 村上由樹　　
 26 島根県大田市　「地域の宝」の継承に向けて 小野将史　　
 28 山口県山口市　女性の視点で古民家の魅力を発信 松浦奈津子　　
 30 徳島県三好市　「一日マルシェ」で交流の輪を拡大 𠮷田絵美　　
 32 福岡県糸島市　学生主体で古民家を再生 吉田健志・坂井　猛　　
 34 沖縄県渡名喜村　古民家民宿で島の活性化目指す 桃原礼子　　
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古民家を活用したまちづくり2

都道府県漫遊　　　　【北海道】46

手前みそですが…　　【福島県下郷町】47

　EVENT CORNER

予定
イベント

12月

★日本橋プラザビルイベントスペース

●12月５日（木）～６日（金）
　宝塚市（兵庫県）
　『「モノ・コト・バ宝塚」物産フェア』

4 5

（写真）
1  10月３日（木）～４日（金）
京都丹波観光協議会（京
都府）
2  10月15日（火）長野市の
観光と物産展実行委員
会（長野県）

3  10月17日（木）～18日（金）
五泉市観光協会（新潟県）

4  10月21日（月）～22日（火）
東京シティプロモーショ
ン事業実行委員会（三重
県）

5  10月24日（木）～25日（金）
山口県

6  10月30日（水）～31日（木）
輪之内町（岐阜県）

21 3

6

●１月16日（木）～17日（金）
　菊川市観光協会（静岡県）
　『菊川市物産展』
●１月21日（火）
　西さがみ観光協議会（神奈川県）
　『西さがみ観光展・物産展』
●１月27日（月）～28日（火）
　いちき串木野市（鹿児島県）
　『鹿児島県いちき串木野市の物産と観光展』
●１月29日（水）～30日（木）
　西尾市観光協会（愛知県）
　『三河の小京都　愛知・西尾　観光物産展』

44
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秩父夜祭のクライマックス。団子坂の曳行
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